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2 安全のために必ずお守りください

安全のために必ずお守りください

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

絵表示について
取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただ
き、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろ
な絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次
の表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。
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安全上のご注意 （別冊の「安全上のご注意」もお読みください）

3安全上のご注意

警告
［使用方法］

［異常時の処置］

運転中に操作をしない

走行中にテレビやビデオを見ない

故障のまま使用しない

異常のまま使用しない

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

画面を長く見る必要がある複雑な機能は、自動車の
運転中に操作をしないでください。前方不注意とな
り交通事故の原因となります。操作は、必ず安全な場
所に車を停車させて行ってください。また運転中、画
面を注視する時間は必要最低限としてください。

運転者がテレビやビデオを見るときは、必ず安全な
場所に車を停車させてください。走行中にテレビや
ビデオを見ると前方不注意となり交通事故の原因と
なります。

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状態で使
用しないでください。必ずお買い上げの販売店にご
相談ください。そのままご使用になると事故・火
災・感電の原因となります。

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に異物が
入った・水がかかったなど異常が起こりましたら、
ただちに使用を中止し、必ずお買い上げの販売店に
ご相談ください。そのままご使用になると事故・火
災・感電の原因となります。

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定容
量のヒューズをご使用ください。規定容量以上の
ヒューズを使用すると、火災の原因となります。
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注意
［使用方法］

モニター部にヒーターの熱などを当てない
モニター部にエアコンのクーラーの冷気やヒーター
の熱を当てないでください。そのままご使用になる
と故障や火傷の原因となることがあります。



4 本書の見かた

本書の表記のしかた

表記 意味

注意マーク
操作を行う状況において注意していただきたいことや、本製品の性能を維持するうえ
で注意していただきたいことについて説明しています。

メモ
操作する上で注意すべきことやヒント、便利な使いかたなどについて説明します。

タッチキーを表します。
例： を選ぶ（または にタッチする）

ナビゲーション本体や各リモコンについているボタンを表します。

例： メニュー を押す

参照していただきたい本文タイトルやページ、または他の説明書を導きます。
例：→「ITSを指定する」（P94）

続きマーク
右ページにおいて、操作手順が次ページに続く場合を表します。

•本書で使っているイラストや画面例は、実際の製品と異なることがあります。
•実際の製品の画面は、性能・機能改善のため、予告なく変更することがあります。
•本書に記載している製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。

メモ 

戻る戻る

メモ 

つづく➔

→斜体

ご注意

本書の見かた
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ご使用前に知っておいていただきたいこと

■安全走行のために
本機は、安全のため走行中にテレビやVTR
などの映像を見ることができないように
なっています。（走行中は、映像の上に以下
のようなメッセージが表示されます。）ま
た、一部のメニュー操作はできません。安
全な場所に停車してパーキングブレーキ
をかけてから、操作してください。
（例）テレビを見ようとしたとき

■リアモニターについて
リアモニター出力に後部座席専用のモニ
ターを接続すれば、本機の映像を後部座席
でも楽しむことができます。リアモニター
出力は、パーキングブレーキのON/OFF
に関係なく映像が出力されます。リアモニ
ター出力に接続したリアモニターは、運転
者が走行中映像を見ることができる位置
には、絶対に設置しないでください。



DISP SELボタン 

OELディスプレイ 

EQボタン 

SFCボタン 
HDD RECボタン 
FUNCTIONボタン 
BAND/ESCボタン 

ディスク挿入口 

(AVIC-ZH990MD/ 
ZH900MD)

2/3/5/∞ボタン 

V.ADJUST/NAVI 
スタンバイボタン 

フロントパネル ソースボタン 

外光センサー 

モニター 

NAVI/AVボタン 

メニューボタン 

DISPボタン 

ENTボタン 
OPENボタン 
CLKボタン 
TI/ANTボタン 

ディスク取り出しボタン 

音響特性測定用 
マイク入力端子 

MD取り出しボタン 
(AVIC-ZH990MD/ 
ZH900MD)

ボリューム/ATTボタン 

OPEN/CLOSEボタン 

一時可倒ボタン 

MD挿入口 

12 各ボタンの表記

各ボタンの表記
操作手順の説明では、各ボタンをイラスト表示や名称で表しています。

•オーディオ以外の操作ボタンの名称は、『スタートブック』または『ナビゲーション
ブック』を参照してください。

ナビゲーション本体
AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900
（AVIC-ZH990/ZH900はMD再生機能を搭載していません。）

メモ 
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AVIC-XH990/H990/XH900/H900

モニター
AVIC-XH990/XH900

内蔵スピーカー 

ディスク挿入口 

フロントドア 

ディスクランプ 

ディスク取り出し 
ボタン 

外光センサー 

V.ADJUSTボタン 

SOURCEボタン 

音量調節ボタン 

BACKLIGHT 
/POWERボタン 

2/3/5/∞ボタン 

TVランプ 

DISP SELボタン 

NAVI/AVボタン 
メニューボタン 



14 各ボタンの表記

リモコン
AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900（例）

リモコン送信部 

ユニバーサルパッド 

決定ボタン 

戻るボタン 

スケールレバー 

メニューボタン 

BAND/ESCボタン 

FUNCTIONボタン 
(AVIC-ZH990MD/ZH990/ 

ZH900MD/ZH900) 
BSSMボタン 

(AVIC-XH990/XH900) 
A.MENUボタン 

(AVIC-H990/H900)

DISP SELボタン 
(AVIC-ZH990MD/ZH990/ 

XH990/ZH900MD/ 
ZH900/XH900) 
BACKボタン 

（AVIC-H990/H900） 

ビューボタン 

ボリュームレバー 

NAVI/AVボタン 

SOURCEボタン 

2/3/5/∞ボタン 

TOP.M(DVD)ボタン 

MENU(DVD)ボタン 

10キー 

オンフック/確定ボタン 

録音/削除ボタン 

オフフック/切替ボタン 
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ステアリングリモコン
AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900

2/3/5/∞ボタン

音量調節ボタン

SOURCEボタン
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基本操作
本機はタッチパネルとリモコンのどち
らでも操作することができます。
（AVIC-H990/H900では、タッチパ
ネルタイプのモニターと組み合わせて
いない場合は、リモコン操作のみとな
ります。）

タッチパネルで操作するときは、画面上
のタッチキー（項目など）にタッチしま
す。リモコンで操作するときは、ユニ
バーサルパッドの上/下/左/右に触れる
ことで画面の項目を選び、 を押し
ます。

•本書では、タッチキーまたはリモコン
での操作を説明する場合、「～を選ぶ」
と表記しています。

•音量の調節方法につきましては、『ス
タートブック』をご覧ください。

タッチ操作とリモコン操作
の違いについて
画面上に表示されるタッチキーのうち、銀
色で表示されているボタンはリモコンで
選ぶことはできません。その場合は次のボ
タンを押して操作します。

タッチキー ：リモコンボタン

：

：

：ユニバーサルパッド左/右

：ユニバーサルパッド上/下

：

AVメニュー操作
AVメニューとは、オーディオや映像に
関する設定や各機能の操作を行うため
のメニューです。

ソース画面で を押す

ソース画面（→P22）が表示されている
状態で を押します。

項目を選ぶ

ソースメニュー
※ソースメニューの内容は、ソースごと
に異なります。詳しくは、各ソースの
説明ページをご覧ください。

AV初期設定

オーディオ設定画面を表示する（→P98）
※AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/
ZH900の場合のみ表示されます

システム設定設定画面を表示する
AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/
ZH900（→P120）
AVIC-XH990/H990/XH900/H900 
（→P126）

スケジューラー設定画面を表示する
（→P130）

•メニューを閉じるには、 にタッチ
するかリモコンの または を
押します。

戻るメモ 

スケジューラー

システム設定

オーディオ設定

2

1

メモ 

18 オーディオ基本操作
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リスト操作
再生中などに表示されるリスト画面の
共通操作について説明します。

基本的なリストの操作

1行送り
リストを上下に1行移動します。
タッチ操作 ： にタッチする
リモコン操作：ユニバーサルパッドを

上/下に操作する

ページ送り
一画面ずつ移動します。
タッチ操作 ： にタッチする

リモコン操作： を押す

タブ送り
タブ付きリストでは、選んだタブのリ
ストに切り替わります。
タッチ操作 ：タブ（例： ）

にタッチする
リモコン操作：ユニバーサルパッドを

左/右に操作する

サブメニューの操作

▼

サブメニュー
が表示されているときは、サブメ

ニューを表示できます。サブメニューで
は、リストの全選択や全解除などの操作
をすることができます。
タッチ操作 ： にタッチする
リモコン操作：ユニバーサルパッドを

右に操作する

•サブメニューを閉じるには、 にタッ
チするかユニバーサルパッドを左に操
作します。

チェックリストの操作

チェックリストでは、項目を選ぶと「 」
（チェックマーク）が表示され、選択中であ
ることを示します。もう一度項目を選ぶと
「 」が消え、選択が解除されます。
またチェックリストでは、サブメニューを
表示できるものがあり、サブメニューか
ら 、 を操作することもでき
ます。

全解除全選択

＜メモ 

＞

＞

プレイリスト

≪
 ≪

 

<

<
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20 ソースの切り替えかた

ソースの切り替えかた
CD、ミュージックサーバー、DVDなどの音源や映像のことをソースと呼びます。
次の手順で希望のソースに切り替えます。

ソースを切り替える

を押す

•ナビゲーション画面のときにソースを
切り替えると音声のみ切り替わりま
す。 を押すとソース画面に切り
替えることができます。（→P22）

•接続していないソースや、再生の準備が
できていないソースには切り替わりま
せん。

•切り替えられるソースは機種ごとに異
なります。以下を参照してください。

AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900

を押すごとに、以下のように切り替
わります。
DVD・CD・ROM（WMA/MP3）→マルチ
CD→ミュージックサーバー→テレビ→
VTR1→VTR2→FM/AM→MD→
EXT1→EXT2→元に戻る

本体の各ソースボタンでもソースを切り
替えられます。

：DVD・CD・WMA/MP3→マル
チCD→OFF→DVD・CD・
WMA/MP3に戻る

：ミュージックサーバー←→OFF

：テレビ→VTR1→VTR2→OFF
→テレビに戻る

：FM/AM←→OFF

：MD→EXT1→EXT2→OFF→
MDに戻る

• （→P121）でVTR１また
はVTR2をONにしないと、VTR１または
VTR2に切り替わりません。

•VTR2をバックカメラとして使用して
いる場合は、VTR2には切り替わりま
せん。

•EXT1、EXT2は、マルチCDプレーヤー
以外のIPバス機器（エクスターナルユニッ
ト）のためのソースです。本機では、2台
のエクスターナルユニットをコントロール
することができます（→P96）。

•AVIC-ZH990/ZH900はMD再生機能
を搭載していません。 は に
なります。

AVIC-XH990/XH900
を押すごとに、以下のように切り替

わります。
DVD・CD・ROM（WMA/MP3）→ミュー
ジックサーバー→テレビ→VTR1→
VTR2→元に戻る

• （→P127）でVTR１また
はVTR2をONにしないと、VTR１または
VTR2に切り替わりません。

•VTR2をバックカメラとして使用してい
る場合は、VTR2には切り替わりません。

AV入力設定メモ 

SOURCE

EXTMD/EXT

AV入力設定

MD/EXT

FM/AM

TV/VTR

MSV

DVD/CD

SOURCE

NAVI/AV

メモ 

SOURCE1

メモ 



AVIC-H990/H900

タッチパネルモニターと組み合わせた場合

を押すと、テレビモニターのソース
が順に切り替わり、本機のソースを選ぶ
ことができます。
N-DVD：DVD・CD・ROM（WMA/MP3）
MSV：ミュージックサーバー
→『テレビの取扱説明書』

•「AVH-P9DVAⅡ」、「AVH-P7DV」と
組み合わせた場合は、リモコンの操作
モード切替スイッチを“AUDIO”に切
り替えてから を押してください。

•テレビモニター側のソースボタンでも
ソースを切り替えることができます。
→『テレビの取扱説明書』

AVH-P9DVAまたは
他社モニターと組み合わせた場合

を押すごとに、以下のように切り替
わります。
DVD・CD・ROM（WMA/MP3）←→ミュー
ジックサーバー

•あらかじめテレビモニター側のソース
をNAVIに切り替えておく必要があり
ます。→『テレビの取扱説明書』

リビングキット
リビングキットでは を押すごとに、
以下のように切り替わります。
ミュージックサーバー←→AUX（外部入力）

ソースをOFFにする

を長く押す

ソースがOFFになります。
もう一度 を押すと、OFFにする前
のソース画面に戻ります。

•AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900
MD/ ZH900では、本体の各ソースボ
タン（→P20）でもソースをOFFにす
ることができます。

•リビングキットでは、 を長く押し
ます。

SRC

メモ 

SOURCE

SOURCE1

SRC

メモ 

SOURCE

SOURCE

メモ 

SOURCE
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画面の切り替えかた

ソース画面とナビ画面を
切り替える
ソースの音声はそのままで、画面だけ
ナビゲーション画面とソース画面を切
り替えることができます。

を押す

を押すごとに、以下のように映像が
切り替わります。
ナビゲーション画面

▲
▼ソース画面

•AVIC-H990/H900とタッチパネル
モニターを組み合わせた場合は、モニ
ター側のV.ADJボタンでも切り替える
ことができます。

ソース画面を切り替える
ソース画面の表示方法を切り替えるこ
とができます。

を選ぶか、 を押す

選ぶごとに画面表示が以下のように切り
替わります。
通常画面

▼
ソースプレートのみの画面

▼
タイトルなどのみの画面

▼
通常画面に戻る

•テレビ、DVD、VTRのときは、映像画面
と通常画面が切り替わります。通常画面
は約8秒間だけ表示されます。

•画面にタッチすると、通常画面に切り替
わります。

メモ 

ビュー1

メモ 

NAVI/AV

NAVI/AV1

22 画面の切り替えかた



放送の受信
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/
ZH900MD/ZH900/XH900） ............... 24
テレビやラジオの放送を受信する .......................... 24
メモリーやバンドを切り替える .......................... 25
プリセットの種類を選ぶ ..................................... 25

いろいろなテレビ・ラジオ操作のしかた
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/
ZH900MD/ZH900/XH900） ............... 26
AVメニューを表示する ........................................... 26
ソースメニューについて ..................................... 26

ソースメニューでのいろいろな受信操作 .............. 26
放送局の自動記憶 ................................................. 26
音声多重の切り替え（テレビ） .......................... 27
リストの切り替え（テレビ） .............................. 27

放送局の手動記憶 ..................................................... 27

交通情報を聞く
（AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900） ........................... 28

交通情報を受信する ................................................. 28

交通情報の受信をやめる ......................................... 28

放送受信
ここではテレビ、ラジオ、交通情報の受信方法や

いろいろな操作方法を説明します。
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放送の受信（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

テレビやラジオの基本的な使い方を説明します。

24 放送の受信（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

テレビやラジオの放送を
受信する

•停車中でパーキングブレーキがかかっている
ときに、テレビ映像を見ることができます。
走行中は安全のために、テレビ映像は表示さ
れません。

•AVIC-XH990/XH900にラジオの受
信機能はありません。

•地上デジタルテレビジョン放送は、本機
で受信することはできません。

•地上デジタルテレビジョン放送につい
ては、別添えの「地上デジタルテレビ
ジョン放送について」をご覧ください。

を押して、ソースをテレビ
またはラジオに切り替える
ソース画面（→手順 ）が表示され、前回
受信していた放送局を受信します。

•テレビのソース画面は約8秒で消えま
す。もう一度ソース画面を表示したい
ときは、画面にタッチします。

•映像がナビゲーション画面のときに、
ソースをテレビやラジオにした場合
は、音声のみ切り替わります（→P20）。

を押すとソース画面になり
ます。

•トンネル内や山かげ、ビルの谷間など、
電波がさえぎられやすい場所、電波の
弱い地域では、感度が悪くなる場合が
あります。

• を長く押すと、ソースをOFFに
することができます（→P21）。

放送局をリストから選ぶ

操作ボタンで選ぶ場合：

/ ：リストの放送局を順に送る

/ ：チャンネルまたは周波数を

順に送る

• / を押し続けると、離した位置
から受信できる放送局を自動的に探し
ます（SEEK）。

•ステレオ放送を受信した場合は、
［STEREO］が表示され、テレビの音声
多重放送を受信した場合は、［BILIN-
GUAL］が表示されます。

•放送局がリスト表示されていても、現
在地の環境や電波状況によって、受信
できない場合があります。

メモ 

2

SOURCE

NAVI/AV

メモ 

2

SOURCE1

メモ 

ご注意



メモリーやバンドを
切り替える
プリセットのメモリーやラジオのバンド
（FMとAM）を切り替えます。本機では、
バンドごとに2つのプリセットメモリー
があり、テレビは各12局、ラジオは各6
局のメモリーを使い分けることができま
す。

を押す
押すごとに以下のように切り替わります。

■テレビ（各12局）
TV1←→TV2

■ラジオ（各6局）
FM1→FM2→AM1→AM2→FM1に
戻る

プリセットの種類を選ぶ
ユーザーが記憶させた放送局（ユーザー
プリセット）を呼び出すか、ハードディス
クに収録されている自車位置付近の放送
局（エリアプリセット）を呼び出すかを選
びます。

または
を選ぶ

•ユーザープリセットでは、ソースプレー
トにプリセットNo.（例：P1）が表示され
ます。

•エリアプリセットでは、放送局の周波
数（チャンネル）変更が行われた場合に
は、受信できない場合や受信した放送
局が表示と異なる場合があります。

メモ 

エリアプリセット

ユーザープリセット1
BAND/ESC1

25放送の受信（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）
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いろいろなテレビ・ラジオ操作のしかた
放送局の自動記憶や音声多重の切り替えなど、いろいろな機能の使い方を説明します。

26 いろいろなテレビ・ラジオ操作のしかた

AVメニューを表示する
基本操作以外の機能を使うには、AVメ
ニューを表示させてから操作します。

を押す
AVメニュー画面が表示されます。

ソースメニューについて
ソースメニューの内容は、ソースによっ
て異なります。各ソースメニューの中か
ら機能を選んで実行します。

■テレビ

■ラジオ

ソースメニューでの
いろいろな受信操作

放送局の自動記憶
メモリー（→P25）ごとに、受信状態の良い
チャンネルをテレビはTV1とTV2に各12
局、ラジオはFM1とFM2、AM1、AM2に各6
局まで、自動的に記憶させることができます。

（テレビ）、または
（ラジオ）をサーチが開

始されるまでタッチし続ける

▼

を選ぶと、BSSMやBSMを中断し
ます。

▼
ユーザープリセットに放送局が記憶され
ます。

•AVIC-XH990/XH900では、
を長く押してBSSMを開始することも
できます。

•受信状態の良い放送局が記憶可能数よ
り少ない場合は、前の記憶が残る場合
があります。

BSSMメモ 

中止

BSM
BSSM1

1
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音声多重の切り替え（テレビ）
音声多重放送を受信しているときは、主音
声と副音声を切り替えることができます。

•音声多重放送の場合は、一般的に主音
声を日本語、副音声を外国語で放送し
ていますが、逆の場合もあります。

を選ぶ
選ぶごとに、以下のように切り替わります。
MAIN→SUB→MAIN+SUB→MAINに
戻る

MAIN ：主音声（日本語）

SUB ：副音声（外国語）

MAIN+SUB：主・副音声（日本語＋外国語）

•「MAIN＋SUB」の場合、左側スピーカー
より主音声、右側スピーカーより副音声が
出力されます。

リストの切り替え（テレビ）
表示されるリストの大小を選ぶことがで
きます。

を選ぶ

•すでにリスト小で画面表示されている
場合は、タッチキーが となり
ます。

▼
リストの大小を設定して通常画面に戻り
ます。

•走行中は、リストの大小の設定に関係
なくリスト大で表示されます。

放送局の手動記憶
ユーザープリセットメモリー（→P25）
に、テレビはTV1とTV2に各12局、ラ
ジオはFM1とFM2、AM1、AM2に各
6局まで、手動で記憶させることができ
ます（マニュアルプリセット）。

/ を押して記憶させた
い放送局を選ぶ

記憶させたいリストのプリセッ
トの枠をピッと鳴るまで選び続
ける

現在受信中の放送局が、選んだプリセット
に記憶されます。

2

1

メモ 

リスト大

メモ 

リスト小1

メモ 

音声多重1

メモ 



28 交通情報を聞く（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

•この機能は、ソースがOFFのときでも、
どのソースからでも操作できます。

交通情報を受信する

を押す

交通情報画面が表示されます。
前回聞いた周波数の交通情報を受信します。

/ を押して周波数を切り
替える

：1.620kHzにするとき

：1.629kHzにするとき

•交通情報を受信しているときに、音量
を調節すると、交通情報用の音量とし
て設定することができます。別のソー
スに切り替えて音量を調節しても、次
に交通情報を受信するときは、前回設
定した音量で聞くことができます。

•交通情報を受信しているときは
AVメニューを表示することはできま
せん。

交通情報の受信をやめる

もう一度 を押す
交通情報を受信する前のソースに戻ります。

1

メモ 

2

1

交通情報を聞く
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

高速道路などで放送されているAMの交通情報の受信のしかたを説明します。

メモ 



音楽ディスクの再生 ................................... 30

再生する .................................................................... 30
再生画面について ................................................. 30

再生を一時停止する ................................................. 32

詳細情報を表示する（MP3） ................................ 32

いろいろな再生操作のしかた ....................... 33

AVメニューを表示する ........................................... 33
ソースメニューについて ..................................... 33

ソースメニューでのいろいろな再生操作 .............. 33
リピート再生 ......................................................... 33
ランダム再生 ......................................................... 34
スキャン再生 ......................................................... 35
サーチモードの切り替え（CD、WMA/MP3） ... 36
ミックスCD内のデータ形式の切り替え ............ 36

音楽ディスクの再生（CD、WMA/MP3、MD）
ここではいろいろな音楽ディスクの再生、

操作方法を説明します。
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再生する

•MDは、AVIC-ZH990MD/ZH900MD
のみ再生できます。

ディスクを挿入する（→『スター
トブック』）
自動的に再生が始まります。

•すでに再生したいディスクが挿入され
ている場合は、ソースを切り替えてく
ださい（→P20）。

•ディスクの判別などを行うため、再生
までに時間がかかります。特にCD-
RWディスクはより時間がかかります。

• を長く押すと、ソースをOFFに
することができます（→P21）。

聴きたい曲をリストから選ぶ

操作ボタンで選ぶ場合：

/ ：トラック/ファイルの操作

• / を押し続けると、早戻し/早送
りの動作となります。

•早戻し/早送りの動作は、10曲飛びに
選曲する「ラフサーチ」に切り替えるこ
ともできます（→P36）。

再生画面について
■CD（通常再生中）

■CD→MSV（録音中）

•録音していないCDを再生すると、自動
的にミュージックサーバー（MSV）への
録音が開始されます。全ての曲の録音が
終わると通常再生に切り替わります。

•全ての曲の録音が完了するまで、選曲
操作や特殊再生（ランダム再生など）は
できません。選曲操作が必要な場合
は、 を押して録音を中止してく
ださい。

•内蔵のGracenote音楽認識サービス
（CDDB）から情報が取得できた場合
は、ソースプレートにタイトルやアー
ティスト名が表示されます。

•ミュージックサーバーへの録音および
タイトル表示については、「ミュージッ
クサーバーに録音する」（→P53）を参
照してください。

メモ 

メモ 

2

SOURCE

メモ 

1

メモ 

音楽ディスクの再生
CD、WMA／MP3、MDなどの基本的な再生のしかたについて説明します。

30 音楽ディスクの再生

ディスクタイトル
トラックタイトルトラックNo.

アーティスト名

再生中のトラックの
経過時間

再生中の曲

録音表示 録音済み曲数

再生中の曲

録音プログレスバー



■WMA/MP3

•MP3はID3 Tag（→P153）からタイ
トル情報を取得できた場合、ソースプ
レートにタイトルやアーティスト名が表示
されます。

•フォルダータイトルやトラックタイトル、
アーティスト名は全角16文字（半角32文
字）の表示ができます。

•MP3は、タイトル情報を取得できなかった
場合、フォルダー名がフォルダータイトル、
ファイル名がトラックタイトルとしてソース
プレートに表示されます。アーティスト名
は表示されません。

•WMAは、フォルダー名がフォルダータイトル、
ファイル名がトラックタイトルとして表示され
ます。アーティスト名は表示されません。

•WMAの時にタグのAuthor情報があった
場合、アーティスト名として表示します。

• を選ぶと、選んだフォルダー内の情報
を表示します。

• を選ぶと、上位階層のフォルダー
内の情報を表示します。

•音楽データ（CD）とWMA/MP3形式の
データが混在したディスクを挿入した
場合、最初に音楽データ（CD）が再生さ
れます。WMA/MP3ファイルを再生す
るには、 を押します。

■MD

•タイトルは、全角16文字（半角32文字）
の表示ができます。（ただし、半角、全角
の混在はできません。）

•一部、表示できない文字があります。
•タイトルが記憶されていない場合は、
［No Title］と表示されます。
• を選ぶと、MDに録音
されている全ての曲をリスト表示しま
す（再生中の曲を先頭）。

• を選ぶとグループリ
ストを表示します。

グループリスト

トラックリスト

メモ 

BAND/ESC

上へ

メモ 
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フォルダータイトル
トラックタイトルフォルダーNo.

ビットレート

アーティスト名トラックNo.
再生中のトラックの経過時間

ディスクタイトル

トラックタイトル
トラックNo.

再生中のトラックの
経過時間

再生中の曲

MDLP



再生を一時停止する

再生中の曲をリストから選ぶ
ポップアップが表示されます。

を選ぶ

▼
ディスクの再生が一時停止します。

をもう一度選ぶと、再生を
再開することができます。

詳細情報を表示する（MP3）
MP3では現在再生中の曲の詳細情報を
見ることができます。

再生中の曲をリストから選ぶ
ポップアップが表示されます。

を選ぶ

▼

ID3 Tagの情報がある場合には、現在再生
中の曲の詳細情報（ディスク名、トラック名、
フォルダー名、ファイル名、アーティスト名、
ジャンル名、発売年）が表示されます。

を選ぶと元の画面に戻ります。戻る

詳細情報2

1

ポーズ/再生

ポーズ/再生2

1

32 音楽ディスクの再生



33いろいろな再生操作のしかた
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いろいろな再生操作のしかた
リピート再生、ランダム再生、スキャン再生など、いろいろな機能の使い方を説明します。

AVメニューを表示する
基本操作以外の機能を使うには、AVメ
ニューを表示させてから操作します。

を押す
AVメニュー画面が表示されます。

ソースメニューについて
ソースメニューの中から機能を選びます。
■CD

■WMA/MP3

■MD

ソースメニューでの
いろいろな再生操作
それぞれのソースメニューから、いろい
ろな再生操作をすることができます。

•C D 録 音 中は 、 、
、 、

は操作できません。

リピート再生
リピートとは繰り返して聴く再生範囲を
指定することです。例えば、リピートを
TRACK REPEATにすると再生中の曲を
繰り返し聴くことができます。

を選ぶ

選ぶごとに、リピートの範囲が以下のよう
に切り替わります。

■CD
DISC REPEAT←→TRACK REPEAT

■WMA/MP3
DISC REPEAT→TRACK REPEAT
→FOLDER REPEAT→DISC REPEAT
に戻る

リピート1

CD←→MP3/WMAサーチモードスキャン

ランダムリピートメモ 

1



TRACK
REPEAT

FOLDER
REPEAT

GROUP
REPEAT

DISC
REPEAT

■MD
DISC REPEAT→TRACK REPEAT
→GROUP REPEAT→DISC REPEAT
に戻る

：通常の再生状態です。再生中
のディスクを繰り返します。

：再生中のトラック（曲）を繰り
返します。

：再生中のフォルダーを繰り返
します。（WMA/MP3のみ）

：再生中のグループを繰り返し
ます。（グループ指定してあ
るMDのみ）

•リピート再生中にリピートの範囲を越
える操作（TRACK REPEAT中の選曲
操作など）を行うと、リピートの範囲が
変更される場合があります。

•通常再生であるDISC REPEATは、ソー
スプレートに表示されません。

ランダム再生
選んだリピートの範囲内（→前項）で、曲順
を変えて再生することができます。

を選ぶ

選ぶごとに、ランダム再生のON/OFFが切り
替わります。

•リピートの範囲がTRACK REPEAT
の場合、ランダム再生をONにすると、
リピートの範囲はそれぞれ以下のよう
に自動的に切り替わります。
CD：DISC REPEAT
WMA/MP3：FOLDER REPEAT
MD：GROUP REPEAT

•グループ指定していないMDはDISC
REPEATにします。

•ランダム再生中にその他の再生操作
（リピート再生、スキャン再生など）や
リピートの範囲を越える操作（フォル
ダーの切り替えなど）を行うと、ランダ
ム再生が中止される場合があります。

メモ 

ランダム1

メモ 

34 いろいろな再生操作のしかた



スキャン再生
選んだリピートの範囲（→P33）で、ディ
スク内の各曲の演奏開始部分や、各フォル
ダ ー/グループ内の１曲目の演奏開始部
分を、約10秒間ずつ聴くことができます。
聴きたい曲やフォルダー、グループを探す
ときに使います。

リピートの範囲を以下のように
指定する（→P33）

■聴きたい曲を探すとき
再生中のディスク（CD）、フォルダー
（WMA/MP3）、グループ（MD）内の各曲
の演奏開始部分を、約10秒間ずつ再生し
ます。
リピートの範囲を以下のように指定します。

CD ：DISC REPEAT

WMA/MP3 ：FOLDER REPEAT

MD ：GROUP REPEAT

•グループ指定していないMDはDISC
REPEATにします。

•リピートの範囲がTRACK REPEATの
場合、スキャン再生をONにすると、上記
のリピートの範囲に切り替わります。

■聴きたいフォルダー（WMA/MP3）、
グループ（MD）を探すとき
ディスク内の全フォルダー/グループの1
曲目だけの演奏開始部分を、約10秒間ず
つ再生します。
リピートの範囲をDISC REPEATに指定
します。

を選ぶ

選ぶごとに、スキャン再生のON/OFFが切り
替わります。

•スキャン再生を始めた曲まで戻ると、
スキャン再生は解除されます。

聴きたい曲またはフォルダー/
グループが再生されたら、もう
一度 を選ぶ
スキャン再生がOFFになり、選んだ曲また
はフォルダー/グループが再生されます。

•スキャン再生中にその他の再生（リピート
再生、ランダム再生など）やリピートの範
囲を越える操作（フォルダーの切り替え
など）を行うと、スキャン再生が中止され
る場合があります。

メモ 

スキャン

3

メモ 

スキャン2

メモ 

1
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サーチモードの切り替え
（CD、WMA/MP3）
CD、WMA/MP3では / を長く押
したときに、早送り/早戻しにするか、10
曲飛びに選曲するラフサーチにするかを
選ぶことができます。

を選ぶ

設定するサーチモードを選ぶ

：早送り/早戻しになります。

：ラフサーチになります。

ミックスCD内のデータ形式の
切り替え
CD-ROM、CD-R/RWなどで、音楽データ
（CD）とWMA/MP3形式のデータが混在
しているディスク（ミックスCD）の場合に
形式を切り替えます。

を選ぶ

再生するデータ形式が切り替わります。

• を押して切り替えることもでき
ます。

•音楽データ側に記録された文字情報は
表示されません。

BAND/ESCメモ 

CD←→MP3/WMA1

ラフサーチ

FF/REW

2

サーチモード1

36 いろいろな再生操作のしかた
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DVDビデオの見かた ............. 38

再生する ........................................ 38
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DVDビデオの見かた

再生する
DVDビデオを見るには、次のように
します。

•停車中でパーキングブレーキがかかっている
ときに、モニターで映像を見ることができま
す。走行中は安全のためにモニターには、映
像は表示されません。

DVDを挿入する
自動的に再生が始まります。

•すでに再生したいDVDが挿入されてい
る場合は、 を押してソースを
DVD-Vに切り替えてください。（→P20）

•ディスクによっては、ディスクメニューが表
示されて自動的に再生が開始されない
場合があります。→「DVDが自動的に
再生しないときは」（次項）

•DVDの録音レベルは他のソースより低
いため、他のソースからDVDに切り替
えると、音が小さく感じられる場合があ
ります。
AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900
MD/ZH900では、ソースレベルアジャス
ターでソース毎の音量の違いをそろえる
ことができます（→P104、115）。

• を長く押すと、ソースをOFFに
することができます（→P21）。

DVDが自動的に再生
しないときは
ディスクによっては、ディスクメニュー
などが表示されて自動的に再生を開始
しない場合があります。そのような場合
は、次の手順で操作タッチキーを表示さ
せてディスクメニューを操作します。

•ディスクメニューは直接タッチしても
操作できません。

•オートプレイの設定をONにすると、
若いタイトルから自動的に再生するこ
とができます。
→「オートプレイ」（P50）

ディスクメニューなどが表示さ
れたら、画面にタッチするか
または を押す

を選ぶ

メニューが操作できる状態になりますの
で、「ディスクメニューの操作」（→P39）
の手順 の操作をして再生を開始し
ます。

2

2

1

メモ 

SOURCE

SOURCE

メモ 

1
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操作タッチキーの表示の
しかた
DVDの操作をタッチパネルで行うと
きは、操作タッチキーを表示して操作
します。

再生中に画面にタッチする
か または を押す

• にタッチするか を押すと
操作タッチキーは消えます。

■操作タッチキー1（1ページ目）

• を選ぶと2ページ目の操作
タッチキーを表示させることができます。

■操作タッチキー2（2ページ目）

• を選ぶと1ページ目の操作
タッチキーに戻ります。

ディスクメニューの操作
ディスクメニューは、ディスクにあらかじ
め記録されているメニューのことで、表
示されるメニューや操作方法は、再生す
るディスクによって異なります。

操作タッチキー1（→前項）の
または を選ぶ

でメニューを操作
して にタッチする

•リモコンで操作するときは、再生中
に または を押してから、ユ
ニバーサルパッドで操作します。

•リモコン操作中は次の画面が表示され
ます。画面にタッチすると、タッチ操
作画面に切り替わります。

MENUTOP.M

メモ 

決定
∨∧＞＜2

メニュートップメニュー
1

前ページメモ 

次ページメモ 

ビューメモ 

1
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DVDビデオの操作

•ここで説明されている各機能は、ディ
スクや再生位置によって、 （禁止
マーク）が表示され、操作できない場合
があります。

チャプターを進める/戻す
チャプターを前後に送ったり、早送り/早
戻しをすることができます。

操作タッチキー1（→P39）の
または を選ぶ

• / ボタンでも操作できます。
• / または / を選び
続けると、早戻し/早送りの動作となり
ます。約5秒以上選び続けると、早送り
/早戻しのままになります。通常の再生
に戻すには、 を選ぶか、スケール
レバーを［広域］（6）側に倒します。

タイトルを進める/戻す
タイトルを順に進めたり戻したりするこ
とができます。

または を押す

•操作タッチキーではこの操作はできま
せん。

一時停止/再生
再生中の映像を一時停止して静止画にし
たり、通常の再生に戻すことができます。

操作タッチキー1（→P39）の
を選ぶ

•スケールレバーを［広域］（6）側に倒
して操作することもできます。

•通常の再生に戻すには、もう1度
を選ぶかスケールレバーを［広域］
（6）側に倒します。
• を選んでも一時停止します。

コマ送り再生
再生中の映像を１コマずつ止めながら、進
めて見ることができます。

操作タッチキー1（→P39）の
を選ぶ

を選ぶ
選ぶごとに、映像が1コマずつ送られます。

•通常の再生に戻すには、 を選ぶ
かスケールレバーを［広域］（6）側に
倒します。

•ディスクによっては、コマ送り再生時
に映像が乱れる場合があります。

6メモ 

E2

E

1

E

6

メモ 

6

1

メモ 

1

6

33|4

メモ 

33|4

1

メモ 
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スロー再生
再生スピードを遅くして見ることができます。

操作タッチキー1（→P39）の
を選ぶ

を選び続ける
送り方向にスロー再生されます。

スロー再生中は、再生スピードを変える
ことができます。

：再生スピードが遅くな
ります

：再生スピードが速くな
ります

•通常の再生に戻すには、 を選ぶ
かスケールレバーを［広域］（6）側に
倒します。

•ディスクによっては、スロー再生時に
映像が乱れることがあります。

•戻り方向のスロー再生はできません。

再生を停止する
ディスクの再生を停止します。

操作タッチキー1（→P39）の
を選ぶ

•スケールレバーを［詳細］（7）側に倒し
て操作することもできます。

•通常の再生に戻すには、 を選ぶか
スケールレバーを［広域］（6）側に倒
します。

•再生を停止した場所を記憶し、次回ディ
スクを再生したときは前回の続きから
再生されます（ディスクによっては続き
から再生されない場合があります）。

6

メモ 

■
1

6メモ 

スローUP

スローDOWN

E2

E

1
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CMスキップ/バック
再生中の映像を、一定の秒数だけ早送り/
早戻しします。CMなどを飛ばして再生
するときなどに使うと便利です。

操作タッチキー1（→P39）の
または を

選ぶ

選ぶごとに以下のような秒数で、早送り/
早戻しされます。

（早送り）：「30秒」→「1分」
→「1分30秒」→
「2分」→「3分」→
「5分」→「10分」
→「0秒」→「30
秒」に戻る

（早戻し）：「5秒」→「15秒」
→「30秒」→「1分」
→「2分」→「3分」
→「0秒」→｢5秒」
に戻る

ブックマークの記憶
ブックマークとは、ディスク再生中に場面
を選んで登録する機能です。次にディスク
を挿入したときに、登録した場面から再生
されます。

■再生中に記憶する

操作タッチキー1（→P39）の
を選ぶ

▼
選んだ場面がブックマークとして記憶さ
れ、次回ディスク挿入時、その場面より再
生されます。
上記操作で記憶したブックマークを消去
する場合は、 を選び続け
ます。

• を押して記憶することもできま
す。記憶したブックマークを消去する
場合は を長く押します。

•再生中によるブックマークの記憶（前記
操作）は、ディスク1枚につき1場面記憶
でき、ディスク5枚分のブックマークを記
憶します。

•5枚を越えて新しいディスクにブック
マークが記憶されると、一番使用時期
の古いディスクのブックマーク情報に
上書きされます。

•1枚のディスクに また
は とディスク取り出しボタンの
両方を記憶することができます。その
場合、ディスク取り出しボタンで記憶
したブックマークが優先されます。

ブックマーク

メモ 

ブックマーク

ブックマーク
1

CMバック

CMスキップ

CMバックCMスキップ
1
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■ディスク取り出しの際に記憶する

再生中にディスク取り出しボタン
（→P12、P13）を押し続けて
ディスクを取り出す

▼
ボタンが押されたときに再生中だった場
面がブックマークとして記憶され、次回
ディスク挿入時、その場面より再生され
ます。
上記操作で記憶したブックマークを消去
する場合は、ディスク取り出しボタンを短
く押してディスクを取り出します。

•ディスク取り出しボタンによるブック
マークの記憶（前記操作）は、ディスク
1枚分のブックマークを記憶します。
•1枚のディスクに また
は とディスク取り出しボタンの
両方を記憶することができます。その
場合、ディスク取り出しボタンで記憶
したブックマークが優先されます。

ダイレクトサーチ
見たい場面を数字で指定して再生するこ
とができます。。

操作タッチキー2（→P39）の
を選ぶ

、 、 、
のいずれかを選ぶ

見たい場面の番号を入力し、
を選ぶ

：タイトル番号を入力します。

：チャプター番号を入力し
ます。

：時間を分・秒で入力します。
、 を選ぶと分と秒を

確定します。

：数字のコマンドを入力し
ます。

▼
指定した場面から再生を始めます。

•映像画面に戻るには、 －
の順に操作します。

ビュー戻るメモ 

10キーモード

秒分
TIME

CHAPTER

TITLE

決定
3

10キーモード
TIMECHAPTERTITLE2

サーチ/10キー
1

ブックマーク

メモ 

1
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字幕言語の切り替え
字幕が複数収録されているディスクの場
合、再生中に字幕を切り替えることができ
ます（マルチ字幕）。

操作タッチキー2（→P39）の
を選ぶ

▼
選ぶごとに、字幕言語が切り替わります。

• を押して切り替えることもでき
ます。

•DVDパッケージについている マー
クの数字が、字幕の収録数です。

•ディスクによっては、DVDに収録され
ているディスクメニューでしか切り替
えることができない場合があります。

音声言語の切り替え
音声が複数収録されているディスクの場
合、再生中に音声を切り替えることができ
ます（マルチ音声）。

操作タッチキー2（→P39）の
を選ぶ

▼
選ぶごとに、音声言語が切り替わります。

• を押して切り替えることもでき
ます。

•DVDのパッケージについている
マークの数字が、音声の収録数です。

•ディスクによっては、DVDに収録され
ているディスクメニューでしか切り替
えることができない場合があります。

•DTS音声は、デジタル出力のみ対応し
ています。本機のデジタル出力を接続
していない場合、DTS音声は出力され
ませんので、DTS以外の音声を選んで
ください。

•［Dolby D］や［5.1ch］などの表示は、
DVDに収録されている音声の内容を
表示しています。実際に再生される音
声は、設定により表示とは異なる場合
があります。

2

メモ 

音声切替
1

2

メモ 

字幕切替
1
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アングルの切り替え
複数のカメラで同時に撮影された映像が
収録されているディスクの場合、再生中に
カメラアングルを切り替えることができ
ます（マルチアングル）。

•マルチアングルが収録されている場面
で操作します。マルチアングルが収録
されている場面を再生すると、アング
ル選択マークとアングル番号が表示さ
れます。

操作タッチキー2（→P39）の
を選ぶ

アングル選択マークが表示されている間
は、アングル切り替えが行えます。

▼
選ぶごとに、アングルが切り替わります。

• を押して切り替えることもでき

ます。
•DVDパッケージについている マー
クの数字が、アングルの収録数です。

•アングル選択マークの表示の表示/非表
示は、初期設定メニューの「マルチアング
ル」で行います。→「マルチアングル」
（P49）

リターン再生
戻る位置の指定が収録されているディス
クの場合、指定された位置まで戻って再
生することができます。

操作タッチキー2（→P39）の
を選ぶ

▼
ディスクの指定された位置まで戻り、再生
を始めます。

リターン
1

3

メモ 

アングル切替
1

メモ 
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AVメニューを表示する
基本操作以外の機能を使うには、AVメ
ニューを表示させてから操作します。

を押す
AVメニュー画面が表示されます。

ソースメニューについて
ソースメニューの中から機能を選びます。

ソースメニューでの
各種設定

リピート範囲の設定
リピートとは繰り返して再生する範囲を指定
することです。例えば、リピートをCHAP-
TER REPEATにすると再生中のチャプター
を繰り返し見ることができます。

を選ぶ

選ぶごとに、リピートの範囲が以下のよう
に切り替わります。
DISC REPEAT→CHAPTER REPEAT
→TITLE REPEAT→DISC REPEATに
戻る

DISC ：通常の再生状態です。再生
REPEAT 中のディスクを繰り返し

ます。

CHAPTER：再生中のチャプターを
REPEAT 繰り返します。

TITLE ：再生中のタイトルを繰り返
REPEAT します。

リピート1

1

46 DVDビデオの各種設定のしかた

DVDビデオの各種設定のしかた
リピート再生、音声出力の切り替えなど、AVメニューを表示してソースメニューか
ら行う操作について説明します。

•ソースメニューの については「DVDビデオの初期設定のしかた」（→P48）
で説明しています。

DVD初期設定メモ 



•設定したリピート範囲は、ソースプ
レートに表示されます。

•ディスクまたは再生位置によって
は、 （禁止マーク）が表示され、リ
ピート再生できない場合があります。

•リピート再生中にリピートの範囲をこ
える操作（CHAPTER REPEAT中の
チャプターの切り替えなど）を行うと、
リピート再生が中止される場合があり
ます。

•オートプレイ（→P50）の設定がON
のときは機能しません。

•通常再生であるDISC REPEATはソー
スプレートに表示されません。

音声出力の切り替え
(AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900)
音声がリニアPCMのディスクの場合、収
録された左右のチャンネルのうち、どち
らをスピーカーから出力するかを切り替
えます。

を選ぶ

設定項目を選ぶ

：左の音声を出力

：右の音声を出力

：左右両方の音声を出力
▼

選んだ側の音声を出力します。

L＋R

R

L

2

L/R切替1

47DVDビデオの各種設定のしかた

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
デ
ィ
ス
ク

Ｄ
Ｖ
Ｄ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン

機
器

Ａ
Ｖ
設
定

そ
の
他
の
機
能

付

録

シ
ス
テ
ム
設
定

メモ 



DVDビデオの初期設定のしかた

DVD機能をあらかじめ使用する環境に合
わせて設定しておきます。
初期設定できる項目は、以下のとおり
です。

•基本字幕言語
•基本音声言語
•メニュー言語
•アシスト字幕の表示／非表示
•アングル選択マークの表示／非表示
•テレビアスペクト（画面の縦横比）
•視聴制限（パレンタルロック）
•オートプレイのON/OFF

初期設定をする

AVメニューを表示する（→P46）

ソースメニューから
を選ぶ

各項目を選び、設定を行う

各設定項目の設定内容は、右側に表示されます。

基本字幕
優先して表示させたい字幕の言語を設定
することができます（マルチ言語字幕）。
工場出荷時は「日本語」です。

、 、 、 、

、 、 、 、

、 から選びます。

• を選んだときは、「言語コー
ド表」（→P156）より、4桁の言語コー
ドを数字で入力します。

•選んだ言語がディスクに収録されてい
ない場合は、ディスクで指定されてい
る字幕言語が選ばれます。

•この設定にかかわらず、再生中に
を押して字幕言語を切り替えることがで
きます。押すごとに字幕が切り替わります
が、初期設定には反映されません。

•ディスクによっては設定した基本字幕
言語が優先されない場合があります。

その他メモ 

その他韓国語

中国語ポルトガル語スペイン語イタリア語

ドイツ語フランス語英語日本語

3

設定
DVD初期2

1
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基本音声
優先して聞きたい音声の言語を設定する
ことができます（マルチ音声）。
工場出荷時は「日本語」です。

、 、 、 、

、 、 、 、

、 から選びます。

• を選んだときは、「言語コー
ド表」（→P156）より、4桁の言語コー
ドを数字で入力します。

•選んだ言語がディスクに収録されてい
ない場合は、ディスクで指定されてい
る音声言語が選ばれます。

•この設定にかかわらず、再生中に
を押して音声言語を切り替える

ことができます。押すたびに音声言語
が切り替わりますが、初期設定には反
映されません。

メニュー言語
ディスクに収録されているメニュー画面
の表示言語について、優先して表示させた
い言語を設定することができます。
工場出荷時は「日本語」です。

、 、 、 、

、 、 、 、

、 から選びます。

• を選んだときは、「言語コー
ド表」（→P156）より、4桁の言語コー
ドを数字で入力します。

•選んだ言語がディスクに収録されてい
ない場合は、ディスクで指定されてい
る言語が選ばれます。

アシスト字幕
アシスト字幕とは、耳の不自由な方のために
場面の状況を説明する字幕です。ただし、ア
シスト字幕は、ディスクに収録されている場
合のみ表示することができます。
工場出荷時は「非表示」です。

：アシスト字幕を表示する

：アシスト字幕を表示しない

マルチアングル
マルチアングルの場面を再生していると
きに表示される、アングル選択マークの表
示/非表示を設定することができます。
工場出荷時は「非表示」です。

：アングルマークを表示する

：アングルマークを表示しない

•この設定は、複数のカメラで同時に撮影
された映像（マルチアングル）が収録され
ているディスクに対して有効です。

メモ 

非表示

表示

非表示

表示

その他メモ 

その他韓国語

中国語ポルトガル語スペイン語イタリア語

ドイツ語フランス語英語日本語

その他メモ 

その他韓国語

中国語ポルトガル語スペイン語イタリア語

ドイツ語フランス語英語日本語
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テレビアスペクト
接続したテレビのアスベスト（画面の縦横
比）を設定します。工場出荷時は「16：9」
です

：ワイドモニター（16：
9）使用時に選びます。
16：9で収録された画
像が16：9で表示され
ます。

：ノーマルモニター（4：
3）使用時に選びます。
16：9で収録された画
像の横幅を4：3モニ
ターの横幅に合わせて
16：9の比率で表示し
ます。

：ノーマルモニター（4：
3）使用時に選びます。
16：9で収録された画
像の縦幅を4：3モニ
ターの縦幅に合わせて
16：9の比率で表示し
ます（左右にはみ出た映
像は表示されません）。

•通常は に設定してお使いくださ
い。リアモニターにノーマルモニターを接
続した場合でアスペクト比をリアモニ
ターに合わせたい場合のみ設定を変えて
ください。

•パンスキャン指定されていないディスクを
再生したときは、 に設定し
てもレターボックスで再生されます。ディ
スクのパッケージなどで マーク
を確認してください。

•ディスクによっては、テレビアスペク
トの変更ができないものもあります。
詳しくは、ディスクの説明書を参照し
てください。

視聴制限
視聴制限レベルが設定されているディス
クでは、成人向けの内容や暴力シーンな
ど、子供に見せたくない場面にパスワー
ドを設定して視聴制限をかけることがで
きます（パレンタルロック）。

設定レベル：内容

：ディスクを全て再生する

～ ：成人向けディスクの再生を禁
止する（子供向けや一般向け
ディスクを再生する）

：子供向けのディスクのみ再生
する

• を選ぶと、暗証番号入力画
面が表示されますので、希望の暗証番
号を登録してください。以後、視聴制
限されたディスクを再生するときや制
限レベルを変更するときは、登録した
暗証番号の入力が必要になります。

■暗証番号を忘れたときは
暗証番号入力画面で に10回連続で

タッチするか を10回連続で押す

と、暗証番号が解除されます。

オートプレイ
DVDディスクを挿入したときに、メニュー
の若いタイトルから自動的に再生を開始
するかどうかを設定します。
工場出荷時は「OFF」です。

：自動再生する

：自動再生しない

•オートプレイの設定をONにしても、
ご使用されるディスクにより期待通り
の動作ができない場合があります。こ
のような場合は、オートプレイをOFF
にして再生してください。

•オートプレイの設定がONの時はリピー
ト再生は機能しません。

メモ 

OFF

ON

削除

視聴制限メモ 

1

27

8

16 : 9 PS

パンスキャン

16：9メモ 

パンスキャン

レターボックス

16：9
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52 ミュージックサーバーについて

ミュージックサーバーとは
音楽CDやラジオなどの音源を本機の
ハードディスクに録音していろいろな方法
で再生できる機能です。ミュージックサー
バーを楽しむには、まずCDなどから音源を
録音することから始めます。

•ミュージックサーバーには、CD約
200枚分の録音ができます。

録音できるメディアについて
録音方法と録音できるメディアおよび
ソースは次のとおりです。

ナビゲーション本体で録音する場合
●デジタル録音

•CD
●アナログ録音
AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/
ZH900：
•テレビ、VTR、AM/FM、交通情報、
MD（AVIC-ZH990MD/ZH900MDのみ）、
マルチCD
AVIC-XH990/XH900：

•テレビ、VTR
●PCからメモリーカード経由で転送※1

•WMAファイルおよびMP3ファイル
※録音できないソース

•DVDビデオ、ROM（WMA/MP3）、EXT
※録音できないメディア

•CD-Rやメモリーカードに保存されている
WMA/MP3ファイル※1、コンバインドディ
スク、CDなどからデジタル録音した記録
媒体

リビングキットで録音する場合
●アナログ録音

•AUX
●PCから直接HDDへ転送※1

•WMAファイルおよびMP3ファイル
●PCからメモリーカード経由でHDDへ転送※1

•WMAファイルおよびMP3ファイル

•AVIC-H990/H900の場合、組み合わせ
たテレビなどの音声は録音できません。

※1WMA/MP3ファイルを記録した媒体
（CD-Rやメモリーカードなど）から、
ミュージックサーバーに直接録音する
ことはできません。但し、パソコンリン
クソフト「ナビスタジオ」を使用するこ
とにより、パソコンからWMA/MP3
ファイルの音楽データをHDDに直接
転送したり、メモリーカード経由で転
送する事ができます。

•パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」は、
弊社ホームページからダウンロードでき
ます。

•VBR形式のWMAファイルは分秒が
ずれる場合があります。

メモ 

ミュージックサーバーについて

メモ 
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録音についてのご注意
録音する前に必ずお読みください。

•録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前
に録音操作の確認や録音後に録音内容の確認
を行ってください。

•本製品の故障、誤動作または不具合により、
録音されなかった場合の録音内容、および消
失した録音データの補償については、ご容赦
ください。

•お客さまが録音したものは、個人として楽し
むなどのほかは、著作権法上、権利者に無断
で使用できません。

•高効率の圧縮方式を採用しているため、音源
によっては原音と異なって聞こえる場合があ
ります。またノイズが発生する可能性があり
ます。ご容赦ください。

CD録音の制限について
•標準的なCD（44.1kHz、16ビットステレオ
のPCMデジタル音声データ）以外のCDから
は録音できません。

•コピーコントロールCDの録音については保
証していません。

•CDなどをデジタル録音した記録媒体（CD-R
など）から、ミュージックサーバーに録音（コ
ピー）することはできません。また、ミュー
ジックサーバーからメモリーカードにコピー
することもできません。これは、孫コピーを防
止するために開発された連続複製防止システ
ム（SCMS）の働きによるものです。

•録音中は本機の操作に時間がかかることがあ
ります。

•ライブCDなどの曲間が途切れないCDを録音
しているときにエンジンを停止したりブレイ
ンユニットを取り外したりして電源がOFFに
なった場合には、再生時に曲間で音が途切れ
る場合があります。

タイトル表示について
内蔵のGracenote音楽認識サービス
（CDDB）から情報が取得できた場合は、
ソースプレートにタイトルやアーティ
スト名が表示されます。

•タイトル情報に複数の候補があった場
合や、タイトル情報が収録されていな
かった場合は、「No Title」と表示され
ます。その場合は、タイトル情報を取
得しなおすと、正しいタイトルを表示
させることができる場合があります。
→「タイトル情報を取得する」（P83）

•CD再生中画面やCD→MSV録音中画面
に表示されるタイトル情報は、ミュー
ジックサーバーと共通のタイトル情報
を使用しています。ミュージックサー
バーでタイトル情報を編集すると、そ
れぞれの画面のタイトルにも反映され
ます。

•タイトル情報は、そのディスクの曲が
1曲以上ミュージックサーバーに録音
されていないと編集できません。
→「プレイリストを編集する」（P77）

メモ 

ミュージックサーバーに録音する
音楽用CDなどの音楽を、本機のハードディスクに録音することができます。

ご注意



CDを自動的に録音する
録音していないCDを再生すると、自動
的にミュージックサーバー（MSV）へ
の録音が開始されます。

録音モードを にする
※出荷時はオートになっています。
→「録音設定」（P55）

録音したいCDを挿入する
▼

自動的に録音が開始されます。

■CD→MSV（録音中画面）

•録音が完了した曲のトラックタイトル
に色が付きます。現在再生中の曲に
は マークが付きます。

•全ての曲の録音が完了するまで、選曲
操作や特殊再生（ランダム再生など）は
できません。選曲操作が必要な場合
は、 を押して録音を中止してく
ださい。

•全ての曲の録音が終わるとCD再生画
面に切り替わります。

•CDからの録音は4倍速で録音していま
す。録音中に再生している音はミュー
ジックサーバーに録音された音になり
ます。

•CD録音中に他のソースを楽しむことが
できます。他のソースに切り替えても
CDの録音は継続しています。

•地図画面のときは、右上に録音中の
マーク が表示されます。

CDを手動で録音する
CDの中から、好みの曲だけを録音する
ことができます。

録音モードを にする
→「録音設定」（P55）

録音したい曲を再生する

を押す

再生中の曲は始めに戻って録音が始まり
ます。録音が終了すると、CD再生画面に
切り替わります。

CDの1曲目だけを
自動的に録音する
CDの1曲目だけを録音することができ
ます。シングルCDなどを連続して録音
するときに便利なモードです。

録音モードを にする
→「録音設定」（P55）

録音したいCDを挿入する

自動的に録音が開始されます。
1曲目の録音が終了すると、CD再生画面
に切り替わります。

2

シングル1

3

2

マニュアル1

メモ 

2

オート1

54 ミュージックサーバーに録音する

録音表示 録音済み曲数

再生中の曲

録音プログレスバー

「MANUAL」表示

「SINGLE」表示
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CD以外のソースを録音する
CD以外のソースを録音するときは、
アナログ録音となります。

•アナログ録音の場合は、CDの録音と
異なり、録音の開始と終了のタイミン
グは手動となります。

•録音時間（→次項）で設定された時間が
経過すると、録音は自動停止します。

•DVDビデオ、ROM(WMA/MP3)、
EXTソースは録音できません。

録音するソースに切り替える
→「ソースを切り替える」（P20）

を押して録音を開始する

録音が始まります。

•実際に録音が開始されるまで数秒かか
ります。

•アナログ録音の場合、１回の操作で１
つのプレイリストが作成されます。

•「録音の設定」の「無音検出」（→P56）
を「ON」に設定しておくと、無音箇所
を検出すると自動的にトラックを区切
り、以降を新しいトラックとして作成
します。

•無音検出により作成されるトラックは、
最大で99個までです。

を押して録音を停止する

録音設定
CDの録音モード（自動録音、手動録音）
やCD以外のソースの録音時間、無音検
出などの録音設定を行います。

•録音中は設定できません。

AVメニューを表示する（→P59）

－ を
選ぶ

設定する

録音時間
CD以外のソースをアナログ録音する場合
の設定をします。設定された時間になる
と、録音は自動停止します。
工場出荷時は「70分」です。
•AVIC-H990/H900では、録音時間の
設定はありません。

、 、 、 、 、

、 から選択します。320分160分

90分70分50分30分10分

3

録音設定システム設定2

1

メモ 

3

メモ 

2

1

メモ 

つづく➔

録音表示
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録音モード
CDの録音モードを設定します。
工場出荷時は「オート」です。

：CDを再生すると、自動的
に全ての曲を録音します
：録音したい曲を手動で選
び、録音します
：CDの1曲目だけを自動的に
録音します

無音検出
MD、マルチCD、AUXソースのアナログ
録音時に、2秒間の無音箇所が検出された
時点でトラックを区切り、その箇所以降を
新しいトラックとして作成します
工場出荷時は「ON」です。

：無音箇所を検出します

：無音箇所を検出しません

•録音する曲によっては、曲の途中を終
わりと判断したり、曲の終わりの判断
ができない場合があります。

メモ 

OFF

ON

シングル

マニュアル

オート



グループ、プレイリスト、
トラックについて
ミュージックサーバーは、次のように
グループ、プレイリスト、トラックの3つの
階層で構成されています。

グループには以下のようなものがあります。

：録音した曲データそのもの
が格納されているグループ
です。CDを1枚録音すると
1つのプレイリストが作成
されます。

：タイトル情報のアーティス
ト名別に自動分類されたプ
レイリストが格納されてい
るグループです。

：ユーザーが好みに応じて作
成したお好みの曲順プレイ
リストが格納されているグ
ループです。

：ユーザーが好みに応じて作
成したお好みのプレイリス
トが格納されているグルー
プです。

再生する
ミュージックサーバーに録音した曲な
どを再生します。

を押して、ソースをミュー
ジックサーバー（MSV）に切
り替える
前回再生していたプレイリストから再生
されます。

のタブを選び、
再生したいグループを選ぶ

または
のタブを選び、再生した

いプレイリストやトラックを選ぶ

操作ボタンで選ぶ場合：

/ ：プレイリストを順に送る

/ ：トラックを順に送る

リスト
トラックプレイリスト3

グループリスト2

SOURCE1

カスタマイズ
グループ1～5

ユーザー
グループ

アーティスト
グループ

オリジナル
グループ

グループ プレイリスト トラック1
グループ プレイリスト トラック2
グループ プレイリスト トラック3

プレイリスト トラック4
トラック5
トラック6
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ミュージックサーバーの聴きかた
ハードディスクに録音した音楽は、ミュージックサーバーというソースで聴きます。

つづく➔



• / を押し続けると、早戻し/早送
りの動作となります。

•再生中のグループ、プレイリスト、ト
ラックには、項目名の頭に マークが
付きます。

•アナログ録音した曲のプレイリストお
よびトラック名には項目名の頭に
マーク、PCから転送した曲のプレイリ
ストおよびトラック名には マーク
が付きます。PCから転送した曲のプレ
イリストおよびトラックは、デジタル
録音中は再生できません。

• を長く押すと、ソースをOFFに
することができます（→P21）

再生を一時停止する

各リストの再生中の項目を選ぶ
ポップアップメニューが表示されます。

を選ぶ

▼
再生が一時停止します。

をもう一度選ぶと、再生を再
開することができます。

詳細情報を表示する
現在再生中のグループやプレイリス
ト、トラックの詳細情報を表示するこ
とができます（詳細情報）。

各リストの再生中の項目を選ぶ
ポップアップが表示されます。

を選ぶ

▼

詳細情報（タイトル、よみ、アーティスト、
ジャンルなど）が表示されます。

を選ぶと、元の画面に戻ることがで
きます。

• 、 、 、

などを選ぶとそれぞれの編集

画面が表示され、編集することができま

す。→「プレイリストやグループ、ト

ラックを編集する」（P74）
•詳細情報表示画面内に がある
場合は、選ぶことで他の情報も表示す
ることができます。

その他

ジャンル

アーティストよみタイトルメモ 

戻る

詳細情報/編集2

1

ポーズ/再生

ポーズ/再生2

1

SOURCE

58 ミュージックサーバーの聴きかた
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AVメニューを表示する
ミュージックサーバーのAVメニュー
を表示させます。

を押す
AVメニューが表示されます。

ソースメニューについて
ソースメニューの中から機能を選びます。

ソースメニューでの
いろいろな再生操作
ソースメニューから、いろいろな再生
操作をすることができます。

リピート再生
リピートとは繰り返して聴く再生範囲を
指定することです。例えば、リピートをト
ラックリピートにすると再生中のトラッ
クを繰り返し聴くことができます。

を選ぶ

選ぶごとに、リピートの範囲が以下のよう
に切り替わります。
GROUP REPEAT→TRACK REPEAT→
PLAYLIST REPEAT→GROUP REPEAT
に戻る

: 通常の再生状態です。再生中
のグループを繰り返します。

: 再生中のトラックを繰り返
します。

: 再生中のプレイリストを繰
り返します。

•ヒットチャート再生中は、ヒットチャー
トをプレイリストとしたリピート再生
をします。

•リピート再生中にリピートの範囲を越
える操作を行うと、リピート再生が中
止される場合があります。

•TRACKリピート再生中に、ランダム
再生、ダイジェストスキャン再生を行
うと、リピート範囲はPLAYLIST
REPEATに切り替わります。

•通常再生であるGROUP REPEATは、
ソースプレートに表示されません。

メモ 

PLAYLIST
REPEAT

TRACK
REPEAT

GROUP
REPEAT

リピート1

1

いろいろな再生操作のしかた
リピート再生など、AVメニューから行う操作について説明します。



60 いろいろな再生操作のしかた

ランダム再生
選んだリピートの範囲内（→P59）で、
トラックの再生順を変えて再生すること
ができます。

を選ぶ

選ぶごとに、ランダム再生のON/OFFが
切り替わります。

•リピートの範囲がTRACK REPEATの
場合、ランダム再生をONにすると、リ
ピートの範囲はPLAYLIST REPEAT
に自動的に切り替わります。

•ヒットチャート再生中はヒットチャー
トをプレイリストとしたランダム再生
をします。

•ランダム再生中にその他の再生操作（リ
ピート再生、スキャン再生など）やリピー
トの範囲を越える操作（プレイリストの切
り替えなど）を行うと、ランダム再生が中
止される場合があります。

ダイジェストスキャン再生
選んだリピートの範囲（→P59）で、各ト
ラックや各プレイリストの先頭曲のハイ
ライトの部分を約15秒間ずつ聞くことが
できます。

•ハイライト部分は、本機の曲調・ハイ
ライト検出処理機能で検出します。
検出できなかったトラックに関しては、
演奏開始部分約15秒間を再生します。

•VBR方式のファイルに対するダイジェ
ストスキャンは先頭からの再生になり
ます。

を選ぶ

選ぶごとに、ダイジェストスキャンの
ON/OFFが切り替わります。

•聴きたいトラックまたはプレイリスト
が再生されたら、もう一度
を選びます。

•ダイジェストスキャン再生を始めたト
ラックまで戻ると、スキャン再生は解
除されます。

•ヒットチャート再生中はヒットチャー
トをプレイリストとしたダイジェスト
スキャン再生をします。

•ダイジェストスキャン再生中にその他
の再生（リピート再生、ランダム再生な
ど）やリピートの範囲を越える操作（プ
レイリストの切り替えなど）を行うと、
ダイジェストスキャン再生が中止され
る場合があります。

ダイジェスト

メモ 

ダイジェスト1

メモ 

メモ 

ランダム1



ヒットチャートについて
ヒットチャートプレイとは、お客様が
録音した曲をヒットチャート順に再生
する機能です。また、画面でチャート
情報を見ることもできます。
チャート情報は、本機のハードディス
クまたはインターネットから取得する
ことができます。

サービス終了のお知らせ

•ヒットチャートプレイの通信サービスは、
2009年6月30日をもって終了しました。
最新のヒットチャート情報をインターネッ
トから取得することはできません。

ヒットチャートプレイ

：過去10年間までの最大100位
までの年間チャート、タイアップ
（テレビ、CMなど）別チャート

：3ヶ月前までの発売日順のリスト
（100曲まで）

ヒットチャート表示

：3週間前までの30位

：3ヶ月前までの50位

•ヒットチャートはオリコンヒットチャートを
もとに作成されています。

•インターネットから取得したヒットチャ－ト
情報（年間チャート10年分、最近のヒット
曲3ヶ月分、月間チャート3ヶ月分、週間チ
ャート3週間分）はハ－ドディスク内に保
存され、古い情報は削除されます。

•インターネットから取得できるのは、
チャート情報のみで、曲そのもののダ
ウンロードはできません。

•ヒットチャートプレイは、タイトル情報取得
で自動的にリンクされた曲のみ有効で
す。しかし、自動的にリンクされなかっ
た場合は、自分でリンクを付けることが
できます。→「リンクを付ける」（P65）

•タイトルがついていない曲はヒットチャー
トプレイできません。

最新月間
チャート

最新週間
チャート

最近の
ヒット曲

年別の
ヒット曲

メモ 
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ヒットチャートプレイ

ヒットチャートプレイ



ヒットチャート順に再生する
（ヒットチャートプレイ）
選んだヒットチャート順にしたがって
ミュージックサーバー内の曲が再生さ
れます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

•ヒットチャート再生を解除（通常再生）
するには、ソースメニューの
を選びます（→P59）。

マークのついている項目を
選ぶ

•チャート内に録音済み（再生可能）の曲
がある場合のみ マークが表示され
ます。

マークのついているチャー
トを選ぶ

•走行中は、選んだヒットチャートで再
生が始まり、通常操作画面が表示され
ます。

を選び、
を選ぶ

▼
選んだチャートをカウントダウンしなが
ら再生します。

• マークが表示されている曲を選び、

を選ぶと、選んだ曲か

らチャートをカウントダウンしながら再

生していきます。
•リスト中の曲を選び、
または を選ぶと、選んだ
曲の情報を表示させることができます。

ディスク情報

チャート情報

この曲から再生

メモ 

このチャートを再生＞5

メモ 

4

メモ 

3

通常再生

メモ 

ヒットチャートプレイ2

1

62 ヒットチャートプレイ
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ヒットチャートの
通常操作画面について
ヒットチャートの通常操作画面は、チャート
種別、順位（「最近のヒット曲」、タイアップ
チャートは除く）、トラックタイトル、アー
ティスト名、チャート再生順を表示します。

再生できる曲がある場合は、 が表示さ
れます。通常のミュージックサーバー同様
リストから選曲できます。

操作ボタンで選ぶ場合：

/ ：次の年/前の年のヒットチャー

トを選ぶ

/ ：リスト内で前の曲/次の曲を

選ぶ

•自動でリンク付けされたタイトルには

［ マーク］、マニュアルでリンク付け

したタイトルには［ マーク］が表示

されます。

カウントダウンとカウントアップ
を切り替える
ヒットチャートプレイ中に、チャートに
沿ったカウントダウン（下位から上位へ）、
カウントアップ（上位から下位へ）を切り
替えることができます。

ヒットチャート再生中に
AVメニューを表示する（→P59）

または
を選ぶ

ヒットチャートプレイを
中止して通常再生に戻す
ヒットチャートプレイを止めて通常の
ミュージックサーバーに戻します。

ヒットチャート再生中に
AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

▼
通常再生に戻ります。

通常再生2

1

カウントダウン
カウントアップ2

1

メモ 



チャート情報を更新する
ヒットチャートの情報を更新します。
最近発売されたCDなどをヒットチャート
プレイで再生するには、チャート情報を
更新してください。

•ヒットチャートプレイの通信サービス
は、2009年6月30日をもって終了し
ました。最新のヒットチャート情報を
インターネットから取得することはで
きません。

ヒットチャートのトラックリス
トを表示する（→P63）

を選ぶ

を選ぶ

▼

通信が開始されます。
▼

ダウンロードが完了すると、最新チャート
が表示されます。

最新のヒットチャートを見る
インターネットから最新の週間、月間
ヒットチャートをダウンロードして見
ることができます。

•ヒットチャートプレイの通信サービス
は、2009年6月30日をもって終了し
ました。最新のヒットチャート情報を
インターネットから取得することはで
きません。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

または
を選ぶ

を選ぶ

通信が開始されます。
▼

ダウンロードが完了すると、最新チャート
が表示されます。

はい5

月間チャートを見る
週間チャートを見る4

最新チャートを見る3

ヒットチャートプレイ2

1

メモ 

チャート情報を更新3

＞2

1

メモ 

64 ヒットチャートプレイ
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見たい週や月を選ぶ

▼
チャートが表示されます。

リンクを付ける
ヒットチャートリンク情報はタイトル情
報と一緒にダウンロードされますが、
発売直後のCDなどは、リンク情報が更
新されていない場合があります。その
ような場合は、タイトル情報とのリンク
をマニュアルで行います。

リンク付けしたい曲をリスト表
示する

曲名を選ぶ

を選ぶ

を選ぶ

•リンク設定後に を選ぶと、
リンクを解除できます。

リンクする曲のプレイリストを
選ぶ

リンクする曲を選ぶ　

リンク付けが完了すると、手順 の画面

に戻ります。 を選ぶか を押す

とリンク付けを終了ます。

•１つのトラックに対して最大5件まで
のチャートをリンクさせることができ
ます。

•この操作でリンク付けしたトラックが
優先して再生されます。

メモ 

終了

4

6

5

リンク消去メモ 

リンク先選択4

マニュアルリンク3

2

1

6



66 フィーリングプレイ

フィーリングプレイとは
録音時に抽出した曲の特徴（明るい、
ノリがいい、静かな、かなしい、癒さ
れる）から、周りの環境（走行状態・
天気・時間）に合った曲を本機が自動
的に選曲したり、お客様が曲の特徴を
選び、それに合った選曲で再生するこ
とができる機能です。また、最後まで
聴いた曲を学習して、よりお客様好み
の選曲をするよう成長していきます。
なお、以下の場合はフィーリングプレ
イの選曲対象外となります。

•音楽でないもの
•1分以下の楽曲
•アナログ録音（→P69）されたもの
•パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」
で、曲調検出をOFFにして転送した
WMA/MP3ファイル

•フィーリングプレイ機能は、ポップスや
ロックなどの音楽に調節されています。

•フィーリングプレイで再生したくない場合
は、対象外設定を行うことができます。
（→P69）
•フィーリングプレイを解除（通常再生）
するには、ソースメニューの
を選びます。（→P59）

•表示されるトラックリストは、これま
での学習内容（曲を最後まで聴く
/UNFIT）を考慮した上で、曲調にマッ
チする曲をランダムに並べたものです。

•オートモード時の「天気」は、ウェザーラ
イブ（→『ナビゲーションブック』）によ
る天候情報が取得されているときに考
慮されます。

•再生中の曲調に応じて背景が変化します。

プレイモード選択画面を
表示する

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

▼

プレイモード選択画面が表示されます。

•フィーリングプレイの再生では、リ
ピート再生やダイジェストスキャン再
生を行うことはできません。

メモ 

フィーリングプレイ2

1

通常再生

メモ 

フィーリングプレイ
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オートモードで再生する　
走行状態や天気、現在の時間を考慮し
て、現在のシチュエーションに合った
曲を自動的に選曲し再生します。
→「オートモード設定」（P70）

プレイモード選択画面を表示
する（→P66）

を選ぶ

▼

オートモードの操作画面が表示されます。

•現在のシチュエーションに該当する曲
がない場合は、フィーリングプレイ対
象の曲をランダムに再生します。

•再生される曲はマニュアルモードにお
ける学習を反映したものです。

オートモードの操作画面に
ついて
オートモードの操作画面には、走行状態
や天気、時間などで選曲された曲のリス
トが表示されます。

現在再生中の曲には マークが表示され
ます。

マニュアルモードで
再生する
フィーリング（明るい、ノリがいい…）か
らお好みの曲調を選ぶと、それに合った
曲を自動的に選曲し再生します。
マニュアルモードでの再生操作は、基
本的にミュージックサーバーと同様で
す（→P57）。選べるプレイリストが
フィーリングリストになります。

プレイモード選択画面を表示
する（→P66）

聴きたい曲調を選ぶ

▼

選んだ曲調の曲が再生され、マニュアル
モード操作画面が表示されます。

•選んだ曲調に該当する曲がないときは、
メッセージが表示されます。

•AVメニューから「ランダム」を選ぶと、
再生順を曲調にマッチする曲順に切り
替えることができます。

メモ 

2

1

メモ 

オートモード2

1



68 フィーリングプレイ

マニュアルモードの
操作画面について
フィーリングプレイの再生画面は、フィー
リングリストとトラックリストの表示が
あります。

■フィーリングリスト

リストには本機で選択できるジャンル
（曲調）の名前が表示されます。
現在再生中の曲調には が表示されます。
表示されている曲調を選択すると、その
曲調にマッチした曲が選択されます。

■トラックリスト

選曲した曲の情報（タイトル、アーティ
スト名）がリストで表示されます。
現在再生中のトラックには が表示され
ます。
選曲した曲の曲調との一致度合いが右側
のバーに表示されます。
トラックリストから選曲した場合は、そ
の曲からリスト順に再生されます。

通常のミュージックサーバー同様リスト
から選曲できます。

操作ボタンで選ぶ場合：

/ ：リスト内で前の曲/次の曲を

選ぶ

再生曲が選択した曲調と
合わないとき
再生している曲が選択した曲調と合わな
いときは、次の操作をすることにより本
機に学習させることができます。

トラックリストを表示し再生中
のトラックを選ぶ

を選ぶ

▼
再生している曲が選択した曲調と合わな
いと判断し、次回以降のトラックリスト作
成に反映します。
再生は次のトラックに切り替わります。

通常のミュージックサー
バー再生に戻る
フィーリングプレイを止めて通常の
ミュージックサーバーに戻るには、以
下のように操作します。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ
▼

通常再生に戻ります。

通常再生2

1

UNFIT2

1
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フィーリングプレイの設定
フィーリングプレイで再生したくない
プレイリストがある場合、そのプレイ
リストをフィーリングプレイの対象外
として設定することができます。また、
オートモードの周りの環境に対する曲
調を変更したり、学習値をクリアする
こともできます。

フィーリングプレイ設定画面
を表示する

プレイモード選択画面を表示
する（→P66）

を選ぶ

▼

フィーリングプレイ設定画面が表示されます。

フィーリングプレイ対象外設定
プレイリストをフィーリングプレイ対象から外
すことができます。

を選ぶ

リストからプレイリストを選ぶ

▼
選ばれたプレイリストには （禁止
マーク）が付き、フィーリングプレイでは
再生できなくなります。

•もう一度 （禁止マーク）の付いたプ
レイリストを選ぶと、設定した対象外設
定は解除されます（ 禁止マークが消
えます）。

•アナログ録音されたプレイリストは選
ぶことはできません。

•対象外の設定は、次にフィーリングプレ
イで再生するときから有効となります。

メモ 

2

フィーリングプレイ対象外設定1

設定2

1



70 フィーリングプレイ

オートモード設定

を選ぶ

を選ぶ

変更したい項目を選ぶ

変更する曲調を選ぶ

•「走行状態」・「天気」・「時間」に適し
た曲調を設定できます。

•手順 で を選ぶと、設定した
曲調を工場出荷時の状態に戻すことが
できます。工場出荷時の状態は以下の
とおりです。

走行状態 ハイウェイ ：ノリがいい曲
一般道路 ：明るい曲
渋滞 ：癒される曲

天気 晴れ ：ノリがいい曲
曇り ：明るい曲
雨 ：静かな曲
雪 ：かなしい曲

時間 早朝 ：癒される曲
朝 ：明るい曲
昼 ：ノリがいい曲
夜 ：静かな曲
深夜 ：かなしい曲

学習クリア
本機がマニュアルモード（→P67）によ
り学習してきた学習値をクリアします。

を選ぶ

を選ぶか を押す

▼
学習値をクリアします。

はい2

学習クリア1

初期化2

メモ 

4

3

設定2

オートモード設定1



ユーザーグループに
プレイリストを作成する
ミュージックサーバーの曲を選んでプ
レイリストを作成しておくと、いつで
も呼び出して指定した順番で曲を再生
することができます。作成したプレイ
リストはユーザーグループに保存され
ます。

•プレイリストは99個まで作成できます。
•1つのプレイリストには、99曲（トラッ
ク）まで登録できます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

を選ぶ

を選ぶ

タイトルを入力し、 を
を選ぶ

トラックを探す方法を選ぶ

• 以外を選んだ場合は、
プレイリストやジャンルを順に選びます。

最近録音した曲メモ 

7

入力終了6

新規ユーザープレイリスト作成5

ユーザーグループ4

グループの編集3

編集2

1

メモ 

71プレイリストやグループを作成する

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
デ
ィ
ス
ク

Ｄ
Ｖ
Ｄ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン

機
器

Ａ
Ｖ
設
定

そ
の
他
の
機
能

付

録

シ
ス
テ
ム
設
定

プレイリストやグループを作成する
プレイリストやグループを作成しておくと、いつでも呼び出して指定した順番で再生
することができます。

つづく➔



72 プレイリストやグループを作成する

登録したいトラックを選ぶ

他のリストからもトラックを選びたい場
合は、 を選んで手順 に戻り、
他のリストからトラックを選びます。

• を選んでサブメニューを表示する

と、 が表示され全ての曲を選択

することができます。ただしリストに

100曲以上ある場合は、選択できませ

ん。選択を解除するには、 また

は解除したい曲を選びます。

ー を選ぶ

▼
ユーザープレイリストが作成され、ユー
ザーグループに登録されます。

カスタマイズグループに
プレイリストを作成する
ミュージックサーバー内のプレイリス
トを選んでグループを作成しておくと、
いつでも呼び出して指定した順番でプ
レイリストを再生することができます。
作成したグループには好きな名前が付
けられます。

•グループは5個まで作成できます。
•1つのグループには、99個のプレイリ
ストまで登録できます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

の
いずれかを選ぶ

•カスタマイズグループ名（カスタマイ
ズグループ1～5）は、他の名称に変更
することができます。→「グループを
編集する」（P74）

メモ 

カスタマイズグループ1～54

グループの編集3

編集2

1

メモ 

はい終了9

全解除

全選択

＞メモ 

7戻る

8
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を選ぶ

プレイリストを探すグループを選ぶ

登録したいプレイリストを選ぶ

他のグループからもプレイリストを選び
たい場合は、 を選んで手順 まで戻
り、他のグループからプレイリストを選び
ます。

• を選んでサブメニューを表示する
と、 が表示され全てのプレイリ
ストを選択することができます。ただ
しリストにプレイリストが100以上あ
る場合は、選択できません。選択を解除
するには、 または解除したい曲
を選びます。

ー を選ぶ

▼
選んだプレイリストが追加されます。

はい終了8

全解除

全選択

＞メモ 

5戻る

7

6

プレイリストの追加5



74 プレイリストやグループ、トラックを編集する

グループを編集する
グループ内のプレイリストの消去や再
生順の変更などを行います。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

編集するグループを選ぶ
（→P72）

編集したい内容を選ぶ

：
グループの詳細情報の表示と名称やよみ
の編集ができます（→P75）

：
ユーザーグループにユーザープレイリス
トを新規作成します（→P71）

：
カスタマイズグループに、プレイリスト
を追加します（→P72）

：
プレイリストを消去します（→P75）

：
プレイリストの再生順を変更します
（→P76）

：
カスタマイズグループのグループを初期
化します（→P76）

•選択したグループによって表示される
内容は異なります。

メモ 

グループの初期化

プレイリストの再生順変更

プレイリストの消去

プレイリストの追加

新規ユーザープレイリスト作成

詳細情報/編集

5

4

グループの編集3

編集2

1

プレイリストやグループ、トラックを編集する
ミュージックサーバーに録音した曲やユーザーが作成したグループやプレイリストの
編集や削除をすることができます。
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グループの詳細情報を表示
する
グループの詳細情報を表示します。
カスタマイズグループを選んだときは、
名称とよみの変更ができます。

P74手順 で を
選ぶ

詳細情報を確認する

：
グループ内のプレイリストの編集ができ
ます。（→P77）

•カスタマイズグループを選んだとき
は、 または を選ぶとそれぞ
れの内容を編集することができます。
「よみ」は音声操作で再生するグループ
を呼び出すときに使われます。

グループ内のプレイリスト
を消去する
オリジナル、ユーザー、カスタマイズの各
グループに登録されているプレイリスト
を消去します。
消去するプレイリストの種類により、消去
されるデータが異なります。

：ユーザーが録音した曲
データがプレイリストご
と消去されます。

：ユーザーが作成した曲順
データがプレイリストご
と消去されます。

：ユーザーが作成したプレ
イリスト順データがプレ
イリストごと消去され
ます。

P74手順 で
を選ぶ

消去するプレイリストを選び、
を選ぶ

•オリジナルグループのプレイリストを
消去すると、録音した曲そのものが消
去されますのでご注意ください。また、
消去したトラックおよびプレイリスト
がユーザーグループおよびカスタマイ
ズグループ内で登録されていた場合は、
そのトラックおよびプレイリストも同
時に消去されます。

メモ 

はい
2

プレイリストの消去
51

カスタマイズ
グループの
プレイリスト

ユーザー
グループの
プレイリスト

オリジナル
グループの
プレイリスト

よみ名称

メモ 

グループ内プレイリスト編集

2

詳細情報/編集51



76 プレイリストやグループ、トラックを編集する

グループ内のプレイリスト
の再生順を変更する
オリジナル、ユーザー、カスタマイズの各
グループに登録されているプレイリスト
の再生順を変更します。

•アーティストグループは再生順を変更
できません。

P74手順 で
を選ぶ

順番を変更したいプレイリスト
を選ぶ

移動先（ ）を選ぶ

編集を終了する場合は を
選ぶ

• を選ぶと引き続き他のプレイリス
トの情報を編集することができます。

カスタマイスグループを
初期化する
お好みで作成したカスタマイズグループ
は、初期化して全てのプレイリストを消去
できます。

•カスタマイズグループ以外は初期化で
きません。

P74手順 で
を選ぶ

初期化するカスタマイズグルー
プを選び、 を選ぶはい

2

グループ初期化51

メモ 

戻るメモ 

終了4

3

2

プレイリストの再生順変更
51

メモ 
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プレイリストを編集する
各グループに登録されているプレイリ
ストの情報を編集します。また、プレイ
リストの再生順を変更したり、トラッ
クの追加・消去を行うことができ
ます。

•カスタマイズグループ内のプレイリス
トは編集できません。他のグループを
選んでプレイリストを変更した場合、
その変更内容が反映されます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

編集したいプレイリストが登録
されているグループを選ぶ

編集するプレイリストを選ぶ

編集する内容を選ぶ

：
ユーザーグループの詳細情報を表示した
り、タイトルなどの編集ができます
（→P78）

：
ユーザーグループにトラックを追加し
ます（→P80）

：
オリジナルグループとユーザーグループ
のトラックを消去します（→P80）

：
ユーザーグループのトラックの再生順を
変更します（→P81）

•選択したグループによって表示される
内容は異なります。

メモ 

トラックの再生順変更

トラックの消去

トラックの追加

詳細情報/編集

6

5

4

プレイリストの編集3

編集2

1

メモ 



78 プレイリストやグループ、トラックを編集する

プレイリストの詳細情報を
表示する
プレイリストの詳細情報を表示します。
この画面からよみなどの編集をすること
ができます。

P77手順 で
を選ぶ

▼
プレイリスト詳細情報画面が表示されます。

、 ：
プレイリストのタイトルやよみを変更で
きます（→次項）

：
プレイリストのアーティスト名を変更で
きます（→次々項）

：
プレイリストのジャンル変更ができます
（→P79）

：
オリジナルプレイリストのトラック情報
を編集できます（→P82）

：
プレイリストを消去できます（→P75）

：
プレイリストの背景画像を設定でき
ます（→P79）

：
オリジナルプレイリストの「録音時間」、
「録音日」、「曲数」、「発売年」が表示さ
れます

•各項目の編集後は、プレイリスト詳細
画面に戻ります。終了するときは、

を選びます。

プレイリストのタイトルや
よみを変更する
プレイリストのタイトルとよみを変更し
ます。タイトルは表示用に、よみは音声操
作に使用します。ここで変更したタイト
ルはCDやミュージックサーバーの再生画
面に表示されます。

•アーティストグループのプレイリスト
は、「よみ」のみ変更できます。

プレイリスト詳細情報画面で
または を選ぶ

（→前項）

文字を入力して を選ぶ
▼

プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

プレイリストのアーティス
ト名を変更する
オリジナルグループまたはユーザーグ
ループ内のプレイリストのアーティスト
名を変更します。

プレイリスト詳細情報画面で
を選ぶ（→前々項）

を選ぶ

• を選ぶと文字入力画面にな

り、文字が入力できます。
• を選ぶとアーティスト選択画面
が表示され、消去するアーティストを
選択できます。他のプレイリストにも
登録されているアーティストは消去で
きません。

消去

マニュアルメモ 

リスト選択2

アーティスト
1

入力終了2

よみタイトル
1

メモ 

終了

メモ 

その他

画像

消去

プレイリスト内トラック編集

ジヤンル

アーティスト

よみタイトル

詳細情報/編集61
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プレイリストやグループ、トラックを編集する

変更するアーティストを選ぶ

編集方法を選ぶ（オリジナルプ
レイリスト選択時のみ）

：
プレイリストに表示されるアーティスト名
のみを変更します

：
プレイリストとプレイリスト内の全トラック
で表示されるアーティスト名を変更します

▼
プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

プレイリストのジャンルを
変更する

プレイリスト詳細情報画面（→
P78）で を選ぶ

ジャンルを選ぶ

▼
プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

プレイリストに画像を設定
する
ミュージックサーバー再生時に、オーディ
オ画面の背景に画像を表示させることが
できます（プレイリスト画像リンク）。デジ
タルカメラなどで撮影した画像を使用す
ることもできます。

•デジタルカメラなどで撮影した画像を使
用するには、画像が保存されているCF型
メモリーカードをナビゲーション本体に
セットしてください。

•設定できる画像の形式は、デジタルカ
メラで対応している一般的なJPEG形
式のみです。プログレッシブJPEG形
式の画像は使用できません。

•ファイル名が長いと画像リストにファイ
ル名が表示されない場合があります。

•画像リストに表示される画像は、最大
200枚です（ハードディスク内の画像
ファイル含む）。表示されないときは、
メモリーカード内の画像ファイルを削
除してください。

•メモリーカード内のフォルダ（ディレク
トリ）は8階層（ルートディレクトリを含
む）まで認識できます。

メモリーカードをセットする
（→『スタートブック』）

プレイリスト詳細情報画面（→
P78）で を選ぶ

リストから好みの画像を選ぶ

▼
プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

3

画像
2

1

メモ 

2

ジャンル
1

プレイリスト/プレイリスト内トラック全て

プレイリストのみ

4

3



80

ユーザープレイリストに
トラックを追加する
ユーザープレイリストには、トラックを追
加することができます。

•オリジナルグループ、アーティストグ
ループのプレイリストには追加できま
せん。

P77手順 で
を選ぶ

以降は、「ユーザーグループにプレイリス
トを作成する」（P71）の手順 以降と同
様です。

プレイリストからトラックを
消去する
オリジナルグループ、ユーザーグループの
プレイリスト内のトラックを消去します。
消去するプレイリストの種類により、消去
されるデータが異なります。

：ユーザーが録音した曲
データが消去されます

：ユーザーが作成した曲順
データが消去されます

•オリジナルプレイリストのトラックを
消去すると、録音した曲そのものが消
去されますのでご注意ください。また、
消去したトラックがユーザーグループ
およびカスタマイズグループ内で登録
されていた場合は、そのトラックも同
時に消去されます。

•アーティストグループ、カスタマイズ
グループからプレイリスト内のトラッ
クは消去できません。

P77手順 で
を選ぶ

消去したいトラックを選ぶ

• を選んでサブメニューを表示する

と、 が表示され全ての曲を選択

することができます。選択を解除する

には、 または解除したい曲を選

びます。

ー を選ぶはい終了3

全解除

全選択

＞メモ 

2

トラックの消去61

メモ 

ユーザー
グループの
トラック

オリジナル
グループの
トラック

7

トラックの追加61

メモ 

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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プレイリストやグループ、トラックを編集する

ユーザープレイリストの
トラック再生順を変更する
ユーザープレイリスト内のトラックの再
生順を変更します。

•オリジナルプレイリスト、アーティス
トプレイリストは、再生順を変更する
ことはできません。

P77手順 で
を選ぶ

順番を変更したいトラックを
選ぶ

移動先（ ）を選ぶ

編集を終了する場合は を
選ぶ

終了4

3

2

トラックの再生順変更
61

メモ 
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オリジナルプレイリストの
トラック情報を編集する
オリジナルプレイリストのトラックの
詳細情報を編集します。オリジナルプ
レイリストのトラックの内容を編集す
ると、ユーザープレイリストのトラッ
クの内容も変更されます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

編集したいトラックが登録され
ているプレイリストを選ぶ

編集するトラックを選ぶ

•プレイリスト詳細情報画面（→P78）か
ら を選ん
で、この画面を表示することもでき
ます。

編集したい項目を選ぶ
各項目の編集操作は、「プレイリストを編
集する」（P77）とほぼ同様ですので、参照
してください。

、 ：
トラックのタイトルやよみを変更でき
ます（→P78）

：
トラックのアーティスト名を変更でき
ます（→P78）

：
トラックのジャンル変更ができます（→
P79）

：
タイトル情報を取得できます（→P83）

：
編集中のトラックを消去できます

：
トラックの「録音時間」、「録音日」、「音楽
ソース」、「録音ビットレート」、「コンテン
ツID」が表示されます

その他

消去

プレイリスト情報取得

ジヤンル

アーティスト

よみタイトル

6

プレイリスト内トラック編集

メモ 

5

4

トラックの編集3

編集2

1

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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タイトル情報を取得する

タイトル情報を取得する
ハードディスク内のGracenote音楽認識サービス（CDDB）にタイトル情報が見つからなかっ
たときは、インターネットやテキストファイルからタイトル情報を取得することができます。

タイトル情報について
取得したタイトル情報は、CDやミュー
ジックサーバーの再生画面などに表示
されます。

取得できる情報
CDまたは曲によっては取得できない情報
もあります。
• アルバムタイトル
• アルバムタイトルのよみ
• アルバムのアーティスト
• アルバムのジャンル
• アルバムの発売年
• トラックタイトル
• トラックタイトルのよみ
• トラックのアーティスト
• トラックのジャンル

•タイトル情報は、まずハードディスク
から探し、見つからないときは自動的
に通信で探します。

•インターネットから取得したタイトル情報
はハードディスクに保存されます。

•通信で探すには、本機またはリビング
キットに通信機器が接続されており、
インターネットに接続可能な状態であ
る必要があります。（→『ナビゲーショ
ンブック』）

NO TITLE 表示について
CDやミュージックサーバーの再生画面に
「NO TITLE」と表示されたときは、次の
ことが考えられます。
• タイトル情報が見つからなかった
• タイトル情報が複数候補あった
タイトル情報が複数候補あった場合は、
タイトル情報の取得を行うと、複数のタ
イトルの中から選択することができます。

タイトル情報を取得する
タイトル情報の取得は、まず本機の
Gracenote音楽認識サービス（CDDB）
から検索され、該当する情報が無かっ
た場合は、自動的にインターネットの
Gracenote音楽認識サービス（CDDB）
に検索しに行きます。また、メモリー
カードからタイトル情報を取得するこ
ともできます（マイデータベース）。

•通信で探すには、本機またはリビング
キットに通信機器が接続されており、
インターネットに接続可能な状態であ
る必要があります。（→『ナビゲーショ
ンブック』）

•プレイリスト詳細情報画面（→P78）やト
ラック詳細情報画面（→P8 2）の

を選んで情報を
取得することもできます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶタイトル情報取得3

編集2

1

プレイリスト情報取得

メモ 

メモ 

つづく➔



84 タイトル情報を取得する

情報を取得するプレイリストを
選ぶ

自動的に情報の検索が開始されます。
▼

•タイトル情報は、まず本機内蔵のハード
ディスク内から探し、見つからなかった
場合は自動的に通信で探しにいきます。

•タイトルが取得できた場合は、取得情
報表示画面が表示されます。

タイトルを選ぶ

•ハードディスクからの取得情報表示画面
でリスト内にタイトル情報が見当たらな
い場合は、 を選んでサブメニューか
ら を選ぶと、通信でタイト
ル情報を取得することができます。

•メモリーカード内にマイデータベース
（→次項）がある場合は、タイトル候補の
選択画面から曲数が一致しているタイト
ルを選ぶことができます。テキストファ
イルのタイトルは頭に が付きます。

•タイトル候補は、メモリーカード内の
マイデータベースのタイトルを含め、
最大105タイトルを表示できます。

を選ぶ

•通信で情報を取得した場合、通信の状態
および検索サーバの状況によっては情
報の取得に失敗することがあります。

マイデータベースの作成
タイトル情報が見つからなかった場合、
お客様がパソコンで作成したタイトル情
報（マイデータベース）をメモリーカー
ド経由で取り込んで使用することができ
ます。作成するファイル形式は、テキス
ト方式です。

•パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」
を使うと、テキストエディターを使わ
ずに簡単にマイデータベースを作成す
ることができます。

■CDタイトル情報
テキストエディターを使用する場合は、
以下の形式でテキストを入力します。
＃PLAYLIST［TAB］曲数［TAB］タイ
トル［TAB］タイトルよみ［TAB］アー
ティスト［TAB］ジャンルコード［TAB］
発売年［TAB］アーティストよみ［改行］

項目 入力形式

曲数 1～99

タイトル 半角で32文字、全角で
16文字まで

タイトルよみ 全角ひらがなで32文字まで

アーティスト 半角で32文字、全角で
16文字まで

メモ 

メモ 

終了6

通信で取得

＞

メモ 

5

メモ 

4
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タイトル情報を取得する

ジャンルコード1：その他、2：J-POP、3：
ロック/ポップス、4：ジャズ、
5：クラシック、6：ヒップ
ホップ/ラップ、7：ブラック
/ソウル、8：クラブ/ダンス、
9：ブルース、10：レゲエ、
11：テクノ、12：フュージ
ョン、13：サウンドトラッ
ク、14：ワールド、15：演
歌/民謡

発売年 西暦年の4桁（2005年
の場合、「2005」）、また
は「0」（なし、または不
明の場合）

アーティストよみ 全角ひらがなで32文字まで

•「#PLAYLIST」は必ず半角で入力してく
ださい。

•数値は半角で入力してください。
•［TAB］では［TAB］キーを、［改行］
では［ENTER］または［RETURN］
キーを押してください。

•タイトル候補の選択画面にタイトル以
外を表示させたい場合は、「アーティス
トよみ」と［改行］の間に［TAB］と
テキスト（半角で32文字、全角で16
文字まで）を入力してください。

•曲数は未録音を含めた総曲数を入力し
ないと、タイトル候補の選択画面に表
示されません。

•半角スペースを入力すると、その項目
は削除されます。（タイトルは削除でき
ません。）

■CDトラック情報
タイトル情報に続けてトラック情報を以
下の形式で入力します。
#TRACK［TAB］トラック番号［TAB］
タイトル［TAB］タイトルよみ［TAB］
アーティスト［TAB］ジャンルコード
［改行］

項目 入力形式

トラック番号 1～99

タイトル 半角で32文字、全角
で16文字まで

タイトルよみ 全角ひらがなで32文
字まで

アーティスト 半角で32文字、全角
で16文字まで

ジャンルコード 1：その他、2：J-POP、
3：ロック/ポップス、
4：ジャズ、5：クラシッ
ク、6：ヒップホップ/ラ
ップ、7：ブラック/ソウ
ル、8：クラブ/ダンス、
9：ブルース、10：レゲ
エ、11：テクノ、12：
フュージョン、13：サウ
ンドトラック、14：ワー
ルド、15：演歌/民謡

•「#TRACK」は必ず半角で入力してく
ださい。

•［TAB］では［TAB］キーを、［改行］
では［ENTER］または［RETURN］
キーを押してください。

•入力されていないトラック、項目があ
るときは、そのトラック、項目は更新
されません。

•半角スペースを入力すると、その項目は削
除されます。（タイトルは削除できません。）

■テキストファイルを保存する
入力したテキストを、ファイル名：
MyDB.txt （全て半角）でメモリーカー
ドの一番上の階層に保存します。

■テキストファイルをタイトルにする
テキストファイルの保存されているメモ
リーカードをナビゲーション本体にセッ
トし、タイトル情報の取得（→P83）を
行います。タイトル候補の選択画面から
曲数が一致しているタイトルを選ぶこと
ができます。（テキストファイルのタイト
ルの頭に が付きます。）

メモ 

メモ 



86 メモリーカードから曲を読み込む

メモリーカードから曲を読み込む
パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」を使用すると、パソコンからメモリーカードを
経由して音楽データ読み込むことができます。

メモリーカードから
曲を読み込む
パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」
を使用してパソコンからメモリーカード
に 保 存 し た 音 楽 デ ー タ を
ミュージックサーバーに読み込みます。
読み込まれた音楽データは、オリジナル
グループのプレイリストとして保存され
ます。

•パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」
は、弊社ホームページからダウンロー
ドできます。

AVメニューを表示する（→P59）

を選ぶ

を選ぶ

を選ぶ

▼
読み込み状況を示すバーが表示され
ます。

•読み込み中は、エンジンを切ったり、
かけたりしないでください。

•読み込みが途中で中止された場合、す
でに読み込みを完了したファイルのみ
がプレイリストとして保存されます。

メモ 

読み込み開始4

メモリーカード楽曲読み込み3

編集2

1

メモ 
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マルチCDプレーヤーの操作のしかた
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

再生する
マルチCDプレーヤーでCDを再生する
には、次のようにします。

または を押して、
ソースをマルチCD（M-CD）に
切り替える

ソースプレートとディスクリストが表示
され、再生が開始されます。

•マルチCDにマガジンが入っていないと
きや再生中にマガジンを取り出したと
きは、OELディスプレイに「NO
MAGAZINE」と表示されます。また
マルチCDが準備動作（CDの有無の確
認やCD情報の読み込みなど）をしてい
るときに、ソースをマルチCDに切り替
えると「READY」と表示されます。

•50連奏マルチCDをお使いの場合、50
連奏マルチCD特有の機能を操作するこ
とはできません。本機で操作できるの
は、本書に記載されている機能のみで
す。また、手順2のディスクリストは
表示されません。ディスクの選択は、
本体またはリモコンで操作します。

• を長く押すと、ソースをOFFに
することができます。（→P21）

聴きたいディスクまたはトラッ
クを選ぶ

•タッチ操作では、トラックの選択はで
きません。

■本体またはリモコンでの操作

/ ： ディスクの選択

/ ： トラックの選択

• / を押し続けると、早戻し/早送
りの動作となります。

メモ 

メモ 

2

SOURCE

メモ 

DVD/CDSOURCE1
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再生画面について
「CD TEXT」に対応しているマルチCD
（「CDX-P670」など）で「CD TEXT」再生
中にソースプレートにタイトルやアーティスト
名、再生時間が表示されます。

CD TEXTについて
CD TEXTとは
CDのタイトルやアーティスト名などの文
字情報が収録されているCDです。ディス
クタイトル面に下記のマークの付いてい
るCDは「CD TEXT」ディスクです。（下記
マークの付いていない「CD TEXT」ディ
スクもあります。）

•タイトルやアーティスト名は、半角、
全角の混在はできません。

•表示可能文字数は画面の状態（1画面、
ピクチャーサイドピクチャー）により
異なります。

•「CD TEXT」が収録されていない場合
は、ソースプレートに「No Title」、
「No Artist Name」と表示されます。
•「CD TEXT」の内容はミュージック
サーバーには反映されません。

89マルチCDプレーヤーの操作のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）
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メモ 

ディスクタイトル
トラックタイトルディスクNo.

アーティスト名

再生中のトラックの
経過時間

トラックNo.



MAGAZINE
REPEAT

TRACK
REPEAT

DISC
REPEAT

AVメニューを表示する
マルチCDソースのAVメニューを表示
させます。

を押す

AVメニュー画面が表示されます。

ソースメニューについて
ソースメニューの中から機能を選びます。

ソースメニューでの
いろいろなディスク操作
ソースメニューから、いろいろな再生
操作をすることができます。

リピート再生
指定した範囲内を繰り返し再生すること
ができます。

を選ぶ

選ぶごとに、リピートの範囲が以下のよう
に切り替わります。
MAGAZINE REPEAT→TRACK REPEAT→
DISC REPEAT→MAGAZINE REPEATに戻る

：マガジン内の全てのディ
スクを繰り返します

：再生中のトラック（曲）
を繰り返します

：再生中のディスクを繰
り返します

•リピート再生中にリピートの範囲を越
える操作（TRACK REPEAT中の選曲
操作など）を行うと、リピート再生が
中止される場合があります。

メモ 

リピート1

1

90 マルチCDのいろいろな再生操作のしかた

マルチCDのいろいろな再生操作のしかた
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

リピート再生、ランダム再生、スキャン再生、再生の一時停止など、AVメニューを
表示してソースメニューから行う再生操作や、その他の機能の操作を説明します。



ランダム再生
選んだリピートの範囲内（→P90）で、曲
順を変えて再生することができます。

を選ぶ

選ぶごとに、ランダム再生のON/OFFが切り
替わります。

•リピートの範囲がTRACK REPEATの
場合、ランダム再生をONにすると、リ
ピートの範囲はDISC REPEATに自動
的に切り替わります。

•ランダム再生中にその他の再生操作
（リピ ート再生、スキャン再生など）
やリピートの範囲を越える操作（DISC
REPEAT中のディスクの切り替えな
ど）を行うと、ランダム再生が中止さ
れる場合があります。

スキャン再生
選んだリピートの範囲（→P90）で、ディ
スク内の各曲の演奏開始部分や、各ディス
クの1曲目の演奏開始部分を、約10秒間
ずつ聴くことができます。

リピートの範囲を以下のように
指定する（→P90）

■聴きたい曲を探すとき
再生中のディスク内の各曲の演奏開始部
分を約10秒間ずつ再生します。
リピート範囲をDISC REPEATに指定し
ます。

•リピートの範囲がTRACK REPEATの
場合、スキャン再生をONにすると、
DISC REPEATにリピートの範囲が切
り替わります。

■聴きたいディスクを探すとき
マガジン内全ディスクの1曲目だけの演
奏開始部分を約10秒間ずつ再生します。
リピート範囲をMAGAZINE REPEATに
指定します。

メモ 

1

メモ 

ランダム1

91マルチCDのいろいろな再生操作のしかた
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を選ぶ

選ぶごとに、スキャン再生のON/OFFが
切り替わります。

•スキャン再生を始めた曲まで戻ると、
スキャン再生は解除されます。

聴きたい曲またはディスクが再生
されたら、もう一度 を
選ぶ
スキャン再生がOFFになり、選んだ曲また
はディスクが再生されます。

•スキャン再生中にその他の再生（リ
ピート再生、ランダム再生など）やリ
ピートの範囲を越える操作（DISC
REPEAT中のディスクの切り替えな
ど）行うと、スキャン再生が中止され
る場合があります。

再生の一時停止

を選ぶ

▼
ディスクの再生が一時停止します。
もう一度 を選ぶと再生を再
開することができます。

CDの音質を調節する
大きな音と小さな音の音量差を小さくし
たり、低音域を押し上げたりします。（デジ
タルコンプレッション）

•COMP/DBE機能付きのマルチCDを接
続したときに操作できます。

•COMPとは、「Compression」の略で、
大きな音を抑え、小さな音を押し上げ
て、大きな音と小さな音の音量差を小
さくする機能です。

•DBEとは、「Dynamic Bass Emphasis」
の略で、車内で不足しがちな低音域を押
し上げる機能です。

を選ぶCOMP/DBE1

メモ 

ポーズ/再生

ポーズ/再生1

メモ 

スキャン
3

メモ 

スキャン2

92 マルチCDのいろいろな再生操作のしかた



お好みの設定を選ぶ

選ぶごとに、以下のように切り替わります。
OFF→COMP1→COMP2→COMP OFF
→DBE1→DBE2→OFFに戻る

•COMP、DBEともに、1より2のほう
が効果が大きくなります。

•コンプレッション非対応のチェンジャーが
接続されている場合は、 は
選べません。またOELディスプレイに「NO
COMP」と表示されます。

COMP/DBE

メモ 

2
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•ITSとは、「Instant Track Selection
(インスタントトラックセレクション)」
の略です。

•曲の指定はCDごとに行われます。CD
を入れ替えても、そのCDの指定は消え
ません。

•CD1枚につき99曲まで指定すること
ができます。(一部のマルチCDプレー
ヤーでは24曲までになります。)

•ITSは、CD100枚分の指定ができます。
（100枚を超えたときは、いちばん古い
CDから消去されます。）

ITSを指定する

ITS指定したい曲のあるディス
クを再生する

AVメニューを表示する
（→P90）

を選ぶ

または で指定する曲を
選ぶ

を選ぶ

▼
「1曲登録しました」のメッセージが表示
され、ITS指定されます。

ITSで再生する
ITS指定された曲だけを検索して再生
します。

•検索されるのは、指定してあるリピー
ト範囲（→P90）内です。

•リピート範囲内にITS指定された曲が
無い場合は、OELディスプレイに「ITS
EMPTY」と表示されます。

メモ 

1曲登録5

324

ITS3

2

1

メモ 
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マルチCDで指定した曲だけを再生する
（ITS機能）
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

聞きたい曲だけを指定しておき、それを再生する(「ITS再生」)機能です。



ITS指定された曲のあるディス
クを再生する

AVメニューを表示する
（→P90）

を選ぶ

を選ぶ

▼
ITS指定された曲だけが順番に再生され、
再生状態表示部に「ITS」と表示されます。

を選ぶと通常の再生に戻ります。

ITSの指定を消去する
ITSの指定は、１曲ずつ、または全ての指
定を一度に消去することができます。

ITS指定された曲のあるディス
クをITSで再生する

AVメニューを表示する
（→P90）

を選ぶ

または で指定を削除する
曲を選ぶ

を選ぶ

▼
メッセージが表示され、選んだ曲が消去
されます。

•消去の結果、現在再生中のリピート範
囲内にITS指定させた曲が無くなった
場合は、OELディスプレイに「ITS
EMPTY」と表示され、ITS再生がOFF
になります。

•モニターには「1曲も登録されていませ
ん」とメッセージが表示されます。

■全消去する場合

手順 で を選ぶと、全てのITS指

定を消去できます。
を選び、 を選んでください。はい全消去

全消去4

メモ 

1曲消去5

324

ITS3

2

1

OFF

ON4

ITS3

2

1
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96 エクスターナルユニットの操作のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

エクスターナルユニットの操作のしかた
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

本機では、マルチCDプレーヤー以外のIPバス機器は、エクスターナルユニットとして扱われます。

•エクスターナルユニットは、最大2台
まで接続することができます。

•本機に映像ソースのエクスターナルユ
ニット（マルチDVDプレーヤー「XDV-
P9Ⅱ」など）を接続したときは、「シス
テム設定」の を に設
定する必要があります。→「ビデオなど
を見る」（P138）

•本機にIPバス音声入力コネクター
（CD-RB10/RB20/AV20）を接続し
ても機能しません。

基本操作

を押して、ソースを

または に切り替える

/ / / または画面の
～ で操作する（→操作例）

•本機に映像ソースのエクスターナルユ
ニットを接続した場合は、しばらくす
ると映像画面に切り替わります。操作
画面を再表示させたい場合は画面に
タッチするか、 ボタンを押してく
ださい。

■ファンクションキーの操作
基本操作画面で を押してAVメ
ニュー画面を表示すると、ファンクショ
ンキーの操作が行えます。（→操作例）

操作例

•接続した製品によって、操作内容が異
なります。詳しくは、接続した製品の
取扱説明書をご覧ください。

●iPodアダプター「CD-IB10」の場合

/ ：リストの選択

/ ：曲の頭出し※1

～ ：未使用

：一時停止

：リピート再生範囲の
設定、ランダム再生の
設定※2

：表示切り替え、タイト
ルのスクロール※2

：未使用

：カテゴリの選択

：モード切り替え

※1MANUALモードになっているときは、曲

の早送り/早戻し動作となります。

※2 2秒以上タッチしたときの動作です。

AUTO/MANU

BAND/ESC

FUNCTION4

FUNCTION3

FUNCTION2

FUNCTION1

61

メモ 

メモ 

61

2
EXT2

EXT1SOURCE1

EXTAV入力設定

メモ 
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オーディオ設定のしかた
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

お好みに合わせてオーディオの音などを調節することができます。

•別売の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ‐P9」を接続して音の調節を行う場合は、「オー
ディオ設定のしかた（「DEQ‐P9」と組み合わせた場合）」（→P106）をご覧ください。

メモ 

98 オーディオ設定のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

オーディオ設定をする
本機の音に関する設定を行います。

AVソース画面で を押す

を選ぶ

▼
オーディオ設定画面が表示されます。

各項目を選び、設定を行う

•AV設定内の画面を表示中に、音声案内、
ハンズフリー通話、音声操作などがあっ
た場合は、各種設定はできません。ただ
し、消音設定がOFFに設定されている場
合は、各種設定を行うことができます。

•システム設定の
の設定がONになっている場合は設定
できません。

•走行中は操作できない設定項目があり
ます。

グラフィックイコライザー
あらかじめ用意された5つの設定（ファ
クトリーカーブ）とお好みで調節した設
定（CUSTOM）からイコライザーカ ー
ブを選ぶことができます。
工場出荷時は「CLARITY」です。

•本体の を押して、イコライザー
カーブを選ぶこともできます。

•設定した調節値は、ミュージックサー
バーへの録音には反映されません。

オーディオ設定画面（→前項）
で を選ぶ

お好みの設定を選ぶ

選ぶたびにイコライザーカーブが切り替わ
ります。

、 、 、

、 ：

各設定のカーブを微調整します（→P99）

、 ：

お好みに合わせて調節した設定

CUSTOM2CUSTOM1

FLATNARROW

SENSITVERHYTHMCLARITY

2

グラフィックイコライザー
1

EQメモ 

5.1chDSPユニット

メモ 

3

オーディオ設定2

1



• は、何の補正もしません。
• を選ぶと、CUSTOM用のグ
ラフィックイコライザーカーブ詳細設定
（→次項）に切り替わります。
•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

■イコライザーカーブを大まかに
補正する
呼び出したイコライザーカーブを、全体的
なバランスはくずさず、強めたり弱めたり調
節できます。

グラフィックイコライザー設定画
面（→前項）で調節するカーブ
を選ぶ

または （ニュアンスコン
トロール）を選んでイコライ
ザーカーブを調節する

•選択したカーブによって調節範囲は異
なりますが、最大±6の範囲で調節でき
ます。

• および 、

がFLATになっているときは、イコライ

ザーカーブを調節できません。

■イコライザーカーブを細かく調
節する
お好みに合わせてイコライザーカーブの
周波数レベルを細かく調節することがで
きます。
ここで調節した設定はCUSTOM1または
CUSTOM2に登録されます。

グラフィックイコライザー設定画
面（→前々項）で調節するカー
ブを選ぶ

を選ぶ

調節する周波数を選び、 ま
たは を選んで、レベルを調節
する

50Hz、80Hz、125Hz、200Hz、
315Hz、500Hz、800Hz、1.25kHz、
2kHz、3.15kHz、5kHz、8kHz、
12.5kHzから周波数を選べます。

•±0を基準に±6段階の範囲で調節が
できます。

• はソースごとに記憶され
ますが、同じ設定になるものは以下の
通りです。
・DVD、CD、WMA/MP3
・ラジオ、交通情報
・テレビ、VTR1、VTR2
・EXT1、EXT2
• は、各ソース共通の設定
で記憶されます。

• 以外のカーブを選んでいる
ときにレベル調節すると、 に
記憶されます。

• のカーブを選んでいるとき
に、レベル調節すると、 に
記憶されます。

•交通情報を受信しているときは、調節
できません。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して調節することもできます。

CUSTOM2
CUSTOM2

CUSTOM1

CUSTOM2

CUSTOM2

CUSTOM1

メモ 

∨
∧3

詳細設定2

1

CUSTOM2CUSTOM1FLAT

メモ 

－＋2

1

詳細設定

FLAT
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100 オーディオ設定のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

オートイコライザー
自動調節したイコライザーを使用する設
定を行うことができます。
工場出荷時は「OFF」です。

•「オートTA&EQ」（→P116）を行っ
ていない場合は、設定できません。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶ

または を選ぶ

自動調節されたイコライザーを働かせない
場合は、 を選びます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

タイムアライメント
タイムアライメントは、各スピーカーか
らリスニングポジションまでの距離を調
節することで、音声の到達時間を補正し、
音像の定位や全体的なバランスを調節す
る機能です。
工場出荷時は「INITIAL」です。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶ

お好みの設定を選ぶ

：距離補正しません。

：オートTA&EQで作成さ
れたタイムアライメント
の設定

：お好みに合わせて調節し
た設定

：CUSTOM用のタイムアライ
メント詳細設定（→下記）に
切り替わります。

• は、システム設定の
を行うと選ぶことができます。

「オートタイムアライメント/イコライジ
ング」（→P116）を参照してください。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

■タイムアライメントを詳細に設
定する
タイムアライメントをお好みに調節するこ
とができます。調節した値は、タイムアライ
メント（→上記）の に反映され
ます。

•リスニングポジション（→P101）で
か を選んでい

ないと、タイムアライメントを調節す
ることができません。

を選ぶ

距離を設定したいスピーカーを
選び、 または を選んでス
ピーカーまでの距離を設定する

＞＜
2

詳細設定1

フロントRフロントL
メモ 

CUSTOM

TA&EQ

オートAUTO TAメモ 

詳細設定

CUSTOM

AUTO TA

INITIAL

2

タイムアライメント
1

メモ 

OFF

OFFON2

オートイコライザー
1

メモ 



•0～400cmの範囲で、スピーカーまでの
距離を2.5cmステップで設定が可能です。

•サブウーファー出力の設定（→P103）
がOFFの場合は、サブウーファーの距
離は設定できません。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選択や調節をすることもでき
ます。

リスニングポジション
乗車位置や乗車人数に合わせて、聞く位
置を選択することができます。
工場出荷時は「OFF」です。

オーディオ設定画面（→98）
で を選ぶ

お好みのポジションを選ぶ

：右ハンドル車に運転者のみ
がいるときに切り替えます。

：左ハンドル車に運転者のみ
がいるときに切り替えます。

：同乗者が助手席にいると
きに切り替えます。

：同乗者が後部座席にいる
ときに切り替えます。

•ポジションが選ばれていないときは
OFFになります。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

フェーダー/バランス
前後左右の音量バランスを調節すること
ができます。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶ

、 、 、 を選んで前後
左右のバランスを調節する

カーソルの位置で前後の音のバランスを
確認できます。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して調節することもできます。

SFC（サウンドフィールド
コントロール）
イメージに合ったリアルな音場を設定す
ることができます。
工場出荷時は「OFF」です。

•SFCとは、「Sound Field Control（サ
ウンドフィールドコントロール）」の略
です。

•本体の を押して、音場を選ぶこ
ともできます。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶSFC

1

SFC

メモ 

メモ 

＞＜∨∧2

フェーダー/バランス
1

メモ 

オール

フロント

フロント L

フロント R

2

リスニングポジション
1

メモ 
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102 オーディオ設定のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

お好みの音場を選ぶ

各音場を選ぶと色が変わり、選択（ON）さ
れたことを表示します。再度選ぶと選択が
解除（OFF）されます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

■BBEで調節する
BBEとは、高音域の補正とともに低音域を
押し上げることで、高音は鮮明に細部まで再
現され、低音は締まりのある明確な音となり
ます。このため、ライブ演奏に近い、自然で臨
場感のある音で再現することができます。

を選ぶ

または を選んでレベルを
調節する

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て調節することもできます。

•この製品はBBEサウンド・インコーポ
レーテッドからの実施権に基づき製造
されています。この製品は米国BBE社
の所有する特許USP4638258と
4482866を使用しています。BBEと
BBEのシンボルはBBE Sound,Inc.の
登録商標です。

ラウドネス
小さな音量で聞いているときに、低・高
音の不足感を補正して、メリハリのある
音にすることができます。
工場出荷時は「OFF」です。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶ

または を選ぶ

ラウドネスを働かせない場合は、 を選び
ます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

ASL
ASLは、走行速度や道路状況によって変
化する車内の騒音を検出して、自動的に
音量が変わるようにすることができます。
工場出荷時は「OFF」です。

•音量が十分あるときは、騒音が大きく
なっても、音量の上がり幅は小さくな
ります。

•この機能が働いて音量が上がりすぎた
とき、音が歪むことがあります。その場
合は、音量を調節してください。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶASL

1

メモ 

メモ 

OFF

OFFON2

ラウドネス
1

メモ 

－＋2

BBE1

メモ 

2



お好みの感度を選ぶ

感度を選ぶと色が変わり、選択（ON）され
たことを表示します。再度選ぶと選択が解
除（OFF）されます。

設定できるレベルは、 、 、

、 、 です。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作して
選ぶこともできます。

サブウーファー
サブウーファーから出力される音の設定
を行うことができます。
工場出荷時は「OFF」です。

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶ

「出力」の または
を選んで、サブウーファー出力
のON/OFFを設定する

「位相」の または
を選んで、位相を

設定する

：フロント/リアスピーカーと
同じ位相で出力するとき

：フロント/リアスピーカーと
逆の位相で出力するとき

• を選ぶとサブウーファー詳
細設定（→次項）に切り替わります。

•サブウーファーから出力される音の中に
は、フロント/リアスピーカーから出力され
る音と同じ周波数帯域のものが含まれて
います。車内条件により、これらの音の位相
どうしが反転(干渉)すると、その周波数帯
域が打ち消し合ってしまうことがあります。
この現象を防ぐものが、サブウーファーの
位相切り替えです。車内条件によって、位相
の正相(フロント/リアスピーカーと同時に
出力される）が良いか、逆相(フロント/リア
スピーカーとタイミングをずらして出力さ
れる)が良いかを選んで設定してください。

•ユニバーサルパッドで操作することも
できます。

■サブウーファー出力を詳細に設
定する
サブウーファーの周波数、レベル、効果の傾
きの設定を行うことができます。

を選ぶ

各項目の または を選んで設
定する

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して調節することもできます。

「周波数」：
50Hz、63Hz、80Hz、100Hz、125Hz、
160Hz、200Hzから周波数を選べます。
選んだ周波数より低い周波数の音域がサ
ブウーファーから出力されます。

メモ 

＞＜2

詳細設定1

詳細設定

REVERSE

NORMAL

REVERSE
NORMAL3

OFFON2

サブウーファー
1

メモ 

HIGHMID HIGHMID

MID LOWLOW

2
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「レベル」：
－24～＋6の範囲で調節ができます。

「スロープ」：
選ぶごとに以下のようにスロープが切り替
わります。
－6dB→－12dB→－18dB→－6dBに戻る

ハイパスフィルター設定
選んだ周波数より低い周波数の音がサブ
ウ－ファ－以外の各スピーカーから出力
されないように設定できます。フロント
スピーカー、リアスピーカーのそれぞれ
でお好みの周波数を設定することができ
ます。

オーディオ設定画面（→P98）で
を選ぶ

または を選ぶ

フロント、リアそれぞれで、周波数、レベル、
効果の傾きの設定を行うことができます。

各項目の または を選ぶ

「周波数」：
50Hz、63Hz、80Hz、100Hz、125Hz、
160Hz、200Hzから周波数を選べます。
選んだ周波数より低い周波数の音域が選
んだスピーカーから出力されないように
設定できます。

「レベル」：
－24～±0の範囲で調節ができます。

「スロープ」：
選ぶごとに以下のようにスロープが切り替
わります。
スルー→－6dB→－12dB→スルーに戻る
「スルー」を選ぶと、調節値をフロントまた
はリアのスピーカーに反映しません。

• を選ぶと、ON/OFFを設定する
ことができます。リアの調節をしたい
ときにフロントのMUTE（消音）を
ONにしてリアの調節をする場合など
に使用します。

ソースレベルアジャスター
ソースを切り替えたときに音量の違いが
出ないように、FMの音量を基準にして各
ソースの音量の違いをそろえることがで
きます。
工場出荷時は「0dB」です。

•FMの音量を基準に他のソースとの音
量を調節するため、FMを聞いていると
きは、ソースレベルアジャスターを設
定することはできません。

•ソースごとに記憶されますが、同じ設
定になるものは以下の通りです。
・CD、WMA/MP3、マルチCD
・AM、交通情報
・テレビ、VTR1、VTR2
・EXT1、EXT2

オーディオ設定画面（→P98）
で を選ぶソースレベルアジャスター

1

メモ 

MUTEメモ 

＞＜3

リアフロント2

ハイパスフィルター設定
1
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または を選ぶ

•－8dB～＋8dBの範囲で2dBごとに
調節できます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て調節することもできます。

メモ 

－＋2
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オーディオ設定のしかた
（「DEQ-P9」と組み合わせた場合）
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

お好みに合わせてオーディオの音などを調節することができます。

•別売の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ‐P7」とオーディオマスターユニット「AXM‐P7」を組
み合わせて使用し、音の調節を行う場合は、先にシステム設定の「5.1chDSPユニットの設定」
をONにしてから、AXM-P7側で調節してください（→「AXM-P7」取扱説明書）。内蔵のDSP
を使う場合は「5.1ch DSPユニット」（→P124）を参照してください。

メモ 

オーディオ設定をする
本機の音に関する設定を行います。

AVソース画面で を押す

を選ぶ

▼
オーディオ設定画面が表示されます。

各項目を設定して を選ぶ

•AV設定内の画面を表示中に、音声案内、
ハンズフリー通話、音声操作などが
あった場合は、各種設定はできません。

•走行中は操作できない設定項目があり
ます。

パラメトリックイコライザー
あらかじめ用意された5つの設定（ファ
クトリーカーブ）とお好みで調節した設
定（CUSTOM1、CUSTOM2）からイ
コライザーカーブを選ぶことができます。
また、各スピーカーのバンドごとに中心
周波数を設定し、レベル調節やカーブの
傾きの切り替えを行うことができます。
工場出荷時は「POWERFUL」です。

•イコライザーの調節について
センタースピーカーは、音像を定位させ
るのに影響が大きいスピーカーです。こ
のため、他のスピーカーと同時にバラン
スをとるのは、とても難しい作業です。
全体のバランスをとるため、2チャンネ
ルの音声(CDなど)を再生し、センターを
除く全てのスピーカーのバランスを調節
した後、5.1チャンネルの音声(ドルビー
デジタルやDTS)を再生し、センタース
ピーカーを全体のバランスに合わせるよ
うに調節すると、スムーズに行うことが
できます。

•中心周波数について
各バンドの中心周波数は、26種類の周波
数の中から選ぶことができます。周波数
は、1/3オクターブずつのステップで切
り替えることができますが、各バンドの
中心周波数の間隔を1オクターブ未満に
設定することはできません。

メモ 

終了3

オーディオ設定2

1



メモ 
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•本体の を押して、イコライザー
カーブを選ぶこともできます。

•設定した調節値は、ミュージックサー
バーへの録音には反映されません。

オーディオ設定画面（→P106）
で
を選ぶ

各項目の または を選んで設
定する

「EQ」：
表示されるカーブを参考にお好みの設定
を選びます。
選ぶごとに、以下のように切り替わります。
SUPER BASS→POWERFUL→NATUR-
AL→VOCAL→FLAT→CUSTOM1→
CUSTOM2→SUPER BASSに戻る

•ユニバーサルパッドを右に操作して選
ぶこともできます。

• は、何の補正もしません。
• はソースごとに記憶さ
れますが、同じ設定になるものは以下
の通りです。
・DVD、CD、WMA/MP3、マルチCD
・ラジオ、交通情報
・VTR1、VTR2
・EXT1、EXT2
•CUSTOM2は、各ソース共通の設定で
記憶されます。

•CUSTOM2以外のカーブを選んで
い るときにレ ベ ル 調 節 す ると、
CUSTOM1に記憶されます。

•CUSTOM2のカーブを選んでいるとき
に、レベル調節するとCUSTOM2に記
憶されます。

•交通情報を受信しているときは、調節で
きません。

「スピーカー」：
選ぶごとに以下のように切り替わります。
リア←→センター←→フロント

•「スピーカー設定」（→P111）でOFF
に設定したスピーカーは選ぶことがで
きません。

「バンド」：
選ぶごとに以下のように切り替わります。
Low（低音）←→Mid（中音）←→High（高音）

「周波数」：
選ぶごとに各バンドの中心周波数が、以下
のように切り替わります。
40Hz、50Hz、63Hz、80Hz、100Hz、
125Hz、160Hz、200Hz、250Hz、
315Hz、400Hz、500Hz、630Hz、
800Hz、1kz、1.25kHz、1.6kHz、
2kHz、2.5kHz、3.15kHz、4kHz、5kHz、
6.3kHz、8kHz、10kHz、12.5kHz

「レベル」：
－12dB～＋12dBの範囲で、2dBごと
に調節できます。

「Qファクタ」：
選ぶごとにカーブの傾きがNARROWと
WIDEで切り替わります。

：急な傾き

：緩やかな傾き

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

メモ 

WIDE

NARROW

メモ 

CUSTOM1

FLAT

メモ 

＞＜2

パラメトリックイコライザー
1

EQ
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オートイコライザー
自動調節したイコライザーを使用する設
定を行うことができます。
工場出荷時は「OFF」です。

•「オートTA&EQ」（→P116）を行っ
ていない場合は、設定できません。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

または を選ぶ

自動調節されたイコライザーを働かせない
場合は、 を選びます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

タイムアライメント
タイムアライメントは、各スピーカーか
らリスニングポジションまでの距離を調
節することで、音声の到達時間を補正し、
音像の定位や全体的なバランスを調節す
る機能です。
工場出荷時は「INITIAL」です。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

お好みの設定を選ぶ

：距離補正しません。

：オートTA&EQで作成さ
れたタイムアライメント
の設定

：お好みに合わせて調節し
た設定

：CUSTOM用のタイムアライ
メント詳細設定（→下記）に
切り替わります。

• は、システム設定の
（→P116）を行うと選ぶこ

とができます。
•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

■タイムアライメントを詳細に設
定する
タイムアライメントをお好みに調節するこ
とができます。調節した値は、タイムアライ
メント（→上記）の に反映され
ます。

•リスニングポジション（→P109）で
か を選んでい

ないと、タイムアライメントを調節す
ることができません。

を選ぶ

または で距離を設定した
いスピーカーを選び、 また
は を選んでスピーカーまで
の距離を設定する
＞

＜
∨∧2

詳細設定1

フロントRフロントL
メモ 

CUSTOM

TA&EQ

オートAUTO TAメモ 

詳細設定

CUSTOM

AUTO TA

INITIAL

2

タイムアライメント
1

メモ 

OFF

OFFON2

オートイコライザー
1

メモ 
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•「スピーカー設定」（→P111）で「OFF」に
設定したスピーカーは選択できません。

•0～500cmの範囲で、スピーカーまでの
距離を2.5cmステップで設定ができます。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

リスニングポジション
乗車位置や乗車人数に合わせて、聴く位
置を選択することができます。
工場出荷時は「OFF」です。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

お好みのポジションを選ぶ

：右ハンドル車に運転者のみ
がいるときに切り替えます。

：左ハンドル車に運転者のみ
がいるときに切り替えます。

：同乗者が助手席にいると
きに切り替えます。

：同乗者が後部座席にいる
ときに切り替えます。

•ポジションが選ばれていないときは
OFFになっています。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

フェーダー/バランス
前後左右の音量バランスを調節すること
ができます。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

、 、 、 を選んで前後
左右のバランスを調節する

カーソルの位置で前後の音のバランスを
確認できます。

•前後または左右のスピーカーバランス
は、それぞれ25ステップの範囲で調節
できます。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して調節することもできます。

SFC（サウンドフィールド
コントロール）
イメージに合ったリアルな音場を設定す
ることができます。
工場出荷時は「OFF」です。

•SFCとは、「Sound Field Control（サ
ウンドフィールドコントロール）」の略
です。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶSFC

1

メモ 

メモ 

＞＜∨∧2

フェーダー/バランス
1

メモ 

オール

フロント

フロント L

フロント R

2

リスニングポジション
1

メモ 

つづく➔
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または音場の表示された
ボタンを選ぶ

選ぶごとに音場が以下のように切り替わります。
OFF→MUSICAL→DRAMA→ACTION
→JAZZ→HALL→CLUB→OFFに戻る

デジタルダイレクト
調節した各設定内容に影響されない、オ
リジナルの音質で聴くことができます。
調節したオーディオ設定の効果を確かめ
るのに便利です。
工場出荷時は「OFF」です。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

または を選ぶ

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

• に設定中は、音量調節とドルビー
プロロジックⅡの設定のみ行なうこと
ができます。

Dolby Pro LogicⅡ
ドルビープロロジックⅡは、2チャンネ
ルの音声を5チャンネルで全帯域再生し
ます。オリジナルの録音の空間情報から、
より立体的なサウンド空間を作り出す機
能です。
工場出荷時は「OFF」です。

•センタースピーカーとリアスピーカー
の接続設定がOFFの場合は、この機能
は使えません。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

お好みの設定を選ぶ

：
映画やテレビドラマなどのステレオ音
声を5.1ch録音に迫る立体的な音で楽
しめます。

：
広く深い音場を再現し、音楽などを臨場
感豊かに楽しめます。また3つのパラ
メータを調節することで、お好みに合わ
せた空間を再現することができます。
→「ミュージックモードの調節」（次項）

：
方向性強調回路がオフになるため、シン
プルなサウンド再生になります。FMや
テレビなどのステレオ放送で受信状態
が不安定な場合に向いています。

• は、 選
択時のミュージックモードの調節に切り
替わります。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作して
選ぶこともできます。

MUSICMUSIC ADJUSTメモ 

MATRIX

MUSIC

MOVIE

2

Dolby Pro Logic Ⅱ
1

メモ 

ON

メモ 

OFFON2

デジタルダイレクト
1

OFF2

オーディオ設定のしかた（「DEQ-P9」と組み合わせた場合）（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）
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オーディオ設定のしかた（「DEQ-P9」と組み合わせた場合）（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

■ミュージックモードの調節
設定時にミュージックモードを調

節できます。

を選ぶ

お好みのモードを選び、それぞ
れを調節する

：
フロントのステレオイメージをサラウン
ドスピーカーまで拡張して包み込みの
効果を大きくします。

：

音場の位置をフロント側、リア側に、－3

～＋3の間で調節します。 はフロント

側（＋）に、 はリア（サラウンド）側（－）

に音を移動します。

：
センターの音を、フロントのLRチャンネル
とセンターチャンネルの3つのスピーカー
に、どのように振り分けるかを0～7の間で
設定します。
は7側に、 は0側に調節します。

推奨は3で、ほとんどの録音に適しています。
0はセンタースピーカーだけでセン
ターの音を再生します。7は通常のステレ
オと同様にセンターの音をフロントのLRに
振り分けます。

ダイナミックレンジコント
ロール
ダイナミックレンジとは、一番大きな音
と一番小さな音との幅です。ダイナミッ
クレンジコントロールは、この幅を圧縮
することで、音量を下げて楽しむ場合に
小さな音も聞きとりやすくすることがで
きます。
工場出荷時は「ON」です。

•ダイナミックレンジコントロールの効
果が得られるのは、ドルビーデジタル
音声だけです。

オーディオ設定画面（→P106）
で
を選ぶ

または を選ぶ

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

スピーカー設定
スピーカー接続の有無や接続したスピー
カーのサイズ（低音域再生能力）を設定
することができます。この設定により、
スピーカーを接続していないために再生
できないチャンネルの音を他のスピー
カーから出力させることができます。

•スピーカーサイズについて
スピーカーサイズ設定は、100Hz以下の
周波数帯域を再生可能かどうかが目安に
なります。再生可能な場合は「LARGE」
に、再生不可能な場合は「SMALL」に
設定してください。

メモ 

OFFON2

ダイナミックレンジコントロール
1

メモ 

＜＞

CENTER WIDTH

＜

＞

DIMENSION

PANORAMA

2

MUSIC ADJUST1

MUSIC

つづく➔
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オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

各項目の または を選んで設
定する

選ぶごとに以下のように切り替わります。

：
SMALL←→LARGE

：
OFF←→SMALL←→LARGE

：
OFF←→SMALL←→LARGE

：
OFF←→ON

•接続していないスピーカーの設定は必
ず「OFF」にしてください。

• は、 がONに
設定されているときに選ぶことがで
き、サブウーファーの位相を設定する
ことができます（→次項）。

•サブウーファーを接続していない場
合、フロントまたはリアスピーカーに
低音再生能力がある限り、スピーカー
設定は「LARGE」を選んでください。フ
ロントとリア両方のスピーカー設定を
「SMALL」にすると、低音が不足した感
じになることがあります。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作しても選ぶことができます。

■サブウーファーの位相を切り替
える
車内条件により、サブウーファーから出
力される周波数帯域が、フロント/リアの
スピーカーから出力される周波数帯域と
打ち消し合ってしまい、聞き取りにくく
なるような場合は、位相を逆にすること
で聞き取りやすくすることができます。
スピーカー設定で、サブウーファーがONの
ときに設定できます。

を選ぶ

または を選ぶ
選ぶごとにNORMAL←→REVERSEが切り
替わります。

NORMAL ：フロント/リアスピーカー
と同じ位相で出力される

REVERSE：フロント/リアスピーカー
と逆の位相で出力される

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
ても選ぶことができます。

メモ 

＞＜2

Phase1

サブウーファーPhase

メモ 

サブウーファー

リア

センター

フロント

＞＜2

スピーカー設定
1

オーディオ設定のしかた（「DEQ-P9」と組み合わせた場合）（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）
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オーディオ設定のしかた（「DEQ-P9」と組み合わせた場合）（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

クロスオーバー周波数
クロスオーバー周波数は、サブウーファー
や、スピーカーサイズを「SMALL」に設
定したスピーカーの再生音域を設定します。
サブウーファーからは、選んだ周波数より
低い音域が出力されます。また「SMALL」
に設定したスピーカーからは、選んだ周波
数より高い音域が出力され、カットされた
低い音域はサブウーファーから出力される
ようになります。サブウーファーを接続し
ていない場合、カットされた低い音域は
「LARGE」に設定したスピーカー（フロン
トまたはリア）から出力されるようになり
ます。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

または でスピーカーを選
び、 または を選んで設定する

選ぶごとに選んだスピーカーの周波数が、
以下のように切り替わります。
63Hz←→80Hz←→100Hz←→125Hz
←→160Hz←→200Hz

•「スピーカー設定」（→P111）で「OFF」に
設定したスピーカーは選択できません。

•サブウーファーのローパスフィルターと、
スピーカーサイズを「SMALL」に設定し
たスピーカーのハイパスフィルターのク
ロスオーバー周波数を設定します。サブ
ウーファーが「OFF」で、他のスピーカー
のサイズが「LARGE」や「OFF」に設定
されている場合、クロスオーバー周波数
の設定は無効になります。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作して
も選ぶことができます。

スピーカー出力レベル
テストトーンで調節した各スピーカーか
らの出力レベルを、実際の音声を聞きな
がらもう一度調節することができます。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

または で調節したいス
ピーカーを選び、 または
を選んで設定する

このモードで調節した出力レベルは、テス
トトーンで調節したレベルと同じ値にな
ります。

•「スピーカー設定」（→P111）で「OFF」
に設定したスピーカーは選択できません。

•－10dB～＋10dBの範囲で調節でき
ます。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作しても選ぶことができます。

メモ 

＞＜

∨∧2

スピーカー出力レベル
1

メモ 

＞＜

∨∧2
クロスオーバー周波数

1
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テストトーン
テストトーンを聴きながら、各スピーカー
からの出力レベルを調節し、スピーカーシ
ステム全体のバランスを整えます。
工場出荷時は「OFF」です。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

を選ぶ

約2秒間ずつ、以下の順番で各スピーカー
からテストトーンが出力されます。
フロントL→センター→フロントR→リアR
→リアL→サブウーファー

テストトーン出力中のスピーカーには 、
が表示され、調節が可能になります。

•「スピーカー設定」（→P111）で「OFF」に
設定したスピーカーは飛び越されます。

または を選ぶ

このモードで調節した出力レベルは、スピー
カー出力レベルで調節したレベルと同じ値
になります。

•－10dB～＋10dBの範囲で調節でき
ます。

•調節を行っている間は、次のスピーカー
には切り替わりません。

• を選ぶと、調節を中止することが
できます。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に操
作して選択や調節することもできます。

ダウンMIX
マルチチャンネル音声を2チャンネルに
ダウンミックスして再生することができ
ます。
工場出荷時は「Lo/Ro」です。

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

または を選ぶ

：サラウンド成分を復元（デコー
ド）できるようにダウンミック
スします

：オリジナルの音声がサラウンド
成分を含まないようなチャン
ネルモードをステレオミックス
します

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

メモ 

Lo/Ro

Lt/Rt

Lo/RoLt/Rt2

ダウンMIX
1

停止

メモ 

＞＜3

メモ 

＞

＜

開始2

テストトーン
1
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ソースレベルアジャスター
ソースを切り替えたときに音量の違いが
出ないように、FMの音量を基準にして各
ソースの音量の違いをそろえることがで
きます。

•FMの音量を基準に他のソースとの音量
差を調節するため、FMを聞いているとき
は、ソースレベルアジャスターを設定する
ことはできません。

•ソースごとに記憶されますが、同じ設
定になるものは以下の通りです。
・CD、WMA/MP3
・AM、交通情報
・VTR1、VTR2
・EXT1、EXT2

FMラジオを適切な音量で聴く
（→P24）

調整したいソースに切り替える
（→P20）

オーディオ設定画面（→P106）
で を選ぶ

を選んでレベルを調節する

•－8～＋8の範囲で2dBごとに調節でき
ます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作して
調節することもできます。

メモ 

－＋4

ソースレベルアジャスター
3

2

1

メモ 
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車に合わせて音場を自動で補正する
（オートTA&EQ）
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

車室内の音響特性を自動的に計測して、最適に自動補正することができます。

オートTA&EQを行う前に
オートTA&EQ（オートタイムアライ
メント＆イコライジング）を行う前に
必ずお読みください。

警告

走行中にオートTA&EQを行わない

禁止

自動車が走行中にオートTA&EQを行
わないでください。オートTA&EQ機能
は車室内の音響特性を測定するため
に、スピーカーから大音量の計測音を
出すことがあります。この場合、運転の
妨げになり事故の原因となることがあ
ります。

■スピーカー破損防止について
次の状態でオートTA&EQを行うと、スピー
カーが破損する恐れがあります。オート
TA&EQを行う前に、よく確認してください。
•スピーカーの接続を誤っている場合
(例：サブウーファー出力にリアスピー
カーを接続している場合)

•スピーカーの耐入力を超える出力のパ
ワーアンプを接続している場合

■オートTA&EQ機能について
•車室内空間は、その広さや複雑な形状、材
質により、ホームオーディオに比べ、一般
的に音響特性が大きく乱れています。この
ような車室内の音響特性を補正するため
にイコライザーを使用しますが、測定器な
どを使用せずに設定するのはかなり困難
な作業になります。

•本機のオートTA&EQ機能は、車室内の音
響特性を自動的に測定し、そのデータに基
づいて、車室内の音響特性が乱れの少ない
滑らかな特性に近づくように自動的に補正
します。（イコライザーカーブを呼び出した
ときは、オートTA&EQにより乱れの少な
い滑らかな特性になった上でイコライザー
カーブが設定されますので、より効果的に
なります。）また、各スピーカーからリスニ
ングポジションまでの距離を自動的に測定
し、音声の到達時間を補正し、音像の定位や
全体的なバランスを調節します。

■オートTA&EQを行う前にお読
みください

•オートTA&EQは、なるべく静かな所で、車
のエンジンおよびエアコンやヒーターを
止めて行ってください。また、携帯電話や
自動車電話などを車載している場合は、電
話を車外へ持ち出すか電源を切ってから
オートTA&EQを行ってください。計測音
以外の音（車周辺の騒音、エンジン音、電話
の着信音など）によって、車室内の音響特
性が正しく測定できないことがあります。

•オートTA&EQは、必ず付属（本機または
「DEQ-P9」）の音響特性測定用マイクを使
用して行ってください。付属の音響特性測
定用マイク以外のマイクでは、オート
TA&EQが実行できなかったり、車室内の
音響特性が正しく測定できません。

•フロントスピーカーが接続されていない
場合は、オートTA&EQが実行できません。
また、DEQ-P9と組み合わせた場合の
DSPでお使いの場合は、接続されていな
いスピーカーが「LARGE」や「SMALL」
に設定されている場合は、エラーとなり
ます。
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ご注意

•入力レベルコントロール付きのパワーアン
プを接続している場合、パワーアンプの入
力レベルコントロールを下げていると、
オートTA&EQが実行できない場合があり
ます。パワーアンプの入力レベルコント
ロールは推奨位置に合わせてください。

•ローパスフィルター付きのパワーアンプを
接続している場合、パワーアンプのローパ
スフ ィルターはOFFにして測定してくだ
さい。また、パワードサブウーファー内蔵の
ローパスフィルターは、カットオフ周波数
を最も高い周波数に設定してください。

•オートTA&EQ測定時に算出したタイムア
ライメントの値は、次の場合に実際の距離
と異なることがありますが、計測状況によ
りコンピューターが算出した正確な遅延
時間をもとに設定された距離です。そのま
まの値でご使用ください。
－車室内の反射音が直接音より強く、かつ
遅延を生じている場合。

－パワードサブウーファーや外部アンプ
のローパスフィルターの影響により、低
音に遅延が生じている場合。

•オートTA&EQを行うと、各モードの内容
が次のように変更されます。
－前後左右の音量バランス調節（フェー
ダー/バランス）の設定がリセットされ、
初期設定に戻ります。

－イコライザーカーブは、フラット（FLAT）
になります。

－リスニングポジションは、フロントRに
設定されます。（ただし、フロントLに設
定していたときだけは、フロントLのま
まになります。）

－フロントやセンター、リアハイパスフィ
ルターの設定が調節されます。内蔵
DSPでサブウーファーを接続している
場合は、サブウーファー出力とリアハイ
パスフィルターの設定が調節されます。
（サブウーファー出力をOFFにしていて
も、自動的にONになり調節されます。）

■オートTA&EQの調節内容について
一度オートTA&EQを行ったあとに、再度
オートTA&EQを行うと、前のオート
TA&EQの調節内容は消去されます。

オートTA&EQを行う
オートTA&EQは、システム設定の項目
から設定を行います。

車の環境を整える

• 静かな所に車を停車します。
• ドア、窓、サンルーフなどを閉めます。
• 車のエンジンを停止します。

マイクをセットする

ベルトなどを使用して、運転席のヘッドレス
トの中央に付属の音響特性測定用マイク
を前向きに固定します。

•マイクの取付位置が悪いと、測定音が大きく
なったり測定時間がかかったりして、車のバッ
テリーが上がる恐れがあります。マイクは必ず
指定の位置に取り付けてください。

車のエンジンスイッチをACCま
たはONにする

•車のエアコンやヒーターがONになっている場
合は、OFFにしてください。エアコンやヒーター
のファンの騒音によってオートTA&EQが実行
できないことがあります。

3

2

1

ご注意

音響特性測定用
マイク入力端子へ

音響特性測定用マイク

ベルトなど

つづく➔
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ソースを選ぶ

リスニングポジションを設定するため、いず
れかのソースを選びます。

乗車位置を決定する

リスニングポジション（→P101、109）を
設定して、マイクをセットした座席を乗車位
置に設定します。

•乗車位置をフロントRまたはフロント
L以外に設定したときは、オート
TA&EQを始めると、強制的にフロント
Rに再設定されます。

ソースをOFFにする（→P21）

オートTA&EQ測定画面を表示
する

AVメニュー（→P18）→ システム設定画
面（→P120）→ を
選んで画面を表示します。

•内蔵のDSPの場合、フロントパネルが
開きます。

「DEQ-P9」と組み合わせていない
場合（内蔵DSP）

マイクを本機に接続する

付属の音響特性測定用マイクを音響特性
測定用マイク入力端子に接続します。

DEQ-P9と組み合わせている場合

マイクを「DEQ-P9」に接続する

「DEQ-P9」に付属のマイクを「DEQ-P9」
のマイク入力端子（オートEQ＆オート
TA用マイク端子）に接続します。

を選ぶ

中止するときは、 を選びます。

車外に出る

10秒のカウントダウンが始まるので、10秒
以内に車外に出て、ドアを閉めます。計測音
（ノイズ）が各スピーカーから出力され、オー
トTA&EQが始まります。
しばらくすると自動的に終了します。

オートTA&EQ操作が終わったらセット
したマイクを取り外します。

•マイクをセットする位置により、オー
トTA&EQの調節内容が変わります。お
好みにより、助手席にセットすること
もできます。

•マイクはグローブボックスなどに、大
切に保管してください。直射日光の当
たる場所に長時間放置すると、高温に
よる変形、変色、故障の原因になる恐れ
があります。

メモ 

10

STOP

START9

8

メモ 

オートTA&EQ測定

7

6

メモ 

5

4
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120 システム設定のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

システム設定のしかた
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

本機のいろいろな機能を使うための基本的な設定をすることができます。

•ここではAVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900のシステム設定について説明していま
す。AVIC-XH990/H990/XH900/H900のシステム設定については、P126をご覧ください。

メモ 

システム設定をする
本機の動作環境の設定を行います。

AVソース画面で を押す

を選ぶ

▼
システム設定画面が表示されます。

各項目を選び、設定を行う

オートTA&EQ
車の特性に合わせて音場を自動で補正し
ます。
→説明は本書の「車に合わせて音場を自動
で補正する」（P116）に記載しています。

デジタルアッテネーター
デジタルATT（アッテネーター）はイコ
ライザーカーブの調節による音の歪みを
なくすことができます。
工場出荷時は「HIGH」です。

•イコライザーカーブの調節（→P98、
106）で、レベルを高く設定した周波
数の音域が歪むことがあります。イコ
ライザーカーブの調節で音が歪んだよ
うに感じたときは、デジタルATT（ア
ッテネーター）の設定をLOWに切り
替えてください。

ソースをOFFにする（→P21）

システム設定画面（→前記）
で を選ぶ

または を選ぶ

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

録音設定
ミュージックサーバーへの録音時間や録
音モードを設定します。
→説明は本書の「ミュージックサーバー
に録音する」（P53）に記載しています。

メモ 

LOWHIGH3

デジタルアッテネーター
2
1

メモ 

3

システム設定2

1



消音設定
音声案内、ハンズフリー通話の着信、音
声操作などの場合に、一時的にオーディ
オの音量を絞ったり、消したりして音声
を聞き取りやすくすることができます。
工場出荷時は下記の通りです。
• 消音タイミング（電話・認識）
• 消音レベル（－10dB）

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

消音タイミングと消音レベルを
設定する

「消音タイミング」：
消音するタイミングを設定します。

：
音声案内やハンズフリー通話の着信、
音声操作時にオーディオの音量を下げ
ます

：
ハンズフリー通話の着信、音声操作時
にオーディオの音量を下げます

：
オーディオの音量を下げません

「消音レベル」：
消音のレベルを設定します。

：音量が1/10になる

：音量が1/3になる

：音量が0になる

•消音タイミングがOFFのときは消音レ
ベルは設定できません。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

ワイドモード
映像系ソースの画面表示のモードを設定
します。
→説明は本書の「ワイド画面の拡大方法を
切り替える」（P135）に記載しています。
工場出荷時は「FULL」です。

AV入力設定
VTR（ビデオなど）や別売のバックカメ
ラユニット「ND-BC1」などの外部機器
を本機に組み合わせた場合、機器に合っ
た設定に切り替えます。
→説明は本書の「ビデオなどの入力を設
定する」（→P138）、「入力設定をバック
カメラに切り替える」（→P140）に記載
しています。

OEL（OrganicEL）設定
OELディスプレイの設定を行います。
工場出荷時は下記の通りです。
• リバースモード（ON）
• ソースアイコンモーション（ON）
• DIMMER（OFF）
• BRIGHT（12）
• 連続スクロール（OFF）
• ソースOFF画面（DEMO）

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

各項目を設定する

「リバースモード」：
リバースモードのON/OFFを設定します。

：反転する

：反転しないOFF

ON

2

OEL（OrganicEL）設定
1

メモ 

MUTE

－10dB

－20dB

OFF

電話・認識

ガイド・電話・認識

2

消音設定
1
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「ソースアイコンモーション」：
通常画面でのソースアイコンの表示を設定
します。

：表示する

：表示しない

「DIMMER」：
車のライトON/OFFに合わせて、OELディス
プレイの明るさ調節する設定をします。

：暗くなる

：暗くならない

「BRIGHT」：
OELディスプレイの明るさを調節しま
す。[DIMMER]が「ON」に設定されている
ときは、車のライトON/OFFで別々に調
節できます。

： 暗くする

： 明るくする

「連続スクロール」：
OELディスプレイに表示される文字を連続
してスクロールする設定をします。

：繰り返しスクロール表示する

：1回のみスクロール表示する

「ソースOFF画面」：
ソースをOFFにしているときのOELディス
プレイの表示を設定します。

：フィーチャーデモを表示する

：時計を表示する

：何も表示しない

•リバースモードについて
リバースモードは、各ソースを聞いている
ときに約30秒間操作しないと画面が自動
的に反転する機能です。反転は、10秒間隔
で行われます。

•フィーチャーデモについて
フィーチャーデモは、ソースがOFFのとき
に、各ソースや本機の機能を表示して紹介
する機能です。車のエンジンを止めた状態
で、フィーチャーデモを長時間表示すると、
バッテリー上がりの原因になります。

•赤リード線(アクセサリー電源)は、常に車
のバッテリーから電源が供給される電源
回路には接続しないでください。車のエ
ンジンスイッチと本機の電源をOFFにし
ても、フィーチャーデモが表示され、バッ
テリー上がりの原因になります。

•安全のため走行中に連続スクロールし
ないようになっています。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

ナビ画面リア映像出力
リアモニターと組み合わせた場合にソー
スがOFFまたは音声系ソース（CD、
WMA/MP3、MD、ミュージックサーバー
など）のとき、リアモニターにナビゲー
ション画面を表示するかしないかを設定
します。
工場出荷時は「OFF」です。

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

または を選ぶ

•リアモニター出力はコンポジット信号
のため、リアモニターに表示されるナビ
ゲーション及びオーディオ画面は、本機
のモニターに表示される映像と比べて
劣化します。また、その程度は接続され
るモニターによっても異なります。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作して
選ぶこともできます。

メモ 

OFFON2

ナビ画面リア映像出力
1

メモ 

OFF

クロック

DEMO

OFF

ON

＞

＜

OFF

ON

OFF

ON
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オートフラップ設定
エンジンスイッチのACCがONになった
とき自動的にモニターを立ち上げ、OFFに
なったとき自動的に収納する設定をしま
す。また、モニターが立ち上がったときの
セットバック（前後位置）を設定します。

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

自動開閉とセットバックを設定
する

「OPEN/CLOSE」：
モニターの開閉を自動で行うか、手動で行
うかの設定をします。
工場出荷時は「オート」です。

：ACCのON/OFFでモニ
ターを自動開閉する

：モニターの開閉を手動で
行う

「SET BACK」：
立ち上がったモニターを後に下げる設定
をします。
工場出荷時は「OFF」です。

： モニターを後に下げます

： モニターを後に下げない

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

ガイド/ハンズフリーSP設定
内蔵のDSPを使用している場合、ナビ
ゲーションの音声案内やハンズフリー通
話の受話音、音声操作音などを、どのス
ピーカーから出力するかを設定します。
工場出荷時は「フロントL+R」です。

• は、別売
の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」と組み合わせている場合は表示さ
れません。

システム設定画面（→P120）
で
を選ぶ

スピーカーを選ぶ

：フロント左側から出力
する

：フロント左右から出力
する

：フロント右側から出力
する

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

メモ 

フロントR

フロントL＋R

フロントL

2

ガイド/ハンズフリーSP設定
1

ガイド/ハンズフリーSP設定メモ 

メモ 

OFF

ON

マニュアル

オート

2

オートフラップ設定
1
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124 システム設定のしかた（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

オートアンテナ連動
オートアンテナのON/OFF動作を、エン
ジンスイッチ（本機の電源）と連動させ
るか、ラジオ（FM/AM）と連動させる
かを設定します。
工場出荷時は「FM/AM連動」です。

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

または
を選ぶ

：ラジオソース（FM/AM）
選択に連動してONに
します。

：エンジンスイッチ（本
機の電源）ONと連動
してONにします。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

5.1ch DSPユニット
別売の5 .1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P7」および「AXM-P7」を組み
合わせた場合のみ「ON」に設定します。
「DEQ-P9」と組み合わせた場合は、自
動で認識されますので、設定の必要はあ
りません。

•光デジタル端子変換コネクター「CD-
DD25」が接続されていないと、設定が
できません。

•ソースがOFFになっていないと、設定が
できません。

•5.1ch対応・DSPユニット「DEQ‐P9」が
接続されていると
は表示されません。

•5.1ch DSPユニットの設定を「ON」に
すると、本機のスピーカーから音声は
出力されません。

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

を選ぶ

▼
確認メッセージが表示されます。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

を選ぶか を押す

5.1chのDSPユニットが設定され、操作
およびスピーカー出力が「DEQ-P7」
「AXM-P7」側で行えるようになります。

•5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P7」とオーディオマスターユニット
「AXM-P7」を組み合わせて使用しな
いときは「OFF」を選びます。

メモ 

はい3

メモ 

ON2

5.1ch DSPユニット
1

5.1ch DSPユニット

メモ 

メモ 

ナビ連動

FM/AM連動

ナビ連動FM/AM連動2

オートアンテナ連動
1



オーディオ設定リセット
5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を組み合わせて行った、オーディオの各
種設定や調節をリセットすることができ
ます。

•ソースがOFFのときにリセットできます。
• は、別売の
5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
と組み合わせていない場合は表示され
ません。

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

を選ぶか を押す

▼
確認メッセージが表示されます。

を選ぶか を押す

各設定・調節がリセットされ、工場出荷時
の状態に戻ります。

はい3

リセット2

オーディオ設定リセット
1

オーディオ設定リセット
メモ 
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126 システム設定のしかた（AVIC-XH990/H990/XH900/H900）

システム設定のしかた
（AVIC-XH990/H990/XH900/H900）

本機のいろいろな機能を使うための基本的な設定をすることができます。

•ここではAVIC-XH990/H990/XH900/H900のシステム設定について説明しています。AVIC-
ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900のシステム設定については、P120をご覧ください。

メモ 

システム設定をする
本機の動作環境の設定を行います。

AVソース画面で を押す

を選ぶ

▼
システム設定画面が表示されます。

各項目を選び、設定を行う

録音設定
ミュージックサーバーへの録音時間や録
音モードを設定します。
→説明は本書の「ミュージックサーバー
に録音する」（P53）に記載しています。

消音設定
音声案内、ハンズフリー通話の着信、音声
操作などの場合に、一時的にオーデ ィオ
の音量を絞ったり、消したりして音声を聞
き取りやすくすることができます。
AVIC-H990/H900は、「消音レベル」の
設定はできません。組み合わせた製品の
「TEL/GUIDE」などを設定してください。
工場出荷時は下記の通りです。
• 消音タイミング（電話・認識）
• 消音レベル（ATT）

システム設定画面（→前々項）
で を選ぶ

消音タイミングと消音レベルを
設定する

「消音タイミング」：
消音するタイミングを設定します。

：
音声案内やハンズフリー通話の着信、
音声操作時にオーディオの音量を下げ
ます。

：
ハンズフリー通話の着信、音声操作時
にオーディオの音量を下げます。

：
オーディオの音量を下げません。

OFF

電話・認識

ガイド・電話・認識

2

消音設定
1

3

システム設定2

1



「消音レベル」：
消音のレベルを設定します。

：音量が1/10になる

：音量が0になる

•消音タイミングがOFFのときは消音レ
ベルは設定できません。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

ワイドモード
（AVIC-XH990/XH900）
映像系ソースの画面表示のモードを設定
します。
→説明は本書の「ワイド画面の拡大方法を
切り替える」（P135）に記載しています。
工場出荷時は「FULL」です。

AV入力設定
（AVIC-XH990/XH900）
VTR（ビデオなど）や別売のバックカメ
ラユニット「ND-BC1」などの外部機器
を本機に組み合わせた場合、機器に合っ
た設定に切り替えます。
→説明は本書の「ビデオなどの入力を設
定する」（P138）、「入力設定をバックカ
メラに切り替える」（P140）に記載して
います。

ナビ画面リア映像出力
（AVIC-XH990/XH900）
リアモニターと組み合わせた場合にソー
スがOF Fまたは音声ソース（CD、
WMA/MP3、ミュージックサーバー）
のとき、リアモニターにナビゲーション
画面を表示するかしないかを設定します。
工場出荷時は「OFF」です。

システム設定画面（→P126）
で を選ぶ

または を選ぶ

•リアモニター出力はコンポジット信号
のため、リアモニターに表示されるナビ
ゲーション及びオーディオ画面は、本機
のモニターに表示される映像と比べて
劣化します。また、その程度は接続され
るモニターによっても異なります。

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

ガイド出力設定
（AVIC-XH990/XH900）
モニターの内蔵スピーカーから、ナビ
ゲーションの音声案内と各ソースの音声
を出力するか、ナビゲーションの音声案
内のみ出力するかの設定をします。
工場出荷時は「ガイド＋ソース」です。

システム設定画面（→P126）
で を選ぶ

出力する音声を選ぶ

：ナビゲーションの音声
案内のみを出力します

：ナビゲーションの音声
案内と各ソースの音声
を出力します

ガイド＋ソース

ガイド

2

ガイド出力設定
1

メモ 

OFFON2

ナビ画面リア映像出力
1

メモ 

MUTE

ATT
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•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

FMトランスミッター設定
（AVIC-XH990/XH900）
テレビ、DVD、CD・WMA/MP3、ミュー
ジックサーバーなどの音声をFM電波で送
信し、FM付きカーステレオで受信するこ
とによって、カーステレオのスピーカーで
聴くことができるように設定します。
工場出荷時は「OFF」です。

システム設定画面（→P126）
で を選ぶ

各項目を設定する

「トランスミッター」：

：FMトランスミッターをONに
します。

：FMトランスミッターをOFF

にします。

「周波数」：
76.4MHｚ～78.4MHｚの間で0.1MHｚご
とに設定できます。

：低くするとき

：高くするとき

「レベル」：
－6～＋6の間で1ステップごとに設定で
きます。

：下げるとき

：上げるとき

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に操
作して設定することもできます。

カーステレオをFMに切り替え、
手順 で選んだ周波数を受信
する

本機の音声をカーステレオのスピーカー
で聞けるようになります。

•ナビゲーションの音声案内を聞くこと
はできません。

•送信用アンテナの配置場所や受信する
側のラジオのアンテナによっては、ノ
イズが聞こえたり、受信感度が低くな
ることがあります。

•FM放送と混信する場合は、他の周波数
を選んでください。

•FMトランスミッターの実用到達距離
は、約2ｍです。（法律により電波の強
さが規制されています。）

•FMトランスミッターを使わないとき
は、必ずOFFにしてください。

メモ 

2
3

メモ 

＞

＜

＞

＜

OFF

ON

2

FMトランスミッター設定
1

メモ 

128 システム設定のしかた（AVIC-XH990/H990/XH900/H900）



その他の機能

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
デ
ィ
ス
ク

Ｄ
Ｖ
Ｄ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン

機
器

Ａ
Ｖ
設
定

シ
ス
テ
ム
設
定

そ
の
他
の
機
能

付

録

129

AVスケジューラー ................ 130
AVスケジューラーとは ................ 130

スケジュールを作成する ...... 130
スケジュールが実行されると ... 132

予約したスケジュールを
確認・編集する .......................... 132
予約したスケジュールを
消去する ................................. 133

画面を設定する
(AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990
ZH900MD/ZH900/XH900) ........... 134
画質を調節する .............................. 134
明るさマークについて .............. 135

ワイド画面の拡大方法を

切り替える ................................. 135
ワイドモードの種類 .................. 136

画面の表示モードを切り替える ........ 136
ピクチャーサイドピクチャーに
変更する ................................. 136

ピクチャーインピクチャーに
変更する ................................. 137

ビデオなどを見る
(AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/
ZH900MD/ZH900/XH900) ............. 138

ビデオなどの入力を設定する ...... 138
AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900の場合 .............. 138

AVIC-XH990/XH900
の場合 ..................................... 139

ビデオなどの見かた ...................... 139

バックカメラを使う
(AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/
ZH900MD/ZH900/XH900) ........... 140
入力設定をバックカメラに
切り替える ................................. 140

バックカメラの切り替えかた ........141

リアモニターを組み合わせる
(AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/
ZH900MD/ZH900/XH900) ........... 142
リアモニターに表示される
映像について .............................. 142

リアモニター用リモコンを使う
(AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/
ZH900MD/ZH900/XH900) ........... 143
数字ボタンで選ぶとき .................. 143

OELディスプレイについて
(AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900) .............. 144
OELディスプレイの表示を
切り替える ................................. 144

を押したとき .................... 144
を押したとき .................... 145
を押したとき .................... 145

ファンクションモードを使う ...... 145

リビングキットで操作できる機能 ...... 146
リビングキットとは ...................... 146
再生する ..................................... 146
情報を取得する .......................... 146
録音する ..................................... 146

CLK

ENT

DISP



AVスケジューラー

AVスケジューラーとは
AVスケジューラーとは、指定した時
刻に指定したAV機能を実行するもの
です。
AVスケジューラーでは、次のAV機能
が指定できます。

• DVD/CD/WMA・MP3の再生
• MDの再生（AVIC-ZH990MD/ZH900MD）
•ミュージックサーバーの再生
•放送の受信（AVIC-ZH990MD/ZH990/

XH990/ZH900MD/ZH900/ XH900）
•オプション機器やVTRなどを実行する

•音声を再生するスケジュールが実行される
と、大きな音量で再生されることがあります。
音量設定にご注意ください。

•最大100件までのスケジュールを作成
できます。

スケジュールを作成する　
ここでは、スケジュールの例として、指
定した時刻になるとミュージックサー
バーを実行する（再生する）スケジュー
ルの作成方法を説明します。

ミュージックサーバーソースの
AVメニューを表示する（→
P59）

を選ぶ

を選ぶ

実行する日付を指定する

• または を選ぶと、毎日の同
じ時間、毎週の同じ曜日の同じ時間を
指定することができます。

• を選ぶと、カレンダーの月
を切り替えることができます。

•すでにスケジュールが予約されている
日付には、オレンジ色の下線が表示さ
れます。

前月次月

毎週毎日メモ 

4

新規作成3

スケジューラー2

1

メモ 
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時間を指定し、 を選ぶ

時刻は1分単位で、24時間制で入力します。
例： 09：15→9時15分になるとスケ

ジュールが実行される
実行の開始を、時間で指定して幅を持た
せることができます。
例えば、実行開始の時刻にエンジンスイッ
チがOFFだった場合でも、指定した時間内
にエンジンスイッチがONになれば、実行
を開始するように指定できます。
例： 09：15～10：15→9時15分には

エンジンスイッチがOFFでも、10時
15分までにエンジンスイッチがON
になると、その時点でスケジュール
を実行します。

•現在の時刻より前の時刻は入力できま
せん。

•同じ日の同じ時刻に複数のスケジュー
ルを作成することはできません。

実行するAVソースを選ぶ

ここでは例として、
を選びます。

選んだソースにより以降の操作が異なり
ますが、操作のしかたは各ソースの操作
と同様です。

テレビ・ラジオ放送受信：
プリセットメモリーのリ
ストが表示されますので、
受信したい放送局を選ぶ
と、手順 に進みます。

DVD・CD・MP3/WMA・MDの再生：
手順 に進みます。

VTR1/2・EXT1/2の実行：
手順 に進みます。

•接続されていないソースは選択できま
せん。

グループを選ぶ

再生するプレイリストを選ぶ

を選ぶ

• を選ぶと、再生するトラック
を選ぶことができます。

トラックメモ 

決定9

8

7

メモ 

10

10

10

ミュージックサーバーを聴く

6

メモ 

入力終了5
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を選ぶか を押す

▼
スケジュールが作成され、予約されます。

スケジュールが実行されると
予約した時刻になると、以下の画面が表
示され、スケジュールが実行されます。

：スケジュールを実行します。

：スケジュールをキャンセルし
ます。

• または を押しても、スケジュー
ルを実行できます。

• または を押しても、スケジ
ュールをキャンセルできます。

予約したスケジュールを
確認・編集する
日付から予約したスケジュールを確
認・編集することができます。

•編集できる内容は、日時のみです。

各ソースのAVメニューで、
を選ぶ

を選ぶ

確認・編集したいスケジュール
を選ぶ

▼
予約したスケジュールの内容が表示され
ます。

•スケジュールは、毎週、毎日、日時の
順番にリスト表示されます。

•確認して終了する場合は、 にタッ
チするか を押してください。

•スケジュールを編集する場合は、次の
手順に進んでください。

戻る

メモ 

3

設定済み予約編集2

スケジューラー
1

メモ 

メモ 

いいえ

はい

確認10
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を選ぶ

スケジュールを作成しなおします。

▼
選んだスケジュールのカレンダーが表示
されます。

以降の操作手順は、「スケジュールを作成
する」（→P130）の手順 、 と同様
です。

予約したスケジュールを
消去する

各ソースのAVメニューで、
を選ぶ

を選ぶ

消去したいスケジュールを選ぶ

•選択すると、チェックマーク が付
き、引き続き選ぶことができます。再
度選ぶと、選択が解除されます。

• を選んでサブメニューを表示する
と、 が表示され、全てのスケ
ジュールを選択することができます。
選択を解除するには、 または解
除したいスケジュールを選びます。

を選ぶか を押す

を選ぶか を押す

▼
選んだスケジュールが消去されます。

はい5

戻る4

全解除

全選択

＞

メモ 

3

設定済み予約消去2

スケジューラー
1

54

日付4
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画面を設定する
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

134 画面を設定する（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

画質を調節する
周囲の明るさや見る角度、映像に合わ
せて「黒の濃さ」、「コントラスト」、
「色の濃さ」、「色合い」、「明るさ」を
調節することができます。

•外光センサーで周囲の明るさを感知し、
昼と夜の設定を自動的に切り替えます。

•「黒の濃さ」および「コントラスト」
の設定は、昼と夜で別々に設定記憶で
きます。

•「明るさ」の設定は、昼と夕方と夜で
別々に設定記憶できます。設定後は、
中間の明るさのときでも明るさを段階
的に自動調節します（3点式インテリ
ジェントディマー）。

•設定内容は、次の画面および映像ごと
に別々に設定記憶できます。
‐ナビゲーション画面
‐ DVD映像
‐テレビ映像
‐ VTR1映像（またはEXT1、EXT2）
‐ VTR2映像（またはバックカメラ）
‐ミュージックサーバーのソース画面
‐その他のソースのソース画面
•ピクチャーサイドピクチャーとピク
チャーインピクチャーの画質は、ナビ
ゲーション画面の設定が反映されます。

•走行中は操作できません。

調節したい映像の表示画面で、
または を押す

左右のタッチキーにタッチする
か、ユニバーサルパッドを上/
下/左/右に操作して調節する

：バックカメラの画質調
整を行います。

黒の濃さ

（白）：薄くなる

（黒）：濃くなる

コントラスト（明暗）

：白黒の差が小さくなる

：白黒の差が大きくなる

色の濃さ

：薄くなる

：濃くなる

色合い

（赤）：赤が強くなる

（緑）：緑が強くなる

明るさ

：暗くなる

：明るくなる

•「色の濃さ」と「色合い」は、DVD映像、
テレビ映像、VTR1映像（またはEXT1、
EXT2）、VTR2映像（またはバック
カメラ）のときのみ調節できます。

を選ぶか を押す終了3

メモ 

明

暗

濃

淡

高

低

バックカメラ

2

V.ADJUSTV.ADJUST(NAVI STANDBY)
1

メモ 
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明るさマークについて
明るさなどを調節するときに基準となる
外光レベルをマークで表します。

黒の濃さとコントラスト

（黄）：明るいとき（昼間）

（緑）：暗いとき（夜間）

明るさ

（黄）：明るいとき（昼間）

（赤）：中間の明るさのとき（夕方）

（緑）：暗いとき（夜間）

（ ）：外光レベル
（ ）：明るさレベル

外光レベルは、現在の外光レベルを段階
的に表します。
明るさレベルは外光に合わせて自動調節
している現在の画面の明るさを表します。
右に伸びるほど、明るくなります

ワイド画面の拡大方法を
切り替える
DVDやテレビおよびVTR（ビデオな
ど）の映像は、通常の映像を、ワイド
映像に拡大する方法を選択することが
できます。

•通常映像は縦横比4：3、ワイド映像は
縦横比16：9です。

•DVD、テレビ、VTR1、VTR2で設定内
容が別々に記憶されます。

•EXT1、EXT2は、VTR1がEXTの場合、
VTR1の設定です。

•ナビゲーションや音声系ソース（CD、
WMA/MP3、MD、ミュージックサー
バーなど）は、ワイドモードの切り替え
はできません。

ソースを切り替える（→P20）

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

お好みの表示方法を選ぶ

→それぞれの表示の説明は、「ワイドモー
ドの種類」（P136）を参照してください。

•通常のテレビ放送の番組でズーム、ノーマ
ル以外の、映像の縦横比が異なるモード
を選ぶと、本来の映像と見えかたに差が
でます。

•シネマ、ズームで映像を見るときは、画
質が粗くなります。

•営利目的、または公衆に視聴させるこ
とを目的として、本機のワイドモード
切り替え機能を利用すると（フル、ズー
ムなどで画面の圧縮や引き伸ばしなど
を行うと）、著作権法上で保護されてい
る著作者の権利を侵害する恐れがあり
ますので、ご注意ください。

を選ぶか を押す戻る4

3

ワイドモード
2

1

メモ 



ワイドモードの種類

FULL（フル）
4：3の映像の左右だけ
を拡大します。映像が欠
けることなくワイド画面
が表示されます。

JUST（ジャスト）
画面の両端に近づくほ
ど、横に伸びる比率が高
くなります。画面の中央
付近は通常の映像とほとんど同じ大きさ
で表示されるため、ワイド画面を違和感
なく楽しめます。

CINEMA（シネマ）
フルとズームの中間の比
率で、上下を拡大します。
字幕が映像の外の黒い部
分に表示されるものに適しています。

ZOOM（ズーム）
4：3の映像を上下、左
右とも同じ比率で拡大し
ます。映画など横長の映
像のうち、字幕が映像の上にかぶって表
示されるものに適しています。

NORMAL（ノーマル）
4：3の映像をそのまま
表示します。テレビの通
常の映像と同じです。

画面の表示モードを
切り替える
本機の画面の表示のしかたには、次の3
種類があります。

1画面 地図の1画面表示

画面を2分割して、ナビゲーショ
ン画面とソース画面を同時に表
示する

ナビゲーション画面の中にソー
ス画面を小さく表示する
（子画面）

•ピクチャーサイドピクチャー、ピク
チャーインピクチャー表示中に
を押すとソースの1画面に切り替わり
ます。再度押すと2画面に戻ります。

•ピクチャーサイドピクチャー、ピク

チャーインピクチャー表示中に

を押すとナビゲーションメニューが表

示されます。AVメニューを表示させ

るには を押してソースを1画面

にしてから を押してください。

ピクチャーサイドピクチャー
に変更する

を押す

画面表示モード選択画面が表示されます。

「PsideP」の または
を選ぶ

1画面に戻すには「1画面」の を選
びます。

2

DISP SEL1

NAVI/AV

NAVI/AV
メモ 
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ピクチャー
イン
ピクチャー

ピクチャー
サイド
ピクチャー



•2画面とも同じ画面にすることはでき
ません。

•ソース画面どうし（テレビとDVD、
DVDとビデオなど）の2画面表示はで
きません。

•ナビゲーションの操作をしやすくするた
め、一時的にナビゲーション画面だけに
なる(1画面になる)ことがあります。

ピクチャーインピクチャー
に変更する

を押す

画面表示モード選択画面が表示されます。

を選ぶ

：子画面の大きさを以下のよ
うに変更することができ
ます。

1/16→1/9→1/4→1/16に戻る

「PinP」の 、 、
、 のいずれかを選ぶ

1画面に戻すには「1画面」の を選
びます。

•テレビ、ビデオ、DVDを選んでいる場
合のみ子画面のサイズを変更すること
ができます。

•走行中は子画面のサイズを変更するこ
とはできません。

•ピクチャーインピクチャーで表示され
る子画面は、ワイドモードの設定にか
かわらず、「ワイド」（テレビアスペクト
が16：9）で表示されます。

•ナビゲーションの操作をしやすくするた
め、一時的にナビゲーション画面だけに
なる(1画面になる)ことがあります。

•ピクチャーインピクチャーの親画面と
子画面の入れ替えはできません。

•ユニバーサルパッドを上/下/左/右に
操作して選ぶこともできます。

3

画面サイズ

画面サイズ2

DISP SEL1
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ビデオなどを見る
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

本機にビデオなどの映像を表示したい場合は、次のような操作をしてください。

ビデオなどの入力を
設定する
ビデオなどの映像を見るためには、シ
ステム設定の「AV入力設定」で設定を
行ってください。

AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900の場合

システム設定画面（→P120）
で を選ぶ

機器を接続した端子に応じて、
以下のように設定する

「VTR1」に接続した場合： または

：接続されたビデオなどの映
像を表示するとき

：接続したエクスターナルユ
ニットの映像を表示するとき

：何も接続されていないとき

「VTR2」に接続した場合：

：接続されたビデオなどの映
像を表示するとき

：バックカメラの映像を表示
するとき（→P141）

：何も接続されていないとき

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

を選ぶか を押す

• は映像系エクスターナルユニッ
トをVTR1に接続し、さらにIP-BUS
による接続がされている場合に設定で
きます。詳しくは販売店にご相談くだ
さい。

EXTメモ 

戻る3

メモ 

OFF

バックカメラ

ON

ON

OFF

EXT

ON

EXT

ON

2

AV入力設定
1
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AVIC-XH990/XH900
の場合

システム設定画面（→P126）
で を選ぶ

「VTR1」または「VTR2」
の を選ぶ

：接続されたビデオなどの映
像を表示するとき

：バックカメラの映像を表示
するとき（→P141）

：何も接続されていないとき

•ユニバーサルパッドを左/右に操作し
て選ぶこともできます。

を選ぶか を押す

ビデオなどの見かた
VTR1またはVTR2に切り替えてビデ
オなどの映像を見ます。

•停車中でパーキングブレーキがかかっている
ときは、モニターでビデオなどの映像を見ら
れます。走行中は安全のためにモニターには、
ビデオなどの映像は表示されません。

を押して、ソースをVTR1
またはVTR2に切り替える

▼
ビデオなどの画面が表示されます。

•AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900
MD/ZH900では、 でも切り替
えられます。

TV/VTR

メモ 

SOURCE1

戻る3

メモ 

ON
2

AV入力設定
1

ご注意

（VTR2のみ）

OFF

バックカメラ

ON



140 バックカメラを使う（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

バックカメラを使う
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

本機にバックカメラ（「ND-BC2」など）を接続して、車の後方の映像を画面に表示さ
せることができます。映像を表示したい場合は、次のような操作をしてください。

入力設定をバックカメラに
切り替える
バックカメラの映像を表示するために
は、システム設定の「AV入力設定」で、
「VTR２」を「バックカメラ」に設定して
ください。またバックカメラの極性も
設定してください。

システム設定画面（→P120、
P126）で を選ぶ

「VTR2」の を
選ぶ

「バックカメラ極性設定」の
または を選んで、

車両のバック信号の極性に合わ
せる

：グラウンド（バックギアに
入れたときに、バック信号
線の電圧がLOWとなる車
両の場合に選択します。）

：バッテリー（バックギアに
入れたときに、バック信号
線の電圧がHIGHとなる車
両の場合に選択します。）

•必ずバック信号入力線（紫/白）を接続
してください。バック信号の極性につ
いては、ナビゲーションの情報メ
ニューから「ハードウェア情報」で確認
できます。→『ナビゲーションブック』

を選ぶか を押す戻る4

メモ 

HIGH

LOW

HIGHLOW
3

バックカメラ2

AV入力設定
1
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バックカメラの
切り替えかた
シフトレバーをR（リバース）の位置に
すると後方画面に切り替わります。駐
車場で後退するときなどに便利です。

バックギアを入れる

シフトレバーを他のギアに切り替えると、
画面表示は元の映像に切り替わります。

•バックカメラ表示中に 、 、
を押すと、バックカメラ映像は

解除します。
•バックカメラを正常に動作させるため
には、バック信号入力線の接続が必要
です。→『取付説明書』

•本機にはバックカメラの映像を左右反
転する機能はありません。

•バックカメラの使いかたは、バックカ
メラの説明書をご覧ください。

NAVI/AVメモ 

1
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リアモニターを組み合わせる
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

本機のリアモニター出力端子に後部座席用モニターを接続すると、本機の映像を後
部座席でも楽しむことができます。
→接続のしかたは『取付説明書』を参照してください。

リアモニターに
表示される映像について

•リアモニターには、本機で表示されている映
像が表示されます。ただし、テレビ、DVDまた
はVTRのときは、本機の映像に関係なく、常
にテレビ、DVDまたはVTRの映像のみが表示
されます。

•システム設定の「ナビ画面リア映像出力（→
P122、P127）でONに設定してあると、
ソースがOFFまたは音声系ソース（CD、
WMA/MP3、MD、ミュージックサーバー
など）のとき、リアモニターにナビゲーショ
ン画面を表示することができます。

•リアモニターは、走行中／停車中に関係なく
映像が表示されます。このため、走行中でも
テレビ、DVDやVTRの映像を見ることがで
きます。

•バックカメラ映像はリアモニターに出力され
ません。テレビ、DVDまたはVTR以外の場合
は黒画面になります。

•リアモニターは、運転者が走行中に映像を見
ることができない場所に設置してください。

•リアモニター出力はコンポジット信号
のため、リアモニターに表示されるナビ
ゲーション及びオーディオ画面は、本機
のモニターに表示される映像と比べて
不鮮明になります。また、その程度は接
続されるモニターによっても異なり
ます。

メモ 

ご注意
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リアモニター用リモコンを使う
（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

リアモニター用リモコン「CD-RR1」は、本機にリモコン信号出力付きのリアモニ
ター（例：「TVM-W6500」）を組み合わせたときに、テレビやDVD、CD/WMAなど
の操作を後席から行うためのリモコンです。リモコン信号出力付きのリアモニター
と組み合わせていない場合やリモコン信号出力に対応していないリアモニター
（例：「TVM-W8000」）と組み合わせた場合はご使用になれません。

数字ボタンで選ぶとき
見たいチャプター番号の数字を押すと指定したチャプターから再生が始まります。

3を選ぶとき 「0」と「3」を押します。

10を選ぶとき「1」と「0」を押します。

23を選ぶとき「2」と「3」を押します。

ボタン
リアモニターの電源を
ON/OFF します。

ボタン
のリターン再生を

ボタン
テレビやラジオのバンド
(FM/AM) やメモリーを
切り替えます。

の再生停止します。

SOURCEボタン
ソースを切り替えます。
長く押すとソースをOFF
にします。
TOP. Ｍ ボタン
DVDの最上位のメニュー
を表示します。

MENUボタン
DVDのディスクメニュー
を表示します。

5/∞/2/3ボタン
曲の早送りや早戻し、ラジオ、
テレビの放送局を変えるなどに
使用します。

6ボタン
DVDの再生や一時停止します。

のダイレクトサーチ
に使用します。

ブックマーク
のブックマークの

記憶をします。

ジョイスティック
DVDのディスクメニューを操作
します。
上下左右でカーソル移動、押す
と決定します。

CLEARボタン
入力した数字を取り消します。

POWER

RTN
DVD
します。

BAND

■ボタン
DVD

10キー
DVD

DVD
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OELディスプレイについて
（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）

OELディスプレイには、オーディオ操作やAV設定（EQやSFC）の状態、時計などが表示
されます。モニターを収納した状態でもオーディオの動作状態が確認できます（エラーも
表示されます）。

OELディスプレイの表示を
切り替える

、 、 を押すといろいろ
な表示の切り替えを行うことができます。

・通常表示（例：CD）

・時計表示

・エンタテインメント表示

を押したとき
を押すと、動作中のソースの情報が

表示されます。ボタンを押すたびに表示が
切り替わります。またボタンを長く押す
と、以下の表示をスクロールして表示する
ことができます。

CD：
通常表示（Track/再生経過時間）→
Disc title→Disc artist name→Track
title→Track artist name→通常表示に
戻る

WMA/MP3：
通常表示（Folder/Track/再生経過時間）
→Folder name→File name→Track
title→Artist name→Album title→Bit
rate→通常表示に戻る

MD：
通常表示（Group/Track/再生経過時間）
→Disc title→Group title→Track title
→通常表示に戻る

テレビ：
通常表示（P.ch/ch）→Station name
→通常表示に戻る

ラジオ：
通常表示（周波数表示）→Stat i on
name→通常表示に戻る

ミュージックサーバー：
通常表示（Playlist/再生経過時間）→
Playlist name→Track title→Artist
name→通常表示に戻る

マルチCD：
通常表示（Disc/Track/再生経過時間）
→Disc title→Track title※→Disc
artist name※→Track artist name※
→通常表示に戻る
※「CD TEXT」に対応しているマルチCDプレー
ヤーで「CD TEXT」再生中に表示できます。

•WMAファイルではAlbum titleは表示
できません。また、Track title、Artist
nameについても正確に表示できない
場合があります。

メモ 

DISP

DISP

CLKENTDISP
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を押したとき
を押すと、表示をエンタテインメン

ト表示に切り替えます。ボタンを押すたび
に以下のようにエンタテインメントの種
類が切り替わります。

通常画面→BGV1→BGV2→MOVIE1→
MOVIE2→MOVIE ALL→アナログパ
ワーメーター→レベルインジケーター→
スペアナ1→スペアナ2→スペアナ3→ス
ペアナALL→オートサウンドレベライ
ザー表示→クロック→通常画面に戻る

•本機に5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」を接続するとDTSコンテ
ンツの収録されたDVDディスクを再
生することが可能ですが、その場合に
は「アナログパワーメーター」「レベル
インジケーター」「スペアナ」は表示さ
れません。

を押したとき
を押すと、時計を約8秒間表示します。

•GPSより時刻情報を受信して本機の時
計を合わせているので、時報などを利用
して時刻を合わせる必要はありません。

ファンクションモードを使う
ファンクションモードは、ソースメニューを
表示することなく、リピート再生やランダ
ム再生などの設定をすることができます。

を押すごとに機能が切り替わり
ます。設定したい機能表示後、 /
/ / で設定します。

•ファンクションモードを解除するに
は、 を押します。

• を押して約30秒何も操作しない
と、OELディスプレイの表示は、元に戻
ります。

DVD：
Repeat→ Pause→ L/R select→
Repeatに戻る

CD、WMA/MP3：
Repeat→Random→Scan→Pause→
Search→Repeatに戻る

MD：
Repeat→Random→Scan→Pause→
Repeatに戻る

テレビ：
BSSM→MPX→BSSMに戻る

ラジオ：
BSM

ミュージックサーバー：
Repeat→Random→Digest→Pause
→Repeatに戻る

マルチCD：
Repeat→Random→Scan→Pause→
ITS play→ITS memory→COMP/DBE
→Repeatに戻る

•「ITS memory」選択時は、 /
で選曲ができます。また でメモ

リー、 で消去ができます。 を

長く操作すると、全消去ができます。

メモ 

FUNCTION

BAND/ESC

FUNCTION

メモ 

CLK

CLK

メモ 

ENT

ENT

機能 設定

/ / / の使用できる
ボタンを表示します。

メモ 
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リビングキットで操作できる機能

リビングキットとは
リビングキットでは、オーディオソース
（ミュージックサーバー、音声入力）の操
作が行え、操作の状態表示をテレビなど
の画面に表示することができます。ま
た、音声入力（ホームテレビやコンポ）に
よる、ミュージックサーバーへの録音も
可能です。
ミュージックサーバーを自宅で楽しむ
場合など、基本的な操作は、車載時と同
様です。オーディオブックの該当箇所
を参照してください。
リビングキットの接続や独特の操作な
ど、リビングキットに関する事項は、
『リビングキット取扱説明書』と『HDD
［サイバーナビ］ブロードバンド関連指
定機器のご案内』を参照してください。

•音声入力はAUXとして、ソースの切り
替えができます。

•リビングキットでミュージックサー
バーのヒットチャートプレイを楽しむ
場合、時刻の情報が取得できていない
と、ヒットチャートの再生・閲覧・取
得・編集ができません。手動で時刻を
取得してください。→『ナビゲーショ
ンブック』

再生する
ミュージックサーバーに録音されたデー
タを再生することができます。
→ミュージックサーバーの操作に関して
は、「ミュージックサーバーの聴きかた」
（P57）を参照してください。

情報を取得する
ご自宅のインターネット環境を利用して、
ヒットチャートやタイトルなどの情報の
取得操作が可能です。
→情報取得の操作に関しては、「ミュー
ジックサーバー」の「最新のヒットチャー
トを見る」（P64）、「タイトル情報を取得
する」（P83）を参照してください。

録音する
ご自宅のホームテレビやコンポなどから、
音声入力でアナログ録音することができ
ます。
→録音操作や録音中の操作に関しては、
「ミュージックサーバー」の「CD以外の
ソースを録音する」（P55）を参照してく
ださい。

メモ 
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再生できるディスク（DVD、CD）の種類
下表のマークはディスクのタイトル面、パッケージ、またはジャケットに付いていま
す。本機はNTSC（日本のテレビ方式）に適合していますので、ディスクやパッケージ
に「NTSC」と表示されているディスクをご使用ください。

再生できるディスクの種類とマーク

DVDビデオ

CD

大きさ/再生面

DVDビデオ
12cm/片面 1層 2層
12cm/両面 1層 2層

DVDビデオ
8cm/片面 1層 2層
8cm/両面 1層 2層

CD
12cm/片面

CDシングル
8cm/片面

本機で再生できるのは、上記に記載されているマークの付いたディスクのみです。

•DVDオーディオやDVD-ROMなどは再生できません。
•DVDビデオディスクでも、リージョン番号が異なるディスクは再生できません。
•DVDビデオディスクによっては、一部の機能がご使用になれない場合や再生できない場合
があります。

•DVD-R/RWディスクは、ビデオフォーマット（ビデオモード）で記録されファイナライズされたも
のに限り、再生することができます。ビデオレコーディングフォーマット（VRモード）で記録された
DVD-RWディスクは再生できません。

•ビデオフォーマット（ビデオモード）で記録したDVD-R/RWディスクでも、ディスクの特性やキズ・
汚れ、または本機内部のレンズの汚れ、露などにより、本機では再生できない場合があります。

•CD-TEXTの音楽は再生することはできますが、タイトルなどの文字情報は表示できません。
•CD-Extraは、音楽CDとして再生することができます。
•CCCD（Copy Control CD）は正式なCD規格に準拠していないため、再生できない場合があります。
•音楽用CDレコーダーで録音したもの以外のCD-R/RWディスクは、正常に再生できない場合があ
ります。

•CD-RWディスクは、ディスクを挿入してから再生が始まるまで、通常のCDやCD-Rディスクより時間
がかかる場合があります。

•ファイナライズしていないCD-R/RWディスクは、再生できない場合や再生が始まるまでに時間
がかかる場合があります。

•CD-R/RWディスクの取り扱いについては、ディスクの説明書や注意書きを十分お読みください。
•DDCD（Double Density CD）形式で録音されたCD-R/RWディスクは再生できません。
•音楽用CDレコーダーで録音した音楽用CD-R/RWディスクでも、ディスクの特性やキズ・汚れ、ま
たは本機内部のレンズの汚れ・露などにより、本機では再生できない場合があります。

•直射日光や高温等、車内での保管状況により、再生できなくなる場合があります。
•PC（パソコン）で記録したディスクは、正しいフォーマットで記録されたものは再生できますが、ア
リケーションソフトの設定や環境などによっては再生できない場合があります。（詳細については
アプリケーションソフト発売元にお問い合わせください。）

メモ 



ハイビジョン画質の（AVCHD 規格）で記録されたディスクについて
• 本機は、AVCHD 規格に非対応のため再生できません。
• ディスクの取り出しができなくなる場合がありますので、AVCHD 規格で記録された
ディスクは入れないでください。

「DualDisc」の再生について
•「DualDisc」は、片面にDVD規格準拠の映像やオーディオが、もう片面にCD再生機で
の再生を目的としたオーディオがそれぞれ収録されています。

•「DualDisc」のDVDの面は再生可能です。
• DVD面ではないオーディオ面は、一般的なCDの物理的規格に準拠していないために再生
できないことがあります。

•「DualDisc」を再生機器に挿入をしたり、取り出しをしたりするときに再生面の反対側
の面に傷がつく場合があります。傷が付いた面は再生すると不具合がでる場合があります。

• ディスクを取り出せないといった不具合が起こる可能性がありますので「DualDisc」は
ご使用にならないでください。

•「DualDisc」の仕様や規格などの詳細に関しましては、ディスクの発売元または販売元
にお問い合わせください。

DVDに表示されているマークの意味
DVDディスクのタイトル面やパッケージには、以下のようなマークが表示されてい
ます。それぞれのマークは、そのディスクに記録されている映像または音声のタイプ、
使える機能を表しています。

149再生できるディスク（DVD、CD）の種類
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マーク 意味

音声の数

字幕の数

アングルの数

画面サイズ (アスペクト比：横と縦の比率)の種類

再生可能な地域番号(リージョン番号)
本機のリージョン番号は、「2」です。リージョン番号が「2」
や「ALL」など「2」を含んでいるディスクを再生することが
できます。

2

2

3

16 : 9 LB

2 ALL

ディスクの操作について
DVDでは、ディスク制作者の意図により、特定の操作を禁止している
ものがあります。また、メニュー操作や、再生中に対話式の操作が可能
なディスクでは、タイトル/チャプターの構成上リピートなど一部の操
作ができないことがあります。
このような場合、本機では画面に「禁止マーク」が表示されます。
ディスクによっては、表示されないこともあります。

禁止マーク



150 ディスクの構成について

DVDビデオ
DVDビデオでは内容をタイトルという単位で分け、さらにタイトルをチャプターと
いう単位で分けています。
■映画など
1つの作品が1つのタイトルとなっており、場面ごとにチャプターで分けられています。

■カラオケディスク
1曲が1タイトルとなっています。

タイトル1
チャプター1

DVD

チャプター2
タイトル2

チャプター1 チャプター2

•上記のような構成（区切りのしかた）になっていないディスクもありますので、サーチ機能
を使用する際は、構成の違いにご注意ください。

CD
CDは、ディスクをトラックという単位で分けています。
一般的には、1曲が1つのトラックに対応しています。さらにトラックがインデック
スという単位で分けられている場合もあります。

メモ 

トラック1 トラック2

CD

トラック3 トラック4 トラック5

ディスクの構成について



長時間録音されたMDの再生について
（AVIC-ZH990MD/ZH900MD）

151

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
デ
ィ
ス
ク

Ｄ
Ｖ
Ｄ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン

機
器

Ａ
Ｖ
設
定

そ
の
他
の
機
能

付

録

シ
ス
テ
ム
設
定

AVIC-ZH990MD/ZH900MDはMDLPに対応しています。長時間録音されている
MDも再生することができます。

MDLPについて
MDLPとは、今までお使いになっているMDで、従来の録音できる時間より長く（2倍、
4倍の時間）録音することができる圧縮方式です。

長時間録音されたMDの再生について（AVIC-ZH990MD/ZH900MD）



MP3ディスク、WMAディスクについて

•パソコンリンクソフト「ナビスタジオ」
で転送できるMP3ファイルおよび
WMAファイルについては、「ナビスタ
ジオ」の説明書をご覧ください。

フォルダーとMP3および
WMAファイルについて
●MP3およびWMAファイルを収録したCD-
R/CD-RW/CD-ROMのイメージは下図のよ
うになります。

●本機はMP3およびWMAファイルが記録された
CD-R/CD-RW/CD-ROM（CD-ROMモードは
モード1、モード2、FORM1、FORM2に対応）
の再生に対応しています。ディスクは、
ISO9660のレベル1、およびレベル2、および
拡張フォーマット（Joliet、Romeo）に準拠して
記録されたディスクが再生可能です。

●本機はマルチセッション方式で記録したディ
スクの再生に対応しています。

●パケットライトには対応していません。

●m3uのプレイリストには対応していません。
●MP3i（MP3 interactive）フォーマット、お
よびMP3 PROフォーマットには対応して
いません。

●ファイル名の最大表示文字数は、拡張子
（.mp3、.wma）を含め、全角で16文字、半角
で32文字までです。また、フォルダー名の最
大表示文字数は全角で16文字、半角で32文
字までです。

●拡張フォーマット（Romeo）に準拠して記録
されたファイルの場合、全角では先頭から
16文字、半角では先頭から32文字までの表
示に対応しています。

●再生などの操作でフォルダーが選択される
順番は、ライティングソフトで書き込まれた
順番になります。ただし、ライティングソフ
トによっては、再生の順番を設定できるもの
もあります。

•フォルダー番号は本機が割り当てま
す。お客様が割り当てることはできま
せん。

•CD-R、CD-RW、CD-EXTRA、MIXED-
MODE CDディスクにMP3および
WMAファイルと、音楽データ（CD-DA）
が混在しているときは、MP3および
WMAファイルと、音楽データ（CD-DA）
を切り替えることができます。MP3お
よびWMAファイルと、音楽データ
（CD-DA）を切り替えた場合、再生は一
番先頭の曲から始まります。

•MP3およびWMAファイルを含まない
フォルダーは認識しません。（フォルダー
番号の表示をせず、スキップします。）

•8階層までのMP3およびWMAファイ
ルの再生に対応していますが、多くの
階層を持つディスクは、再生が始まる
までに時間がかかります。ディスク作
成時には、階層を2つ以下にすることを
おすすめします。

•ディスクに含まれるフォルダーの合計
が253個まで再生可能です。

メモ 

001.mp3

009.mp3

020.mp3

029.mp3

010.mp3

019.mp3

1階層 2階層 3階層 

（ルートディレクトリ） 

01

03

04

02

152 MP3ディスク、WMAディスクについて

メモ 



MP3ディスク、WMAディスクについて

MP3とは？
「MPEG Audio Layer 3」の略で、音
声圧縮技術に関する標準フォーマット
です。
本機を提供する場合、非営利目的の個人
向けライセンスのみが提供されます。下
記放送※で、本機を使うライセンスを提供
したり、いかなる形式にせよ、使う権利を
意味するものではありません。下記放送※

で本機を使用する場合は、それぞれ固有
のライセンスが必要となります。詳細は、
インターネット上のホームページ
http://www.mp3licensing.com
をご覧ください。

※営業目的、すなわち利益の発生する
リアルタイム放送（地上波放送、衛星
放送、ケーブルテレビを始めとする
メディア）、インターネットを使った
放送やデータ転送、イントラネット
を始めとするネットワーク、あるい
はペイオーディオやオンデマンド方
式のオーディオといった電子的放送
番組の配布システムなど。

再生できるMP3ディスク
について

•MP3ファイルに名前を付けるときは、
ファイル名のあとに拡張子（.mp3）を
付けてください。
例：01abcdef.mp3

•本機は、拡張子（.mp3）が付いているフ
ァイルをMP3ファイルとして再生し
ます。雑音や故障の原因となりますの
で、MP3ファイル以外には拡張子
（.mp3）を付けないでください。

●ID3 TagのVer1.0およびVer1.1、
Ver2.2、Ver2.3のalbum（ディスクタ
イトルとして表示）、title（トラックタイ
トルとして表示）、artist（アーティスト
として表示）、genre（ジャンルとして表
示）、year（発売年として表示）の表示に
対応しています。

●32/44.1/48 kHzのMP3ファイルを
再生している場合のみ、エンファシスに
対応しています。なお、再生可能なサン
プリング周波数は、MPEG-1 LAYER-
3の場合、32kHz、44.1kHz、48kHz。
MPEG-2 LAYER-3の場合、16kHz、
22.05kHz、24kHzです。

●一般的にMP3ファイルは、ビットレー
トが高くなるほど音質は良くなります。
本機は、MPEG-1 LAYER-3の場合、
32、40、48、56、64、80、96、112、
128、160、192、224、256、
320kbps、MPEG-2 LAYER-3の場
合、8、16、24、32、40、48、56、64、
80、96、112、128、144、160kbps
までのMP3ファイルの再生に対応して
いますが、一定の音質で音楽を楽しんで
いただくためには、128kbpsのビット
レートで記録されたディスクの使用を
推奨します。

メモ 
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154 MP3ディスク、WMAディスクについて

WMAとは？
外装箱に印刷された、Windows
MediaTMのロゴは、本機がWMAデータ
の再生に対応していることを示してい
ます。

WMAと は 、「 Windows MediaTM

Aud i o」の略で、米国Mic r oso f t
Corporationによって開発された音声
圧縮方式です。WMAデータは、
Windows Media Player Ver.7以降
を使用してエンコードすることができ
ます。
Windows MediaTMのロゴは、米国
Microsoft Corporationの米国および
その他の国における登録商標または商
標です。

•WMAファイルをエンコードしたアプ
リケーションによっては、正常に動作
しないことがあります。

•WMAファイルをエンコードしたアプ
リケーションによっては、アルバム名
などの文字情報が正しく表示されない
ことがあります。

再生できるWMAディスク
について

•WMAファイルに名前を付けるときは、
ファイル名のあとに拡張子（.wma）を
付けてください。

•本機は、拡張子（.wma）が付いている
ファイルをWMAファイルとして再生
します。雑音や故障の原因となります
ので、WMAファイル以外には拡張子
（.wma）を付けないでください。
•本機では、Windows Media Player
Ver.7、Ver.8を使用してエンコードし
たWMAファイルを再生することがで
きます。

●再生可能なWMAファイルのサンプリ
ング周波数は32/44.1/48 kHzです。

●一般的にWMAファイルは、ビットレー
トが高いほど音質は良くなります。本機
は48、64、80、96、128、160、
192kbpsのWMAファイルの再生に対
応していますが、ある一定の音質で音楽
を楽しんでいただくためには、できるだ
け高いビットレートで記録されたディ
スクの使用を推奨します。

メモ 

メモ 
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Gracenoteについて

Gracenote®について
概要
音楽認識技術と関連情報はGracenote®社によって提

供されています。Gracenoteは、音楽認識技術と関連情
報配信の業界標準です。詳細は、Gracenote®社の
ホームページwww.gracenote.comをご覧ください。

特許及び商標
音楽認識テクノロジーおよび関連データは、

Gracenote®により提供されます。Gracenoteは、音楽
認識テクノロジーおよび関連コンテンツ配信の業界標準
です。詳細については、次のWebサイトをご覧くださ
い:www.gracenote.com GracenoteからのCDおよび
音楽関連データ:Cop y r i g h t ( c ) 2000 -2007
Gracenote.Gracenote Software:Copyright 2000-
2007 Gracenote. この製品およびサービスは、以下
に挙げる米国特許の1つまたは複数を実践している可能
性があります:#5 ,987 ,525、#6 ,061 ,680、
#6,154,773、#6,161,132、#6,230,192、
#6,230,207、#6,240,459、#6,330,593、およびそ
の他の取得済みまたは申請中の特許。一部のサービスは、
ライセンスの下、米国特許(#6,304,523)用にOpen
Globe,Inc.から提供されました。「Gracenote」および
「CDDB」は、Gracenoteの登録商標です。Gracenoteの
ロゴとロゴタイプ、および「Powered by Gracenote」
ロゴは、Gracenoteの商標です。Gracenoteサービスの
使用については、次のWebページをご覧ください:
www.gracenote.com/corporate。

Gracenote®エンドユーザー使用許諾契約書
バージョン20061005

本アプリケーション製品または本デバイス製品には、
カリフォルニア州エメリービル市の Gracenote,Inc.
（以下「Gracenote」）のソフトウェアが含まれていま
す。本アプリケーション製品または本デバイス製品は、
Gracenote社のソフトウェア（ 以下「Gracenoteソフ
トウェア」）を使用することにより、ディスクやファイル
を識別し、さらに名前、アーティスト、トラック、タイト
ル情報（以下「Gracenoteデータ」）などの音楽関連情報
をオンラインサーバーから、或いは製品に実装された
データベース（以下、総称して「Gracenoteサーバー」）
から取得し、さらにその他の機能を実行しています。お客
様は、本アプリケーション製品または本デバイス製品の
本来、意図されたエンドユーザー向けの機能を使用する
ことによってのみ、Gracenoteデータを使用することが
できます。
お客様は、Gracenoteデータ、Gracenoteソフトウェ

ア、および Gracenoteサーバーをお客様個人の非営利
的目的にのみに使用することに同意するものとします。
お客様は、いかなる第3者に対しても、Gracenoteソ

フトウェアやGracenoteデータを、譲渡、コピー、転送、
または送信しないことに同意するものとします。
お客様は、ここで明示的に許可されていること以外に、

Gracenoteデータ、Gracenoteソフトウェア、または
Gracenoteサーバーを使用または活用しないことに同
意するものとします。お客様は、お客様がこれらの制限に
違反した場合、Gracenoteデータ、Gracenoteソフト
ウェア、および Gracenoteサーバーを使用するための
非独占的な使用許諾契約が解除されることに同意するも
のとします。また、お客様の使用許諾契約が解除された場

合、お客様は Gracenoteデータ、Gracenoteソフト
ウェア、および Gracenoteサーバーのあらゆる全ての
使用を中止することに同意するものとします。
Gracenoteは、Gracenoteデータ、Gracenoteソフト
ウェア、およびGracenoteサーバーの全ての所有権を含
む、全ての権利を保有します。いかなる場合においても、
Gracenoteは、お客様に対して、お客様が提供する任意
の情報に関して、いかなる支払い義務も負うことはない
ものとします。お客様は、Gracenote,Inc.が直接的にお
客様に対して、本契約上の権利をGracenoteとして行使
できることに同意するものとします。
Gracenote のサービスは、統計処理を行う目的で、

クエリを調査するために固有の識別子を使用していま
す。無作為に割り当てられた数字による識別子を使用す
ることにより、Gracenoteサービスを利用しているお客
様を認識、特定しないで、クエリを数えられるようにし
ています。詳細については、Web ページ上の、
Gracenoteのサービスに関するGracenoteプライ
バシーポリシーを参照してください。
GracenoteソフトウェアとGracenoteデータの個々

の情報は、お客様に対して「現状有姿」のままで提供さ
れ、使用許諾が行なわれるものとします。Gracenoteは、
Gracenoteサーバーにおける全ての Gracenoteデー
タの正確性に関して、明示的または黙示的にかかわらず、
一切の表明や保証を致しません。Gracenoteは、妥当な
理由があると判断した場合、Gracenoteサーバーから
データを削除したり、データのカテゴリを変更したりす
る権利を保有するものとします。Gracenoteソフト
ウェアまたはGracenoteサーバーがエラーのない状態
であることや、或いは Gracenote ソフトウェアまたは
Gracenoteサーバーの機能が中断されないことの保証
は致しません。Gracenoteは、Gracenoteが将来提供す
る可能性のある、新しく拡張、追加されるデータタイプま
たはカテゴリを、お客様に提供する義務を負わないもの
とします。また、Gracenoteは、任意の時点でそのサービ
スを中止できるものとします。
Gracenoteは、市販可能性、特定目的に対する適合性、

権利、および非侵害性について、黙示的な保証を含み、こ
れに限らず、明示的または黙示的ないかなる保証もしな
いものとします。G r a c e n o t eは、お客様による
Gracenoteソフトウェアまたは任意の Gracenote
サーバーの使用により得られる結果について保証をしな
いもとのとします。いかなる場合においても、
Gracenoteは結果的損害または偶発的損害、或いは利
益の損失または収入の損失に対して、一切の責任を負わ
ないものとします。

©Gracenote 2006

Gracenoteデータについて
・本機内蔵のGracenoteデータ、専用サーバーの
Gracenoteデータともに、データの内容を100％保
証するものではありません。
・専用サーバーのGracenoteデータは、メンテナンス等
により予告なく停止することがあります。
・専用サーバーによるGracenoteデータの通信サービ
スは、提供するコンテンツが収集できない場合やその
他サービスの提供に支障をきたす事由が生じた場合、
お客様の承諾なくその提供を中止することがあります。
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言語コード表

言語名（言語コード） 入力コード
日本語（ja） 1001
英語（en） 0514
フランス語（fr） 0618
スペイン語（es） 0519
ドイツ語（de） 0405
イタリア語（it） 0920
中国語（zh） 2608
オランダ語（nl） 1412
ポルトガル語（pt） 1620
スウェーデン語（sv） 1922
ロシア語（ru） 1821
韓国語（ko） 1115
ギリシャ語（el） 0512
アファル語（aa） 0101
アブバジア語（ab） 0102
アフリカーンス語（af） 0106
アムハラ語（am） 0113
アラビア語（ar） 0118
アッサム語（as） 0119
アイマラ語（ay） 0125
アゼルバイジャン語（az）0126
バシキール語（ba） 0201
ベラルーシ語（be） 0205
ブルガリア語（bg） 0207
ビハーリー語（bh） 0208
ビスラマ語（bi） 0209
ベンガル語（bn） 0214
チベット語（bo） 0215
ブルトン語（br） 0218
カタロニア語（ca） 0301
コルシカ語（co） 0315
チェコ語（cs） 0319
ウェールズ語（cy） 0325
デンマーク語（da） 0401
ブータン語（dz） 0426
エスペラント語（eo） 0515
エストニア語（et） 0520
バスク語（eu） 0521
ペルシア語（fa） 0601
フィンランド語（fi） 0609
フィジー語（fj） 0610
フェロー語（fo） 0615
フリジア語（fy） 0625
アイルランド語（ga） 0701
スコットランドゲール語（gd）0704
ガルシア語（gl） 0712

言語名（言語コード） 入力コード
グアラニ語（gn） 0714
グジャラート語（gu） 0721
ハウサ語（ha） 0801
ヒンディー語（hi） 0809
クロアチア語（hr） 0818
ハンガリー語（hu） 0821
アルメニア語（hy） 0825
国際語（ia） 0901
interlingue（ie） 0905
イヌピアック語（ik） 0911
インドネシア語（in） 0914
アイスランド語（is） 0919
ヘブライ語（iw） 0923
イディッシュ語（ji） 1009
ジャワ語（jw） 1023
グルジア語（ka） 1101
カザフ語（kk） 1111
グリーンランド語（kl） 1112
カンボジア語（km） 1113
カンナダ語（kn） 1114
カシミール語（ks） 1119
クルド語（ku） 1121
キルギス語（ky） 1125
ラテン語（la） 1201
リンガラ語（ln） 1214
ラオス語（lo） 1215
リトアニア語（lt） 1220
ラトビア語（lv） 1222
マダガスカル語（mg） 1307
マオリ語（mi） 1309
マケドニア語（mk） 1311
マラヤーラム語（ml） 1312
モンゴル語（mn） 1314
モルダビア語（mo） 1315
マラータ語（mr） 1318
マライ語（ms） 1319
マルタ語（mt） 1320
ビルマ語（my） 1325
ナウル語（na） 1401
ネパール語（ne） 1405
ノルウェー語（no） 1415
プロバンス語（oc） 1503
オロモ語（om） 1513
オリヤー語（or） 1518
パンジャブ語（pa） 1601
ポーランド語（pl） 1612

言語名（言語コード） 入力コード
アフガニスタン語（ps）1619
ケチュア語（qu） 1721
レートロマン語（rm） 1813
キルンディ語（rn） 1814
ローマ語（ro） 1815
キニヤルワンダ語（rw）1823
サンスクリット語（sa）1901
シンド語（sd） 1904
サンド語（sg） 1907
サルボアクロアチア語（sh）1908
セイロン語（si） 1909
スロバック語（sk） 1911
スロベニア語（sl） 1912
サモア語（sm） 1913
ショナ語（sn） 1914
ソマリ語（so） 1915
アルバニア語（sq） 1917
セルビア語（sr） 1918
シスワティ語（ss） 1919
セストゥ語（st） 1920
スンダ語（su） 1921
スワヒリ語（sw） 1923
タミル語（ta） 2001
テルグ語（te） 2005
タジル語（tg） 2007
タイ語（th） 2008
チグリス語（ti） 2009
ツルキ語（tk） 2011
タガログ語（tl） 2012
セツワナ語（tn） 2014
トンガ語（to） 2015
トルコ語（tr） 2018
ツォンガ語（ts） 2019
タタール語（tt） 2020
トウィ語（tw） 2023
ウクライナ語（uk） 2111
ウルドゥー語（ur） 2118
ウズベク語（uz） 2126
ベトナム語（vi） 2209
ボラピュク語（vo） 2215
ウォルフ語（wo） 2315
コーサ語（xh） 2408
ユルバ語（yo） 2515
ズールー語（zu） 2621
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故障かな？と思ったら

故障かな？と思ったら

故障かなと
思ったら
修理を依頼する前に、以
下の内容をチェックして
ください。

チェックしても
直らないときは
本機をリセットしてくだ
さい。
→『スタートブック』、
「リセットについて」

それでも直らな
いときは
『スタートブック』、「お客様登
録とアフターサービス」を
お読みになり修理を依頼し
てください。

共通項目
症状

音が出ない。

映像が出ない。

音が小さい。

原因

音量が0になっている。

システム設定の
の設定が間

違っている。

接続が間違っている。

ガイドスピーカー接続端子を接続
していない（AVIC-ZH990MD/
ZH990/ZH900MD/ZH900）。

パーキングブレーキコードが
接続されていない。

パーキングブレーキをかけて
いない。

スタンバイ状態になってい
る。

音量を下げている。

アッテネーターがONになっている
（AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900）。

DSPユニット
5.1ch 

処置

音量を上げてください。
本機に5.1ch DSPユニットとオーディ
オマスターユニットを組み合わせている
ときは、オーディオマスターユニットの
音量を上げてください。

を正しく設定し
てください。→「5.1ch DSPユニット」
（P124）

接続を確認してください。→『取付説明書』

パーキングブレーキコードを接続し、パー
キングブレーキをかけてください。
→『取付説明書』

スタンバイを解除してください。
→『スタートブック』

音量を上げてください。
5.1ch DSPユニットとオーディオマス
ターユニットを組み合わせているとき
は、オーディオマスターユニットの音量
を上げてください。

アッテネーターを解除してください。

5.1ch DSPユニット



故障かな？と思ったら158

原因

モニターが、ナビゲーション
画面に切り替わっていない。

前後の音量バランスの調節が
適切でない。

スピーカーがオフに設定され
ている。

左右の音量バランスの調節が
適切でない。

スピーカーがオフに設定され
ている。

バック信号が接続されてい
ない。

のVTR2を
に設定してい

ない。

パーキングブレーキレコード
が接続されていない。

パーキングブレーキをかけて
いない。

液晶特有の現象で、故障では
ありません。

ワイド画面特有の現象で、故
障ではありません。

バックカメラ
AV入力設定

処置

で画面を切り替えてください。

正しく調節・設定してください。
→「フェーダー/バランス」
（P101、109）
→「スピーカー設定」（P111）

正しく確実に接続されているかどうか、
もう一度確認してください。
→『取付説明書』

のVTR2を
に設定してください。→「バックカメラ
を使う」（P140）

パーキングブレーキコードを接続し、
パーキングブレーキをかけてください。
→『取付説明書』

－

－

バックカメラAV入力設定

NAVI/AV

共通項目（つづき）
症状

モニターにナビゲーショ
ンの画像が映らない。

前または後ろのスピー
カーから音が出ない
（AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900）。

左または右のスピーカー
から音が出ない
（AVIC-ZH990MD/ZH990/
ZH900MD/ZH900）。

バックカメラに切り替
わらない。

画質調節ができない。

液晶画面の中に、小さ
な黒点や輝点がある。

映像がギザギザに表示
される。
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故障かな？と思ったら

症状

テレビの映りが悪い。
“ジージー、ザーザー”
という雑音が多い。

自動選局できない。

映像が見えない。

原因

チャンネルが合っていない。

放送局の電波が弱い。

周りに障害物があるなど、受
信状態が良くない。

アンテナケーブル線と他の
ケーブルを束ねたり、重ねた
りしている。

強い電波の放送局がない。

走行中である。

ナビゲーションの画面になっ
ている。

処置

チャンネルを正しく合わせてください。
→「テレビやラジオの放送を受信する」
（P24）

他のチャンネルを選局してみてください。
→「テレビやラジオの放送を受信する」
（P24）

受信状態が良くなると、映りがよくなり、
雑音も少なくなります。

アンテナ線と他のケーブルは、できるだ
け離してください。→『取付説明書』

手動で選局してください。
→「テレビやラジオの放送を受信する」
（P24）

走行中は、映像を見ることはできません。
音声のみでお楽しみください。

で画面を切り替えてください。NAVI/AV

テレビ（AVIC-ZH990MD/ZH990/XH990/ZH900MD/ZH900/XH900）

症状

ラジオ受信中に“ジー
ジー、ザーザー”とい
う雑音が多い。

自動選局できない。

原因

放送局の周波数が合って
いない。

放送局の電波が弱い。

周りに障害物があるなど、受
信状態が良くない。

アンテナケーブル線と他の
ケーブルを束ねたり、重ねた
りしている。

オートアンテナがOFFになっ
ている。

強い電波の放送局がない。

処置

周波数を正しく合わせてください。
→「テレビやラジオの放送を受信する」
（P24）

他の放送局を選局してみてください。
→「テレビやラジオの放送を受信する」（P24）

受信状態が良くなると、雑音も少なくな
ります。

アンテナ線と他のケーブルは、できるだ
け離してください。→『取付説明書』

オートアンテナをONにしてください。
→『スタートブック』

手動で選局してください。
→「テレビやラジオの放送を受信する」（P24）

ラジオ（AVIC-ZH990MD/ZH990/ZH900MD/ZH900）
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症状

MDソースに切り替わ
らない。

MD再生中に、大きな
雑音が出る。
MDの再生が途中で止
まる。

MDが自動的に出てくる。

原因

MDが挿入されていない。

MDにくもりや水滴がついて
いる。

MDが汚れている。

録音されていないMDを挿入
した。

MDが正しい向きで挿入され
ていない。

処置

MDを挿入してください。

MDのくもりや水滴を拭き取ってくださ
い。→『スタートブック』

MDを交換してください。

MDを取り出して正しい向きに挿入して
ください。

MD（AVIC-ZH990MD/ZH900MD））

症状

再生できない。

映像が見えない。

オートプレイが正しく
動作しない。

音が出ない。

視聴制限のメッセージ
が表示され、再生でき
ない。

視聴制限を解除でき
ない。

原因

PAL方式のディスクを挿入
している。

本機のリージョン番号と異な
るディスクを挿入した。

走行中である。

ナビゲーションの画面になっ
ている。

オートプレイが正しく動作でき
ないディスクが入っている。

静止画、スロー、コマ送り再
生中である。

視聴制限がかかっている。

暗証番号が間違っている。

暗証番号を忘れてしまった。

処置

NTSC方式のディスクに交換してくださ
い。

本機と同じリージョン番号のディスクに
交換してください。

走行中は、映像を見ることはできません。
音声のみでお楽しみください。

で画面を切り替えてください。

ご使用されるディスクにより期待通りの
動作ができない場合があります。このよ
うな場合はオートプレイをOFFにして
再生してください。
→「オートプレイ」（P50）

静止画、スロー、コマ送り再生中に、音
声を聞くことはできません。

視聴制限を解除、またはレベルの変更を
してください。
→「視聴制限」（P50）

正しい暗証番号を入力してください。
→「視聴制限」（P50）

に10回連続でタッチするか
を10回連続で押し、暗証番号を解除します。
→「暗証番号を忘れたときは」（P50）

録音/削除 削除

NAVI/AV

DVD
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故障かな？と思ったら

症状

ディスクメニューが操
作できない。

音声言語、字幕言語が
切り替えられない。

初期設定で選んだ音声
言語、字幕言語になら
ない。

アングルを切り替えて
見ることができない。

ディスク再生中に映像
が乱れる。または暗い。

（禁止マーク）が画
面に出て操作できない。

画面が止まり、操作を
受け付けない。

原因

操作が間違っている。

複数の言語が収録されていな
いDVDを再生している。

ディスクのメニューでしか切
り替えできないように制限さ
れている。

初期設定で選んだ言語が収録
されていないDVDを再生し
ている。

複数のアングルが収録されて
いないDVDを再生している。

複数のアングルが収録されて
いない場面で操作している。

ディスクコピー禁止信号が
入っている。（ディスクに
よって入っている場合があり
ます。）

ディスクが禁止している操作
です。

ディスクの構造上対応できな
い操作をしている。

ディスク再生中にデータを読
み取れなくなった。

処置

ディスクメニューは直接タッチしても操
作できません。正しい方法で操作してく
ださい。
→「ディスクメニューの操作」（P39）

複数の言語が収録されていないディスク
では、切り替えられません。

ディスクのメニューで切り替えてください。

初期設定で選んだ言語が収録されていな
いDVDでは、選んだ言語には切り替わ
りません。

複数のアングルが収録されていない
DVDでは、切り替えられません。

複数のアングルが収録されている場面
で、操作してください。

アナログコピープロテクト方式のコピー
ガードに対応しているため、コピー禁止
信号が入っているディスクを再生した場
合、一部のモニターでは横縞が入るなど
の症状が出るものがあります。（故障で
はありません。）

この操作はできません。

を押してから、もう一度再生してく
ださい。

■

DVD（つづき）
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症状

CD-RやCD-RW、CD-
ROMを再生できない。

WMA/MP3ファイル
を再生できない。

WMA/MP3ファイル
再生中に大きな雑音が
出る。
WMA/MP3ファイル再
生中に音が出なくなる。

聞きたいWMA/MP3
ファイルが見つから
ない。

原因

ディスクがファイナライズさ
れていない。

WMAファイルに「.wma」、
MP3ファイルに「.mp3」の
拡張子が付いていない。

ISO9660のレベル1、レベ
ル2、Romeo、Jolietに準
拠して記録されていない。

対応していないビットレート
で記録されている。

ファイルの形式と拡張子があっ
ていない。

WMAファイルに「.wma」、
MP3ファイルに「.mp3」の
拡張子が付いていない。

処置

ディスクをファイナライズしてください。

WMAファイルに拡張子「.wma」、
MP3ファイルに拡張子「.mp3」の付い
たディスクに交換してください。

ISO9660のレベル1、レベル2、
Romeo、Jolietに準拠して記録された
ディスクに交換してください。

対応しているビットレートで記録された
WMA/MP3ファイルにしてください。

ディスクを交換してください。（WMA
形式でないファイルに「.wma」、MP3
形式でないファイルに「.mp3」の拡張
子を付けたCD-ROMを再生しないでく
ださい。）

WMAファイルに拡張子「.wma」、
MP3ファイルに拡張子「.mp3」の付い
たディスクに交換してください。

WMA/MP3ディスク

症状

音が出ない。

CD再生中に、大きな
雑音が出る。
CDの再生が途中で止
まる。

原因

CDの裏表を逆にしてセット
している。

CDにキズやそりがある。

CDが汚れている。

CDのくもり、またはCDに
水滴が付いている。

処置

CDのタイトル面を上にしてセットして
ください。

他のCDと交換してください。症状が改
善されれば、CDの不良です。

CDの汚れを拭き取ってください。
→『スタートブック』

CDのくもりや水滴を拭き取ってください。

CD、WMA/MP3ディスク
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故障かな？と思ったら

症状

フォルダー名やファイ
ル名が正しく表示され
ない。

WMA/MP3ファイル
再生が、記録した順と
異なる。

原因

ISO9660のレベル1、レベ
ル2、Romeo、Jolietに準
拠して記録されていない。

WMA/MP3ファイルは、記
録したときの順番通りに再生
されない場合があります。

処置

ISO9660のレベル1、レベル2、
Romeo、Jolietに準拠して記録された
ディスクに交換してください。

ライティングソフトウェアによっては、
フォルダー名、ファイル名のはじめに数
字（01、02など）を付けることにより、再
生順を指定できる場合があります。

WMA/MP3ディスク（つづき）

症状

プレイリストが再生で
きない。

CDが録音されていない。

プレイリストのタイト
ル情報が取得できない。

原因

ポーズ(一時停止)がONになっ
ている。

CDの録音が中止された。

通信機器が接続されていない。

通信接続設定が正しくされて
いない。

ナビゲーション側で通信機器
を使用している。

本機ハードディスク内のデー
タベースで複数のタイトル候
補があった。

処置

ポーズをOFFにしてください。
→「再生を一時停止する」(P58)

CDの録音には制限があります。
→「CD録音の制限について」(P53)

通信機器の接続を確認してください。

通信接続設定を行ってください。→『ナビ
ゲーションブック』

ナビゲーション側の通信機器の使用が終
わってから操作してください。

手動でタイトル情報を取得してくださ
い。→「タイトル情報を取得する」
（P83）

ミュージックサーバー
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こんなメッセージが表示されたら
ディスクを正常に再生できないときは、エラーメッセージが表示されます。

メッセージ（エラー番号）

Error-5
Error-6

温度保護回路作動中

原因

本機の電気系、機構系の故障
が考えられる。

本機の内部温度に異常がある。

処置

リセットボタンを押してください。
→『スタートブック』

本機が正常な動作をする温度になるま
で、お待ちください。改善されない場合
は、本機の設置場所に問題がないか確認
してください。→『取付説明書』

共通項目

メッセージ（エラー番号）

Error-2

再生できません。
ディスクを取り出して
ください。

ディスクが入っていま
せん。

リージョンコードが違
います。

原因

ディスクの読み取り状態に異
常がある。

ディスクが極端に汚れて
いる。

ディスクにキズやそりが
ある。

ディスクの裏表を逆にして
セットしている。

本機で再生できないディスク
を使用している。

ディスクが入っていない。

本機のリージョン番号と異な
るディスクを挿入した。

処置

ディスクの汚れを拭き取ってください。
→『スタートブック』

ディスクの汚れを拭き取ってください。
→『スタートブック』

ディスクにキズがあるときは、ディスク
を交換してください。

ディスクのタイトル面を上にしてセット
してください。

本機で再生できるディスクに交換してく
ださい。
→「再生できるディスク（DVD、CD）の種
類」（P148）

ディスクをセットしてください。

リージョン番号“2”を含むディスクに
交換してください。

DVD、CD、WMA/MP3ディスク



165

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
デ
ィ
ス
ク

Ｄ
Ｖ
Ｄ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン

機
器

Ａ
Ｖ
設
定

そ
の
他
の
機
能

付

録

シ
ス
テ
ム
設
定

こんなメッセージが表示されたら

メッセージ（エラー番号）

再生できないディスク
です。

高温、または低温のた
め、再生できません。
ディスクを取り出して
ください。

原因

本機で再生できないディスク
を使用している。

本機の内部温度が高い、また
は低い。

処置

本機で再生できるディスクに交換してく
ださい。
→「再生できるディスク（DVD、CD）の種
類」（P148）

ディスクを取り出し、内部温度が正常に
なるまでお待ちください。改善されない
場合は、本機の設置場所に問題がないか
確認してください。
→『取付説明書』

DVD、CD、WMA/MP3ディスク（つづき）

メッセージ（エラー番号）

［高温、または低温の
ためMDが再生できま
せん。ディスクを取り
出してください。］

［ERROR
11,12,17,30］

［ERROR 20,21］

［ERROR 22,24］

［ERROR 23］

［ERROR 01,11,12,
17,30,A0］

原因

本機の内部温度が高い、また
は低いとき。

MDが汚れているとき。
MDにキズやひびがあるとき。

振動などが原因で曲の情報を
読み取れなかったとき。

MDに異常（損傷している、
TOC※が入っていないなど）
があるとき。

音楽以外の情報が記録された
MDを使用したとき。

本機の電気系、機械系の故障
が考えられるとき。

本機の電気系、機械系の故障
が考えられるとき。

処置

MDを取り出し、内部温度が正常になる
までお待ちください。

他のMDと交換してください。

MDを取り出し、もう一度入れ直してく
ださい。それでも同じメッセージが表示
される場合は、他のMDと交換してくだ
さい。

音楽が録音されたMDを使用してください。

車のエンジンスイッチを一度OFFにし
てからONにするか、MD再生を一度やめ
て、もう一度MD再生をしてください。

MD再生を一度やめて、リセットボタン
を押して、もう一度MD再生をしてくだ
さい。→『スタートブック』

MD（AVIC-ZH990MD/ZH900MD）

※TOC（Table Of Contents）とは、CD、MD、DATなどに収録されている曲数、演奏時間、
タイトルなどの音声信号以外の情報のことです。
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メッセージ（エラー番号）

このCDは録音できま
せん。

低温のためHDDにデー
タが書き込めませんで
した。

ハードディスク容量不
足のため、録音できま
せん。

このトラックはすでに
録音されています。

原因

CD-Rなどコピー禁止のディ
スクから録音しようとして
いる。

低温のため、データが書き込
めない。

ハードディスクの残容量が足
りないため、録音できない。

マニュアル録音モードで、録
音済みのトラックを録音しよ
うとしている。

処置

一般のCDなど、コピー可能なディスク
に交換してください。

温度が上がるまで、しばらくお待ちくだ
さい。

録音済みの曲やプレイリストを消去して
ください。
→「グループ内のプレイリストを消去す
る」(P75)、「プレイリストからトラッ
クを消去する」(P80)

録音済みのトラックは、同じCDから重
複して録音できません。

ミュージックサーバー

メッセージ（エラー番号）

［ERROR］

［Blank DISC］

原因

MDが何らかの原因で再生し
ないとき。

何も録音されていないMDを
挿入したとき。

処置

他のMDと交換してください。

リセットボタンを押してください。
→『スタートブック』

他のMDと交換してください。

MD(AVIC-ZH990MD/ZH900MD)（つづき）
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こんなメッセージが表示されたら

メッセージ（エラー番号）

マイクを確認してくだ
さい。

FL※スピーカーを確認
してください。

FR※スピーカーを確認
してください。

F※スピーカーを確認し
てください。

C※スピーカーを確認し
てください。

RL※スピーカーを確認
してください。

RR※スピーカーを確認
してください。

サブウーファーを確認
してください。

R※スピーカーを確認し
てください。

騒音が大きすぎます。

原因

マイクが接続されていない。

スピーカーの計測音がマイク
で拾えない。

周囲の騒音レベルが高すぎる。

処置

付属の音響特性測定用マイクを正しく接
続してください。

エンジンスイッチをON（本機の電源を
ON）にして、スピーカーから音が出て
いるか確認してください。

音が出ていない場合は、スピーカー設定お
よびリード線の接続を確認してください。

付属の音響特性測定用マイクを正しく接
続してください。

なるべく静かな所に車を停車し、車のエ
ンジン、およびエアコンやヒーターを止
めてください。

付属の音響特性測定用マイクを正しく接
続してください。

オートTA&EQ時のエラー

※FL：フロント/レフト、FR：フロント/ライト、F：フロント、C：センター、RL：リア/レフト、
RR：リア/ライト、R：リアの意味です。
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五十音順
あ行
明るさ 135
アシスト字幕 49
アーティストグループ 57
アッテネーター 120
アナログ録音 55
アングル 45
アングル選択マーク 49
暗証番号 50
イコライザー 98、106
色あい 134
色の濃さ 134
エリアプリセット 25
エンファシス 153
オーディオ設定画面 98、106
オーディオ設定リセット 125
オート 56
オートアンテナ 124
オートイコライザー 100、108
オートタイムアライアメント/イコライジング

116
オートフラップ 123
オートプレイ 50
オリジナルグループ 57
音場設定 101、109
音声言語 44
音声多重放送 27

か行
ガイド/ハンズフリーSP設定 123
画質 134
カスタマイズグループ 57
画像 79
グラフィックイコライザー 98
グループリスト 31、57
クロスオーバー周波数 113
黒の濃さ 134
交通情報 28
コマ送り 40
コントラスト 134

さ行
再生順変更 76、81
サーチモード 36
サブウーファー 103
サブメニュー 19
システム設定画面 120、126
視聴制限レベル 50
シネマ 136
字幕言語 44
ジャスト 136
主音声 27
消音設定 121、126
消去 75、80
詳細情報 75、78
情報取得 83
初期設定 48
シングル 54
スキャン再生 35、60、91
スケジュール 130
スピーカー出力レベル 113
スピーカー設定 111
スロー 41
ズーム 136
静止画 40
セットバック 123
操作タッチキー 39
ソース 20
ソースメニュー 26、33、46、59、90
ソースレベルアジャスター 104、115

た行
ダイジェストスキャン 60
タイトル 40、53、89
タイトル情報 83
ダイナミックレンジコントロール 111
タイムアライメント 100、108
ダウンMIX 114
タッチ操作 18
チェックリスト 19
チャート情報 64
チャプター 40
通常再生 59、62
ディスクメニュー 39
デジタルATT 120
デジタルコンプレッション 92
デジタルダイレクト 110
テストトーン 114
テレビ 27、159
テレビアスペクト 50
トラック追加 80
トラックリスト 31、57、68
ドルビープロロジックⅡ 110
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な行
ナビ画面リア映像出力 122、127
ノーマル 136

は行
ハイパスフィルター 104
パケットライト 152
バックカメラ 140
早送り 30、36、40、58、88
早戻し 30、36、40、58、88
パラメトリックイコライザー 106
パレンタルロック 50
バンド 25
ピクチャーインピクチャー 137
ピクチャーサイドピクチャー 136
ヒットチャートプレイ 61
ファイナライズ 148
ファンクションモード 145
フィーリングプレイ 66
フェーダー/バランス 101、109
フォルダー 35
副音声 27
ブックマーク 42
フル 136
プレイリスト 57
プレイリスト詳細情報画面 78
フロントパネル 12
ポーズ/再生 32、40、92

ま行
マニュアルモード 67
マルチアングル 49
マルチ音声 44
マルチCD 90
マルチ字幕 44
マルチセッション 152
ミックスCD 36
ミュージックサーバー 52
メニュー言語 49
メモリーカード 86

や行
ユーザーグループ 57、71、75
ユーザープリセット 25
ユーザープレイリスト 71、75、80
ユニバーサルパッド 14

ら行
ラウドネス 102
ラジオ 24、159
ラフサーチ 36
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2 安全のために必ずお守りください

安全のために必ずお守りください

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

絵表示について
取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただ
き、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろ
な絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次
の表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。
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